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序

この報告書は、平成 3・ 4・ 5。 6・ 7年度に宮崎県北諸県農林振興局が計画 した丸谷地区

県営ほ場整備事業に伴い、国 。県の補助を受け都城市教育委員会が実施 した丸谷地区遺跡群の

正式な発掘調査報告です。

調査の結果、当該地区一帯には、縄文時代 。弥生時代 。古代 。中世の広大な集落跡が埋蔵さ

れていたことが半J明 いたしました。これらの発掘した資料が歴史教材 として生かされるととも

に、今後の学術研究や市史解明の一助となることを願っています。

本事業の推進と本書の刊行にあたり発掘調査に参加された皆様、宮崎県北諸県農林振興局、

丸谷地区土地改良区関係者のご協力に対し深甚の謝意を表しますとともに、発掘調査 と報告書

作成に日夜ご尽力をいただきました宮崎県文化課の皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成 8年 3月 25日

都城市教育委員会

教育長 隈 元 幸 美



イタJ

1.こ の報告書は、丸谷地区県営ほ場整備事業に伴い都城市教育委員会が実施 した中大五郎第

1遺跡、中大五郎第 2遺跡、本池遺跡、前畑遺跡の発掘調査報告書である。

2.各遺跡の発掘調査期間は次のとお りである。

中大五郎第 1遺跡 平成 3年 10月 23日 ～平成 4年 2月 2日

中大五郎第 2遺跡 平成 3年 10月 23日 ～平成 4年 2月 2日

本  池  遺  跡 平成 4年 10月 5日 ～平成 5年 1月 29日

前  畑  遺  跡 平成 4年 11月 23日 ～平成 5年 3月 2日

3.各遺跡の発掘調査担当者は次のとおりである。                  ´

中大五郎第 1遺跡 宮崎県教育委員会文化課 主事 長 友 郁 子

中大五郎第 2遺跡 宮崎県教育委員会文化課 主事 山田洋一郎

本  池  遺  跡 宮崎県教育委員会文化課 主事 東  憲 章

前  畑  遺  跡 宮崎県教育委員会文化課 主事 東  憲 章

4。 発掘調査における図面の作成 と写真の撮影は、各現場担当者が補助員の助けを借 りて行 っ

た。一部の遺構実測図については、業者に作成を委託 した。

5。 遺物、図面の整理は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財セ ンターで行い、遺物の実測、拓本、

製図等は、各現場担当者が、整理補助員の協力を得て行った。

6。 本書に使用 した位置図は、国土地理院発行の25,000分の 1図 をもとに作成 し、周辺地形図

は、宮崎県土地改良事業団体連合会作成の1,000分 の 1図 をもとにして作成 した。

7.本書に使用 した方位は、遺構分布図については座標北、個別の遺構実測図については磁北

である。 レベルは、海抜絶対高である。

8。 本書に使用 した記号は、以下のとお りである。

SA一 堅穴住居、 SB一掘立柱建物、SC― 土坑、 SD― 土壌墓、 SE―溝状遺構

9.本書に使用 した写真は、各調査担当者が撮影 し、空中写真については、業者に委託 して撮

影 した。

10.本書に執筆の分担は次のとお りである。

第 1章 第 1節 都城教育委員会

第 1章 第 2節 重山 郁子

第 2章     重山 郁子

第 3章     山田洋一郎

第 4・ 5・ 6章 東  憲 章

編集は、重山 。東が行った。

11.調査にあたり、宮崎県北諸県郡農林振興局、大五郎土地改良区等の多大な協力を得た。

回
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環痣 は じ軋 るこ

第 1節 調査に至る経緯と調査の組織

1.調査に至る経緯

宮崎県都城市丸谷地区では丸谷川の河川改修 と県営ほ場整備事業が平成 2年度から同時並行

で進められている。

それらに伴って数次にわたる発掘調査が実施されている。ほ場整備事業の面工事については、

前年度あるいは当年度に宮崎県文化課が行った試掘調査の結果と造成計画 とを照 らし合わせな

がら、宮崎県北諸県農林振興局 。宮崎県文化課 。都城市文化課の三者間で協議 をもち、事業施

工上保存が困難な部分については記録保存のための発掘調査を行った。発掘調査 を実施 した遺

跡は下記のとお りである。なお、調査総面積は41,000ポ である。

①平成 3年度 中大五郎第 1遺跡 [調査面積 : 3,000ポ ]

中大五郎第 2遺跡 [調査面積 : 6,000ぷ ]

②平成 4年度 本 池 遺 跡 [調査面積 :10,000ピ ]

③平成 5年度 上 大 五 郎 遺 跡 [調査面積 :18,000ぷ ]

前 畑 遺 跡 [調査面積 :4,000ピ ]

2.調査の組織

調査の主体は都城市教育委員会であり、経費の運用も同市文化課が行った。ただし、現場に

おける調査および出土遺物の整理 。報告書作成は宮崎県文化課の埋蔵文化財担当職員があたっ

た。なお、現場における発掘調査が平成 3～ 5年度で、正式報告書の作成が平成 6・ 7年度で

ある。発掘調査の体制については各年度に刊行した概要報告書に記しているので、以下に、最

終年度である平成 7年度の報告書作成にかかわる調査体制を掲げる。

調査責任者 都城市 教育長 隈元 幸美

調 査 総 括 者5城市文化課長 遠矢 昭夫

調査事務局 同文化課長補佐 永野 元保

同 文化財係長 中村 久司

同   主 事 下鶴 咲子 (庶務担当)

同   主 事 桑畑 光博 (事務連絡)

調 査 指 導 宮崎県教育庁文化課主査 石川 悦雄

調 査 員 同  主任主事 山田洋一郎

同    主事 重山 郁子

同    主事 東  憲章

整理作業員

馬場 薫、山崎 孝子、佐藤 雪子、井上 典子、池田 芳枝、市野瀬ふさ子、

長谷川恵子、松田 綾子、高橋 茂子、井野 貞代

攣鑽
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第 2節 遺跡の立地と歴史的環境

丸谷地区遺跡群は、宮崎県の南西部に位置する都城市の北東部に所在する。都城市 は、宮崎

県の南西部端に位置 し、東 。西 。南の三方を由に囲まれた盆地の中央にあ り、北西には、標高

1,574mの 秀峰高千穂ノ峰をあおぎ、南西は鹿児島県に接 している。九谷地区遺跡群は都城市内

北部を東流する大淀川水系の丸谷川沿いの河岸段丘上に点在する。標高は約140m～約142mを

計る。遺跡群からは、霧島連山の秀峰高千穂ノ峰を遠望することができる。

その歴史的環境は、九州縦貫自動車道建設に伴う発掘調査や平成 2年度から行われた丸谷川

河川改修事業、県営ほ場整備事業に伴 う発掘調査で明らかになりつつある。

丸谷地区遺跡群においては、霧島連山に近いこともあり、火山灰や火砕流などの火山性堆積

物が厚いため、縄文後期より遡る遺跡は確認されていない。今回報告する本池遺跡で縄文時代

後期の土器が包含層中から確認されているが、これがこの一帯の遺跡での最も古い遺物である。

住居跡などは確認されていない。弥生時代になると丸谷地区には多 くの遺跡が営 まれるように

なったようである。今回報告する中大五郎第 1遺跡、中大五郎第 2遺跡、前畑遺跡、未報告の

下大五郎遺跡、山ノ田第 1遺跡で集落が確認されている。古墳時代についても前畑遺跡、上大

五郎遺跡で集落跡が確認されている。この時期の古墳は、近 くに県指定文化財の志和池古墳群

が知られている。上大五郎遺跡では、中世館跡が確認されており、この地に当時有力な豪族の

存在があったことが明らかになつた。今回報告の本池遺跡で も多数の中世の柱穴が見 られる。

丸谷川北岸の谷ノロ遺跡や、下川原遺跡では中世以降の水田跡が検出されている。

第 1図 丸谷地EXI位置図
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1.中大五郎第 1遺跡

5。 上大五郎遺跡

9コ 山ノ田第 1遺跡

13.神竹遺跡

rヽダ

2日 中大五郎雛 遺跡

6.下大五郎遺跡

10.丸谷第 1遺跡

14.野 々美谷城址

第 2図 丸谷地区遺跡群周辺遺跡分布図 (1/25′ 000)

3.本池遺跡

7.下川原遺跡

11.丸谷第 2遺跡

4.前畑遺跡

8.谷ノロ遺跡

12.下薗遺跡
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第 1節 遺跡の立地と環境

中大五郎第 1遺跡は、宮崎県都城市丸谷町に所在する弥生時代の集落遺跡である。遺跡は、

丸谷川の低位段丘上の標高約140mに 位置する。本遺跡は丸谷川の川面からの比高差が 7m程度

の丸谷川に直接張 りだした低い段丘上に立地する。本報告書で報告されている中大五郎第 2遺

跡は西隣の段丘の張 り出し部に所在する。近辺には同 じく弥生時代の集落跡の下大五郎遺跡、

中世遺跡の上大五郎遺跡、本池遺跡が丸谷川沿いの南俣1に並んで所在する。丸谷川の対岸には、

近世以後の水圏跡が確認された谷ノロ遺跡、下川原遺跡が所在する。

本遺跡は、調査前は水田として耕作されていたが、一部分中世の遺構 を含む弥生時代の遺物

包含層は護 られていた。中大五郎第 1遺跡は、丸谷川に張 りだした低い段丘上に立地するため、

改修されていない丸谷川により川に面 した崖面は大 きく扶 られていた。 このことから本遺跡は

過去に遺跡の北端部が崩落 した可能性が考えられる。

中大五郎第 1遺跡は丸谷川の南岸に位置 し、西隣の段丘張 り出し部には、中大五郎第 2遺跡

が所在する。中大五郎第 1遺跡の所在する段丘はなだらかで、南は次の段丘の斜面 まで広い平

坦面を作っている。東西は丸谷川の作る河岸段丘が長 く延びている。北西には高千穂 ノ峰を望

む。丸谷川の対岸には、近世以後の水田跡が確認された谷ノロ遺跡、下川原遺跡が所在するが、

こちらは中大五郎第 1遺跡、中大五郎第 2遺跡が所在する段丘よりも一段低い段丘である。 ま

た、丸谷川の北岸は谷 ノロ遺跡、下川原遺跡のある段丘が比較的広 く開けている。中大五郎第

1遺跡の所在する段丘に対応する段丘は丸谷川南岸よりも広 く開けている。

遺跡の所在する都城盆地は北西に霧島連山をひかえているため火山性堆積物が厚 く堆積 して

いる。特に遺跡から北西に直線で約121cmの ところにある御池から約4,200年 前に噴出 した御池ボ

ラが厚い。本遺跡近 くで約 5mの厚 さが確認されている。 したがつて、 この地区においては縄

文時代前期に遡る遺跡は確認されていない。 しかし、前記 したとおり、弥生時代においては多

くの集落が営まれたことが確認されている。

第 2節 調査の概要

中大五郎第 1遺跡の調査は、グリット法を用いて行った。10m× 10mの メッシュを調査区の

形に合わせて磁北を基準にして設定 した。グリッドは南北方向を数字で表 し、東西方向をアル

ファベットで表 した。検出した遺構は、弥生時代の竪穴住居 7軒 、溝状遺構 3基、中世の掘立

柱建物 1棟、柱穴36個、時期不明の土坑 2基である。出土遺物は弥生時代のものがほとんどで、

中世の遺物は出土 しなかった。

都城盆地の遺跡の特徴 として火山性堆積物が厚 く堆積 しているということがある。本遺跡 も

例外ではなく、黒色土の下には、中大五郎第 1遺跡から北西に直線で約12hの ところにある御

池を噴出源とする御池ボラが約 5mの厚さで堆積 している。御池ボラの噴出年代は約4,200年 前

と考えられる。本遺跡は、調査前は水田であつたので、遺跡の上位の土層は耕作により破壊 さ

-7-



れていた。 しかし、いわゆる水田の床土の下にクロボク土 と呼ばれる黒色土が残 ってお り、遺

物はこの層の下位から御池ボラ混 じりの層にかけて出土 した。遺構は、御池ボラの多い黒色土

中から検出された。

第 3節 層  序

都城盆地は、北西に霧島連山をひかえており、南には鹿児島県の桜島もあるので、火山性堆

積物が豊富に、厚 く堆積 している。その中の代表的なものに約4,200年前に御池か ら噴出された

御池ボラがある。中大五郎第 1遺跡付近でも約 5mの厚 さが確認 されている。 このことから、

当遺跡の調査は御池ボラを遺構確認面 とした。御池ボラの上層には、いわゆるクロボク上があ

り、遺物はこの黒色上の下部から御池ボラ混 じりの黒色土中にかけて出土 している。第 5図 は

中大五郎第 1遺跡における基本土層である。

I層 :灰褐色軟質土

水田の耕作土である。粘性が強いが、

軟 らかい。

Ⅱ層 :赤褐色硬質土

いわゆる水田のバン層である。鉄分

の沈澱により、赤錆色 を呈する。非常

に硬 くポロポロしている。

第 5図 基 本 土 層 図Ⅲ層 :漆黒色軟質土

いわゆるクロボク土である。御池ボラやスコリアをほとんど含まず、非常に軟らかい。

粘性が高い。遺物包含層である。

Ⅳ層 :漆黒色軟質土

御池ボラをⅢ層よりも多 く含むが、まばらで細かい。御池ボラの直径は 2 mm程 度であ

る。スコリアもわずかに、疎らに含む。遺物包含層である。

V層 :暗黒色軟質土

御池ボラを多 く含み、下部にいくにしたがって褐色を呈する。御池ボラの大 きさはさ

まざまで、 2 mm程 度から2 cm程 度まであるが、ほとんどは 2～ 5 mm程 度である。層の下

部の方が上部よりも御池ボラの粒が大きい傾向が見 られる。遺物包含層である。

Ⅵ層 :褐色硬質土

粘性が少なく硬い。ポロポロしている。直径 2 mm～ 2 cm程 度の御池ボラを多 く含み主

体 となる土は火山灰質の砂質のものである。場所により御池ボラをきわめて多 く含むと

ころがある。

Ⅶ層 :灰褐色砂質土

粘1生 はほとんど無 く、御池ボラとスコリアを多 く含む。

Ⅷ層 :黄色ボラ土

御池ボラの純粋層である。
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第 4節 弥生時代の遺構 と遺物

中大五郎第 1遺跡では、弥生時代の遺構が10基検出されている。内訳は、竪穴住居 7軒 、周

溝状遺構 3基である。検出地点は、調査区の中央部から東よりの部分に集中している。 グリド

番号で表すとB-2。 C-3・ C-4。 C-5・ D-3・ D-4・ D-5。 E-3・ E-4。

F-1・ F-2・ F-3・ G一 loG-2・ G-3と なる。

検出した遺構の概要は、竪穴住居は、宮崎県南部の弥生時代後期に特徴的に見 られる間仕切

を持つタイプ 3軒 (SA2・ SA3。 SA7)、 ベット状遺構を持つタイプ 2軒 (う ち間仕切

を持つタイプが 1軒、SA3・ SA4)、 炭化材が出土 しているものが 1軒 (SA6)で ある。

出土遺物は、細かい土器片が多い。周溝状遺構は、いずれも長軸が 6～ 7m、 短軸が 5～ 6m

である。どの遺構 も検出面からの深さは浅い。特に周溝状遺構からは、大 きな土器片が多 く出

土 している。

SAl(第 7図 )

D-3。 D-4。 E-3・ E-4に またがって位置する。 SL2を 切 っている。柱穴は中央

部に 6個、壁際に 7個見 られる。検出時には一部分壁帯溝が巡るが使用時には全体に巡ってい

たと考えられる。中央部に土坑が検出された。土坑の深さは検出面から約18cm、 住居跡の床面

から約10cmである。焼土は見 られなかった。出土遺物は多 くなく、床面から浮いた状態のもの

が多い。

SAl出 土遺物 (第 8図 )

1は複合口縁の壷である。日縁部に櫛描波状紋が施される。日唇部は残存 していない。 2は

成川式土器のカメの底部付近である。胴部の底部付近が残存 しているが、底部は脚の外面部分

が景1離 している。土器を製作する時に脚部分を貼 り付けた部分が剥離 したと考 えられる。 3は

壷の底部である。内面に指頭痕が見 られる。 4は大型のハチである。器高に対 して口径が非常

に大きいのが特徴である。日縁部の残 りは良いが、底部を欠いている。内面、外面共にミガキ

が施されている。日唇部が一部分内側に突出している。底部付近に黒斑がある。 5・ 6。 7・

8は ハチである。 5。 6は器高対国径の比が 1に近いタイプのものである。 7は 内 。外面共に

風化気味である。 8の内面の口縁部近 くにススが付着 している。外面には薄 く付着する。 9は

砂岩の砥石である。使用面は上下平坦面 と側面にもおよんでいる。特に実測図で示 した面は使

い込まれてあり、表面はツルツルとした手触 りで光沢がある。10は緑色岩類の石包丁である。

刃部中央から割れており、穿孔部 も欠損 している。一部分節理 しているが、 きれいに研磨 され

ている。表面は研磨時の擦痕が顕著に見 られる。穿孔は両面から回転運動によりあけられてい

る。刃部の仕上げは丁寧で現在でも使用に耐えられそうな部分がある。刃部には切損部以外に

大 きな力こぼれは見 られないが、小 さな使用痕は刃部向かって右俣1に 多 く見 られる。 この部分

は刃部左側に比べて刃部の摩耗が大 きい。11は大型の磨製石鏃の基部近 くである。石材は10と

同じく緑色岩類である。この石材は薄 く剥がれる性質があるのでその性質を利用 していたと考

えられる。
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0           1m

第 7図  SA10SL2実 測 図
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第 8図  SAl出 土遺物実測図

SA2(第 9図 )

調査区の南端に位置するため全体の約半分 しか発掘できなかった。円形プランの突出壁 を持

つ住居跡である。柱穴は中央部に 6個壁際に 6 1El確 認された。壁際には壁帯溝 も見 られる。遺

構確認面からの深さは約 5～10cmである。掘 り込みの深さが浅いため調査時に遺構の平面プラ

ンを確認するのが困難であった。焼土は確認されなかった。突出壁は住居跡全体の大 きさに比

べて小型で間仕切 りとしての機能は十分では無かったと考えられる。遺物 との関係で、弥生時
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第 9図  SA2実 演1図

代後期後半の、突出壁を持つ住居跡 としては新 しいものであると考えられる。出土遺物は多い

が床面の直上から出土 した遺物は少ない。

SA2出 土遺物 (第 10図 )

12・ 14は小型のカメである。12は 、夕ヽ面の胴部上半部から口縁部にかけてススが付着 してい

る。外面の胴部上半部はナデが施されているが、下半部は斜め方向のハケロが施 されている。

全体的に調整は粗い。日唇部は平坦に仕上げられている。13は きわめて小型のカメの底部であ

る。内 。外面共にナデが施されている。口唇部は丸みを帯びている。やや上げ底になっている。

14の胴部上半部は工具ナデで仕上げられているが、胴部下半部は指によるナデが施されている。

脚部の外面は指痕が顕著に見 られる。内面は工具ナデが見 られる。17は カメの回縁部から胴部

一-13-
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28

にかけての破片である。 SA2か ら出土 した外

の上器片に比べて赤味の強い色調である。外 。

内面共に調整が丁寧できれいなナデが施 されて

いる。日唇部の中央部が窪んでいる。頸部の稜

線は外 。内面共に明瞭ではない。 16。 17は 二重

回縁ツボの口縁部である。16の 口縁部に櫛描波

状紋が施文されている。日縁部外面はナデの後

施文されており、それ以外の部分の調整はナデ

が施されている。17の 頸部下部には黒斑が見 ら

れる。調整は外 。内面共にナデが施 されている

が、やや風化気味である。18。 19。 20は 長頸 ツ

ボの頸部である。18は口唇部は失われているが、

薄手で外 。内面共に調整が丁寧できれいなナデ

が施されている。内面に指押 さえが多 く見 られ

0                 1 0cm

第11図  SA2出 土石器実測図

る。18は 19。 20に 比べ口縁部の開きが少ない。19は大型の長頸ツボである。日縁部が頸部に比

べ比較的大きく開 く。調整は全体的に丁寧でナデが施されている。内面に指押 さえが多 く見 ら

れる。19は 18・ 19。 20の 3点の中で最 も丁寧に作 られた土器である。20は 内面に粘上の継 ぎ目

が見られる。21。 22・ 23は 高杯の脚部である。21の 内面は非常に丁寧にミガキが施されている。

外面はやや風化気味で調整が不明瞭であるが、下部に指押さえが見られる。 スソ部俣1面の中央

部がわずかに窪んでいる。22は 内・外面共に風化気味で調整が不明瞭である。23は 上部に透か

しを持つ。内 。外面共に風化気味で調整が不明瞭である。 24。 25。 26共 に小型のハチである。

24・ 25は 薄手でいびつな土器である。27は砂岩の砥石である。使用面は 1面の可能性が高い。

28は緑色岩類の磨製石鏃である。基部付近と先端部が欠損 している。

SA3(第 13図 )

調査区の西よりのF-2・ 3・ G-2・ 3グ リッドに位置する。 2個 の突出壁 と4個 のベ ッ

ト状遺構を持つ。柱穴は中央部に 3個 、壁際に 2個持つ。北東のベッ ト状遺構部分に壁帯溝 を

有する。掘 り込みは遺構確認面から約10cm～ 20cmで ある。遺構内から出土 した遺物は少ない。

SA3出 土遺物 (第 12図 29。 40)

数少ない遺物である。カメの胴部上半部で貼 り付け突帯を有する。突帯の頂部がわずかに窪

む。40は 凝灰質頁岩の剥片である。磨製石鏃の素材剥片で剥離による成形中に放棄 されたもの

と考えられる。

SA4(第 14図 )

調査区の中央やや束よりの部分のC-3グ リッドに位置する。大型の住居跡の SA-5の 北

側で、SL-1の 東側にある。 SA-5か らは最 も近い部分で約20cm、 SL-1か らは最 も近

い部分で約50cmし か離れていない。方形で掘 り込みの浅いタイプである。遺構確認面か ら床面

までの深さが非常に浅いため住居跡の北西lllは 削平によリプランの確認がで きなかった。柱穴

-15-
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第12図  SA3実 測 図

は中央に 1個、壁際に 3個確認された。この住居跡から出土 した遺物 もきわめて少ない。

SA4出 土遺物 (第 12図 30・ 31・ 32・ 41)

30は カメの日縁部である。胴部にキザ ミロ突帯を有するが、風化が著 しくキザ ミが明瞭では

ない。外面全体にススが付着 している。31は カメの胴部である。上部に貼 り付け突帯を有する。

器壁がきわめて厚 く色調 も赤黒 く外の土器と趣を全 く異にしている。都城地方に特徴的に見 ら

れる土器である。32は カメの胴部片である。キザ ミロ突帯を有 し、キザ ミロは押圧による。 41

は凝灰質頁岩の剥片である。磨製石鏃の素材剥片である。

SA5(第 15図 )

不定型のベット状遺構を持つ住居跡である。柱穴は中央に 5個、壁際に 1個 見 られる。住居

跡の北東部分が張 り出している。中央の土坑には焼土は見られなかった。外の部分にも焼土は

見 られなかった。この住居跡 も遺構確認面からの深さはない。住居跡内出上の遺物は少ない。

SA5出 土遺物 (第 12図 33・ 35。 37)

33は カメである。胴部の張 りは弱 く、頸部外面の稜線 も明瞭ではない。外面にはススが多 く

付着する。日唇部の中央部がわずかに窪む。胴部上部は、本国の幅の広いハケメが顕著に見 ら

れる。35は カメの胴部下部から底部にかけての部分である。調整は雑で胴部下部にケズリによ

―-16-
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第14図  SA4実 測 図

る窪みがある。また、底部外面の指押さえが多 く見 られる。外面にはススが付着 している。 37

は器台である。器面は風化気味であるが、外面にはハケメが見 られる。

SA6(第 16・ 17図 )

調査区の中央のD-2グ リッドに位置 し、SL-1の 南狽1に あたる。 SL-1と の間隔は最

も近い部分で約40cm離 れている。埋土中より炭化 した本材が出土 してお り、中心から放射状に

出土 したことから屋根材 と考えられる。 しかし、遺存状況が悪い部分が多いために屋根材 とし

て原型をとどめるものはない。この住居跡 も遺構確認面からの掘込みは浅いため削平により住

一-18-―
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第15図  SA5実 測 図

居跡の短辺側が検出できなかった。辛うじて下端の推定ラインが検出で きたに留 まった。柱穴

は中央に 2個 、壁際に 1個確認された。中央に浅いスリバチ状の土坑が認められた。中から焼

土は確認されなかった。住居跡内の外の部分からも焼土は確認できなかった。

SA6出 土遺物 (第 12図 38・ 42)

SA6か らの出土遺物はきわめて少ないがその中に瀬戸内系の遺物がある。38がそれである

が、ツボの胴部片 と考えられる。その小さな破片の外面には在地系の土器には見 られないキザ

ミメが見られる。42は 凝灰質頁岩の砥石である。偏平な剥片を素材としてお り、側面 も使用に

より摩滅 している。

SA7(第 18図 )

調査区の北の端に位置する。調査区の中で最 も丸谷川に近 く、その北側部分は丸谷川に崩落

していると考えられる。残存部分を見ると平面プランはいびつな方形で小 さな間仕切 りを 2個

有 している。柱穴は中央に 4個確認された。壁際には 1個確認された。住居跡内に攪乱が切っ

ている。遺構確認面からの深さが浅 く、出土遺物は少ない。

SA7出 土遺物 (第 13図 36・ 39。 43・ 44)

36は カメの胴部である。胴部の張 りの弱い薄手のカメである。外面は丁寧に磨かれてお り、

顔料を塗布 したような仕上げになっている。内面は指押さえの痕が多 くみられるが、上部には

ハケメも見 られる。39は小型の高杯の脚部である。外面にはハケメが見 られる。43は 砂岩の砥

―-19-一
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第16図  SA6炭 化材出土状況実測図
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第18図  SA7実 測 図

石である。長楕円形の砂岩の転礫を使用 していたが、使用中に何 らかの要因によって切損 した

ものと考えられる。44は凝灰質頁岩の剥片である。磨製石鏃の素材剥片である。

SLl出 土遺物 (第 19図 )

45は 中型のカメである。胴部にキザ ミメを持つ。キザ ミはヘラ状工具の押圧により施 されて

いる。日唇部中央がわずかに窪む。調整は丁寧で外面上部はナデ、下部はハケメが見 られる。

46は 中型のカメである。胴部にキザ ミメを持つ。キザ ミはヘラ状工具の押圧 により施 されてい

る。器壁はやや風化気味であるが、内 。タト面はナデにより調整されている。47は カメの胴部で

ある。貼 り付け突帯を有 し、突帯の中央部がわずかに窪む。器壁は丁寧にナデが施されている。

48・ 49は カメの底部である。48は 上げ底で外面に4～ 6mm幅 の工具痕が見 られる。49は わず

かに上げ底である。50は ツボの口縁部である。頸部に貼 り付け突帯を有する。頸部内面にヘラ

ケズリの痕が見 られる。外面は丁寧にナデて仕上げられている。51は 大型のハチである。器高

に対 して口径が非常に大 きい。内面にススが付着 している。

SL2(第 7図 )

調査区の中央部D-3グ リッド付近に位置 し、SAlに 切 られている。周構内に柱穴を 4個

持つが、本遺跡では中世の柱穴 も確認されているためこの周溝状遺構に伴 うものか どうかは調

-21-



査時には確証が掴めなかった。しかし、この周溝状遺構が南北方向の棟の上屋 を持つ可能性 も

否定できない。

SL3(第 20図 )

調査区中央部北より部分に位置 し、SA-1に 隣接 している。周構内に柱穴を 2個持 ち、東

西方向の棟の上屋 を持つ可能性が考えられる。周溝の北側から東倶1に かけての部分は乾燥する

と崩れ易い土質のため崩壊 したものと考えられる。

SL3出 土遺物 (第 21図 )

52は 口唇部が角張って、その中央部がやや窪む。外面にはススが付着 している。胴部外面に

は下半部を中心 としてハケメが見 られる。53は平底で作 りが比較的粗雑なカメである。 52と 比

較 して型式が違う土器であるが、それが時期差であるのか単に精製、粗製の問題であるのかは

現時点では不明である。54は 52と 同じタイプのカメである。55は 53に 似たタイプの比較的作 り

の粗い土器である。胎上に大 きな砂粒を多 く含む。56は外面に線刻が見 られる。 2本の横方向

SLl出 土遺物実測図
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0          1m

第20図  SL3実 演1図

の直線に上下に毛羽状に線が描 き加えられている。57は カメの胴部片で高い貼 り付け突帯 を有

する。58は カメの胴部下半部である。外面にハケメが顕著に見られる。59は ツボの胴部上半で

ある。上部に 3本の貼 り付け突帯がまわる。60は 短頸ツボの胴部である。胴部中央部の張 りが
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第21図 SL3出 土遺物実測図

強い薄手のツボである。61は胴部が算盤玉状に張った長頸ツボの胴部である。上部と中央部に

低い突帯が巡る。在地系の土器には見られない特徴を持っており、瀬戸内系土器の匂いのする

土器である。

遺物包含層出土遺物 (第 22図 )

62は 口縁部から頸部にかけて線刻が施されている。線刻は3個施されており、 1個 は口唇部

＼輻

61

1 0cm

59

蒻
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第23図 遺物包含層出土遺物実測図 (2)
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第24図 遺物包含層出土遺物実測図 (3)

から頸部にかけて半長楕円形を描いている。長楕円形の右側の線上に直径約1.5cmの 円がかかっ

ている。その右側には日唇部から頸部にかけて斜め方向に線刻が入る。胴部外面上部にはスス

が付着 しているものの丁寧な調製が残っているが、胴部下半部は火にあたつたためか風化が激

しい。器形はきわめていびつである。63は カメであるが、底部は上げ底状で外側にややつまみ

出されている。口縁端部はやや丸みを持つ。64は 63よ りも上げ底で底部のつまみ出 しも大 きく

なっている。国縁部の仕上げも丸みを持ったものになっており、63よ りも新 しい様相がみ られ

る。65は 胴部の上部が一部欠損 して残っておらず、歪みが激 しく図上で復元できなかった。や

や上げ底で底部のつまみ出しもあまり顕著ではない。66・ 67・ 68は カメの口縁部である。68は

第13図 31と 同じタイプのカメであると考えられる。都城地方の弥生時代後期に特徴的なカメで

ある。69は 本遺跡出土土器のなかでは大型のカメである。日唇部外面は丸 く仕上げられている。

頸部のくびれも胴部の張 りも弱い。70。 71も カメの口縁部から胴部にかけての部分である。 ど

ちらも69同様頸部の くびれも胴部の張 りも弱い。72。 73は 胴部上部にキザ ミメ突帯を有する。

キザ ミはヘラ状工具の押圧による。74は小型のカメの底部である。 75も カメの底部であるが、

わずかに底部の端をつまみ出して上げ底風にしている。76は 頸部から口縁部 を欠いたツボであ

る。頸部内面には指押さえが見られ、胴部外面にはヘラ磨 きが見 られる。胴部の張 りは弱い。

77は小型のツボである。薄手で口唇部が丸みを帯びている。78は ツボの口縁部である。日唇部

は四角 く仕上げられている。頸部が締まり口縁部が朝顔状に開いているタイプのものであ り、

口縁部が屈曲していて開く角度が大 きい。79は厚手で大型のツボの回縁部である。日縁部は長

く屈曲が弱い。80は ツボの口縁部の内面に直径約1.2c血の浮文を持つ。81は 薄手ではあるが79と

同タイプのツボの頸部である。日唇部は四角 く仕上げられてお り調整は丁寧なナデである。82

は二重口縁のツボの頸部から口縁部である。日縁部に櫛描 き波状文を有する。頸部外面下部 と

内面にハケメが見られる。口縁下端部が四角 く調整されている。83も 82同 様に二重口縁のツボ

の口縁部から頸部である。日縁部に櫛描 き波状文を有する。83と 異なる点は口縁下端部が四角

く調整されておらず、日縁部 と頸部の断面がなめらかな三角形状を呈する。84は 長頸 ツボの頸

部から口縁部である。口唇部は四角 く調整されている。85長頸 ツボの頸部から口縁部である。

日唇部は丸 く調整されている。86・ 87は 頸部に突帯を巡らし、その最下位 に曲玉状の浮文 を貼

‐ ０４
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口
引
請

種別 器種
出土

地点

法量 (clll) 調 整 色 調
土 備  考

ヨ径 氏径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

1 弥 生 士亜 SAl の向
デ

続

州

ナ

斜

ハ

ナデ

斜・縦方向の
ハケロ

淡黄
(2.5Y8/4)

淡黄
(25Y8/3)

4ミ リ大の淡橙色粒、2ミ リ以下の

黒・灰・褐・赤褐色の砂粒を含む。
櫛描波状文
二重日縁

2 は
導
獅

甕 SAl ナ デ 横
ガ・縦わ

斜
方

蛾 (10YR 8/6)

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

浅黄橙
(10YR 8/41

灰 僻 5/1)

4ミ リ以下の暗褐・黒 。灰色の砂粒、
2ミ リ大の透明光沢粒を含む。

成川式か

内面に一部黒
斑

3 一亜 SAl
ナデ
ー部、縦・斜方
向の工具痕あり

縦・横方向の
ナデ、指押え

にぶい黄橙
(10YR
7/48/4)

競澄(ЮYR 8/4)

にぶい場tⅣ R5/1)

蔚lyl{15YR 3/4)

4ミ リ大の褐色粒、3ミ リ以下の暗褐・赤
褐・灰色の砂粒を多量に含む。2ミ リ以下
の透明・半透明・黒の光沢粒を含む。

4 鉢 SAl
斜・縦・横方向の
ハケロ、一部ナ
デ

ナデ、ハケロ
ミガキ

鼓橙
[OYR 8/41

賦 IⅣ 8/38/4)

蠅 l10YR 8/41

単揚10Y3/1)

4ミ リ以下の褐・赤褐・灰・黒色の砂
粒、1～ 3ミ リの透明光沢粒 を含む。

内面に一部黒斑
外面に部分的に
スス付着

5 鉢 SAl
横ナデ
やや斜方向の
ハケロか

横ナデ 翡ｍ̈
黄橙
(10YR 8/6
75YR 7/81

4ミ リ大の乳白色、3ミ リ大の赤褐色の粒2ミ

リ以下の灰白・黒・褐の微砂粒、1ミ リ以下の

徴細な黒・透明の光沢粒を多量に含む。

全体的に
風化気味

6 鉢 SAl ナデ、ハケロ
ミガキ

ナデ
ハケロ

淡橙
じ5Y8/鋤
掲(10YR 4/4

淡黄
(25Y8/3)
掲(10YR 4/6

4ミ リ大の灰色粒、2ミ

黒・灰色の砂粒、黒・

光沢粒 を含む。

・
明

褐
透

の
半

以
明

り
透 獅

師
物

二部スス
ー部炭化

7 鉢 SAl
横ナデ

縦方向の
ハケロ

横ナデ

横・斜方向の
ハケロ 中̈̈

浅黄橙
(10YR 8/3)

3ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒、1ミ リ以
下の黒い透明の光沢粒を含む。

8 鉢 SAl ナ デ ナ デ
燈に5YR 7/0
黄橙
175YR 7/8)

にぶい黄燈
(10YR 7/′4)

2ミ リ以下の褐・黒・半透明の砂粒を含む。
1ミ リ以下の徴砂粒が多い。

風化の為、
調整不明瞭

甕 SA2 15.6

ナデ
斜・縦方向の
ハケ日

斜・横方向の
ナデ

にぶい黄橙(10b

R7/3)に ぶし
橙に5YR 7/0

淡橙6YR8/41
にぶい橙
仏5YR 7/0

4ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒を多 く含
む。05～ 2ミ リ大の透明・半透明・黒色の

光沢粒を含む。

甕 SA2 4.05 ナ デ ナ デ
燈
(75YR 7/0

橙
(7.5YR 7/6)

2ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒を多 く
含む。1ミ リ以下の黒・透明の光沢粒を
含む。

甕 SA2 14.& l.“

口縁底部…ナデ
胴部…斜・縦方
向のヘラケズリ

ナ デ

證
(25YR 7/6
5YR 7/6)

浅黄橙
にⅣR8/0

橙 (YR7/61

5ミ リ以下の褐色、3ミ リ以下の灰白・赤
褐・黒色の砂粒、2ミ リ以下の黒・透明の

光沢粒を含む。
底部に黒斑

甕 SA2
縦・横方向の
ナデ

佃U剰にあり)

横ナデ
橙
(5YR 7/8
6/8、 6/6)

橙 15YR 6/61
にぶい橙
伍ⅣR6/41

2ミ リ以下の乳白・灰・黒・褐色の砂粒、
黒・透明の光沢粒を含む。

讐亜 SA2
横ナデ

縦方向の
ミガキ

横ナデ
燈
(7.5YR
7/6、 6/6)

橙
(7.5YR 7/6)

3ミ リ以下の褐・灰色・半透明の砂粒を含
む。

櫛描波状文
二重口縁
外面に顔料塗付か

一霊 SA2 横ナデ 横ナデ t叢橙
(75YR 8ノ /6)

浅黄橙
(10YR 3/0

褐灰00YR 4/11

4ミ リ以下の褐・灰・黒色の砂粒を多 く含
む。2ミ リ以下の透明光沢粒を含む。

日鉱 郵 に淵 か
二重|]縁

内面に黒変

士亜 SA2 やや斜方向の
ナデ

指押え、
指ナデ 例Ｍ

灘ｍ曲

にぶい橙
に5YR 7/41

歴に,rR 7/61

2ミ リ以下の暗褐・褐色の砂粒、15ミ リ
以下の透明・半透明・黒色の光沢粒を含
む。

亜 SA2 斜・横方向の
ナデ

斜・横方向に
ナデ

指押え、指ナデ

浅黄橙
(75YR 8/4)

献 橙
(75YR 8/4
10YR 8/′ 3)

3ミ リ以下の褐・赤褐・黒・灰色・半透明の

砂粒を含む。

十亜 SA2 縦・横方向の
ナデ

蹟ナデ
浅黄橙(75YF
8/4)灰 白
(75YR 8/2)

天白
95Y8/21

3ミ リ以下の黒・灰・赤褐色・半透明の

砂粒、1ミ リ以下の透明光沢粒を含む。

高杯 SA2 ナデ

指押え
祥・横方向の
ミガキ

浅黄橙
(75YR 8/4)

登
(5YR 7/6
7.5YR 7/6)

3ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒、3ミ リ以
下の黒・透明の光沢粒を含む。

高杯 SA2
ナデ

斜方向の
ハケ日か

ナ デ

浅黄橙 (75ヽ

R8/6)黄 堰
(7.5YR 7/8)

登15YR 7/81
讐橙
(10YR 8/61

2ミ リ以下の灰・黒・褐色・半透明の砂粒を
含む。

風化気味

高不 SA2 ナデ、下部は

T寧なナデ

サザ lFE・ ナデか)

下部は丁寧な
ナデ

黄橙
(10YR 8/0

支黄橙
(10YR 8/0
登15YR 7/81

3ミ リ以下の灰・褐色の砂粒を含む。 穿孔

鉢 SA2 9.35
目縁部…ナ列胴
・底部…繊方向
のヘラケズリ

ナ デ

緩 15YR 7/81蘭

駐15YR8/410Ⅵ
1/4)欄反00YR 4/1

浅輔
(7.5YR 8/6

8/4)

6ミ リ大の黒色粒、3ミ リ以下の褐・黒・灰
色の砂粒を含む。

鉢 SA2 9.65 ナ デ
斜・横方向の
ハケロ ¨̈̈

曳黄橙
75YR 8/3)
場灰(10YR 4/1

5ミ リ大の黄橙の粒、3ミ リ以下の褐・灰・

黒色の砂粒、2ミ リ以下の透明・半透明・

黒色の光沢粒を含む。

|へ 面下部に黒
斑

鉢 SA2
えヽ

デ
押

ナ
指

ナデ
ー瀾脚 えか

にぶし坊褐
け R5/4)
熙 15YR 4/21

にぶい橙
15YR e/4)

3ミ リ以下の乳白・黒・赤褐・灰色の砂
粒、1.5ミ リ以下の透明・黒色の光沢粒を
含む。

弥生
後期

甕 SA3 ナ デ ナ デ

明褐15YRし /0

1コ出1褐

(75YR rO/1)

燈
(5YR 6/6)

2ミ リ以下の金・黒色の光沢粒、1ミ リ以
下の乳白・褐色の徴細な砂粒を含む。

貼付突帯

甕 SA4 ナ デ ナ デ
橙
(7.5YR 7/6

橙に5YR 7/61

黄褐
(10YRし0

2ミ リ以下の褐・乳白色の砂粒を含む。 1

ミリ以下の微細な黒色・透明の光沢粒が

多い。

世Ｔ
ス

突

ス

日
に

み
面
着

刻
外
付

第 1表 出土土器観察瓢 1)
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第 2表 出土土器観察表 (2)

口
げ
翻

種別 器種
出土

地点

法量 (clll) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

弥 生 甕 SA4 ナ デ ナ デ

舗
(10YR〔痢

褐にⅣR4/31

にぶい赤褐
6YR4/4)
開閥lDYR 3/31

3ミ リ以下の橙・乳白色の砂粒 を少 し
2ミ リ以下の黒い透明。半透明の砂粒
を多 く含む。

貼付突帯
外面にスス

付着

甕 SA4 ナ デ
ナデ
ハケロ

橙
(7.5YR 7/6)

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

3ミ リ以下の褐・黒・孝L白 色の砂粒 を

含む。微細な砂粒が多 く、透明・黒色
の光沢粒を少 し含む。

る
帯

よ
突

に
日

圧
み

押
刻

甕 SA5
口縁部…横ナデ

胴部…縦方向の
ハケロ

1縁部.,,横 方向のハケ
1のあと横ナデ
阿薔..`ll方 向のハケロ

にぶい褐
(75YR 5//4)

にハ澄にⅣR
6/41 にぶい褐
175YR5/4)

3ミ リ以下の赤褐・黒・淡橙・乳白色の砂粒
を含む。

甕 SA7
横ナデ
斜方向の
ハケEI

ナ デ

浅黄橙
00YR 8bl
灰褐15YR 4/8

橙にⅣR7/61
灘iは 5Y8/31

3ミ リ以下の赤褐・灰・黒色の砂粒 、
2ミ リ以下の透明・半透明・黒色の光
沢粒 を含む。

外面一部に
スス付着
貼付突帯

甕 SA5 ナデ
指押え

ナデ

指押え

魔
(75YR
7/6・ 6/C

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

黒褐(10YR3/1)

4～ 5ミ リ大の褐色粒、3ミ リ以下の黒・灰・褐
色の砂粒を多量に含む。

外面に炭化物
付着
内面に黒変

甕 SA7
ミガキ

顔料 を塗 っ
た跡か

ナデ

指押えが多数
顕著に見られる

脚螂例
醐ｍｍ

灰白

91.プ②
3ミ リ以下の灰・淡橙・褐色の砂粒 を

少 し含む。

器台 SA5
工具による

縦方向の
ナデ

ナ デ
橙
15YR 7/61 例膨

雄ｍ融

3ミ リ以下の褐色の砂粒が多い。7ミ

リ大の灰白粒、 1ミ リ以下の微細 な

灰・黒色・半透明の砂粒を含む。
風化気味

高杯 SA6 ナ デ
やや斜方向の
ナデ

橙
175YR 6/61 否誰 5/幼

2ミ リ以下の乳白色の粒を少し含む。
外面に斜方向
のヘラ状工具
による刻み

高杯 SA7
縦方向のハケロ之
とナスー部・[暇

によるヨコナデ

ナデ

指押え
浅黄橙
(75YR 8/4)

浅黄橙

絆:¥景 :究}

2ミ リ以下の灰褐・赤褐色の砂粒を含む。
1ミ リ以下の徹細な灰・黒色の砂粒を多
く含む。

甕 SLl
横方向の
ハケロ
横ナデ

斜・横方向のハ

ケ日、ナデ

(一部縦方向)

にハ澄
僻 R7/3
販 15YR 5/1)

にぶい橙
(5YR 7/4)

2ミ リ大の褐色粒、15ミ リ以下の微細な

灰・橙・乳白色の砂粒、黒色の光沢粒を

含む。

刻み目突帯
外面に黒斑

腱帳御
甕 SLl 丁寧なナデ 丁寧なナデ L鈷ル→橙

(75YR 7/6)

2ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒、透明
・黒色の光沢粒 を含む。微細 な砂粒、
光沢粒 を多 く含む。

刻み目突帯
外面に一部スス

付着、風化気味

弥 生 甕 SLl
斜・縦・横方向の
ナデ
(-1計[[顛力う

デ

デ
ナ

ナ
横 湯鵠 5/0

赤橙
(10R6/6)

2ミ リ以下の金色光沢粒、乳白色、半透
明の砂粒、徴細な乳白色の砂粒を含む。

貼付突帯
外面にスス付着
内面に黒変

甕 SLl
横ナデのあとヘラ
ケズリ、一部斜
方向のハケロか

る

ナ

よ

の

に
向

具

方

か

工
斜

デ

にぶい黄褐
(10YR
5/3、 4/3)

黒褐
(25Y3/1)

2ミ リ以下の黒・褐・乳白色・半透明の砂粒
を含む。

内面に炭化物
付着

甕 SLl 縦・横 方 向
のナデ

斜方向の
ナデ

に熱澄に5YI

朧R鴨 糀RグD
2ミ リ以下の灰白・灰・褐色・半透明の砂粒
を含む。

外面、
風化気味
内面に黒斑

一笠 SLl 黄ナデ
横ナデ
ヘラミガキ 鵬 8/4)

麟
(10YR 8/31

3ミ リ以下の灰色の砂粒、1.5ミ リ以下の

黒・褐色の砂粒、微細な光沢粒を含む。
貼付突帯

鉢 SLl
貯 デ、斜方向
のハケロ、横・斜
方向のミガキ

黄ナス 斜横方
旬のハケロ、縦・

廣方向のミガキｍ̈̈
献 橙00YR 8/4
にぶい橙
(75YR 6/4)

5ミ リ大の灰白色粒、2ミ リ以下の褐・黒・

灰色・半透明の砂粒、黒色光沢粒を含む。

外面に黒変、ス
ス付着。内面に

炭化物伺着

甕 SL3
横ナデ、斜・

縦方向の
ハケロ

斜

の向ヽけ・横方ノ、ヶロ
鵬いYR確 )

にルヽ黄最00YR 7/1

灰黄揚(10YR 5/21

にぶし場0.5YF
5/4) 黒花
に5YR 3/1)

1～ 2ミ リ大の透明・半透明光沢粒を多
く含む。2ミ リ以下の黒色光沢粒、褐・黒
・灰白色の砂粒を含む。

外面にスス付灌
内面底部付近に
,大きイヒ‖惨″構

甕 SL3 23.8
斜・横加 ナデ
ハケロのあとミ
ガキカ、指押え

斜・横方向の
ナデ
指押え

こぶい黄橙tOYR 7/1

こぶい橙6YR 7/4)

脈6YR И) ¨̈ｍ
3ミ リ以下の暗褐・黒・灰色の砂粒、2ミ リ
以下の透明・半透明光沢粒を含む。

外面に黒変カ

甕
Ｌ

Ｌ

横ナデ、
斜・横 方 向
のハケロ

向方ヽ
目

ガ
・横
ノ、ヶ

横
斜

の

:麺節橙
(10YR 8/3)

灘 00YR 8/3
にふ彎奇橙
l10YR ι/9

L5ミ リ以下の半透明光沢粒等を少量含
む。

外面にスス付
着

甕 SL3 ナデ
横ナデ

ナ デ

舶 12.資 めノ②

静RИ )

浅黄橙
(10Y8/3)

4ミ リ以下の褐・灰・黒色の砂粒、2ミ リ以
下の透明光沢粒を含む。

外面に炭化物付
着修面にも■帥

甕 SL3 ナ デ 黄ナデ
にぶい橙
(10YR 6/41
i鍍仏Ⅳ7/→

にぶい黄橙
(10YR 6/4)

4ミ リ以下の灰白・灰・黒色の砂粒を含む。
外面に木の葉痕
炭化物付着

甕 SL 横ナデ ナ デ
にぶい橙
(75YR 6/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

2ミ リ以下の灰白・褐・黒色・半透明の砂粒
を多く含む。

貼付突帯
外面にスス付着

甕 SL3 縦方向の
ハケ日

ナ デ
にぶい黄橙
(10YR 7/3)

灰黄褐
(10YR 4/2.
5/2・ 6/21

25ミ リ以下の灰白・褐・橙色粒、半透
明光沢粒、1.5ミ リ以下の黒色光沢粒を

含む。

外面にスス付着
内面に黒変か

一亜 SL3 ナ デ
ナデ
脂事Fえ

橙仏5YR 7/81

厳 橙
に5YR 8/61

浅黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の褐・灰白・灰・黒色の砂粒を多
く含む。1ミ リ以下の透明光沢粒を少 し

含む。
貼付突帯

議亜
Ｌ

Ｌ ナ デ ナ デ
炎黄
(25Y8/3)

天黄
(25Y7/2)

2ミ リ以下の黒・褐・赤褐色の砂粒を含む。
1ミ リ以下の微細な砂粒を多く含む。
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第 3表 出土土器観察表 (3)

口

引

辞
種別 器種

出土

地点

法量 (gll) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

一亜 SL3 横ナデ
ヘラミガキ

指押え、指ナデ
縦方向のハケロ

識澄けRИ
斌橙l10YR&4
著灰(N31)

火オリープ

15Y6/21

天黄125Y7/21

3ミ リ以下の赤褐・褐・灰・灰 白色の砂
粒 を含む。微細な砂粒が多い。

長頸壺、彩色か

貼付突帯、
外面に黒斑

弥 生 甕
横ナデ、
指押え、
丁寧なナデ

横ナデ

斜方向の
ハケロ

にぶい橙
(5YR7/4)

灰褐(5YRし 4)

にぶい橙
(75YR 7/・ l)

褐灰(7.5YR 4/11

4ミ リ以下の褐・黒・灰色の砂粒、3ミ

リ以下の透明・半透明の光沢粒 を含
む。

線刻、外面にス
ス付着、風化気
味、内面に黒変

甕
紺横方向のリ

ーデ

師 デ

斜

ナ

る

の

たヽ韓・横方向枷
にぶい黄橙
(10YR 7/3)

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

45ミ リ班Fの褐色粒、4ミ リ以下の乳自備 、35
ミリ以,喋・剛 、3ミ リ以i喋色光沢粒・

灰色粒、25ミ リ以下の半番帰樹職を舗 。

外面にスス付着
内面に黒斑

甕
[具 による斜方向
Dハケロ、縦・横方
旬のナスI押え

指ナデ、斜・

横方向のナデ

、翻 え

曳黄橙(10Y3
)/3)淡 赤堰
(25YR 7/4)

浅黄橙
(10YR 8/3)

褐灰(10YR 5/1

1～ 5ミ リの褐色の砂粒、3ミ リ以下の赤褐・

灰・乳白色の砂粒を多く含む。2ミ リ以下の

黒・透明の光沢粒を少し含む。

一部風化著しい

為、調整不明

甕
ナデ(横方向の工

具痕あり)、 斜方向
のハケロ、指ナデ

ナ デ
にぶい黄橙
(10YR 7/21

にぶい黄橙
(10YR 7/2)

5ミ リ以下の褐色粒、3ミ リ以下の黒色・透明
・半透明光沢粒、乳白色粒を含む。

内面に黒変

甕 黄ナデ 隣ナデ 刀紹
(25YR 5ノ /6)

明赤褐
(25YR 5/6)

3ミ リ以下の金色光沢粒 、25ミ リ以
下の赤色粒、2ミ リ以下の半透明粒・

乳白色粒を含む。
日唇部に凹線

甕 隣ナデ 横ナデ
淡黄像5Y8/41
饉 橙
00YR 8/→

／
昔
（Ｗ

淡

鬱
3ミ リ以下の褐・赤褐・乳白色の砂粒、2ミ

リ以下の透明・黒色の光沢粒を含む。
口唇部に凹線か

外面にスス付着

甕 横ナデ 横ナデ
黒褐け R2/1
明赤褐
15YR 5/61

こぷい赤褐
bYR 4/3)
単褐(5YR 2/1)

35ミ リ以下の褐色粒、25ミ リ以下の金
色光沢粒、1.5ミ リ以下の半透明粒を含
む。

甕
斜・横方向の
ナデ、
押 え

斜・横方向の
ナデ、
指押え

浅黄橙
(10YR8/4) ／齢

ＯＹＲ

4ミ リ以下の黒・褐色粒、3ミ リ以下の半
透明光沢粒、灰色粒、2ミ リ以下の黒色
光沢粒を含む。

甕
斜方向のナデ

(工具痕あり)

斜方向のナデ

指押え
淡黄
(2.5Y8/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/2

浅競 l10YR 3/4

4ミ リ以下の褐・灰・灰白色の砂粒を含
む。2ミ リ以下の黒色・透明の光沢粒を

少し含む。

甕
斜・横方向のヘ

ラ状工具による
ナデ

斜・横 方 向
のナデ

浅黄橙
(10YR 8/4)

獅獅痢

＜

　

Ｒ

厳痢＜‐ＯＹ
3ミ リ以下の褐・灰白・黒色の砂粒を含む。内面に黒斑

甕
隣ナデ
ナデ

横ナデ
橙
(5YR 6/6)

證
(7.5YR 6/6)

3ミ リ以下の灰褐・乳白・灰色の砂粒を多
く含む。黒色・透明・半透明の光沢粒を含
む。

刻み目突帯

甕
横ナデ

斜・縦・横方
向のハケロ

隣ナデ、 斜・

横方向のハケ
日、ナデ

にぶい橙
(7.5YR7/4)

にぶい黄燈(10ゝ

R7/3)灰デ
褐(10YR 6/の

2.5ミ リ以下の赤褐色粒、1ミ リ以下の半
透明・黒色等光沢粒、褐色粒を含む。

刻み目突帯

甕 ナ デ ナ デ

にぶい橙(7い

R7/4)黒 夜
(lllYRみ /1)

にぶい橙
(75YR 6/4)

25ミ リ以下の褐色粒・半透明光沢粒、
1ミ リ以下の灰色粒、黒色光沢粒を含む。 "表

漕部に難
鉢の可能性あり

甕
ナデ (部分的
に工具痕か)

押 え

ナデ
指押え

天自
に5YR 8/21

黒褐
(2.5Y3/1)

4ミ リ以下の褐・黒色粒、2ミ リ以下の透
明・半透明等光沢粒・乳白色粒を含む。

内面に黒変

弥 生 一亜

斜・縦方向の工

具によるヘラミ
ガキ、ナデ

科方向のナデ
膝押え 鶴珈例

剛開‘７．５ＹＲ
仄白
(75YR 8/包 )

1～ 4ミ リ大の赤褐色の砂粒、3ミ リ以下
の灰・褐色の砂粒、黒色・透明・半透明の

光沢粒を含む。

外面に黒変
風化気味

一笠
口縁部・・・ナデ

胴部…不明 えヽ

デ
押

ナ
指

登
(5YR 7/8)

灰褐
に5YR 6/2

5ミ リ以下の褐色粒、2ミ リ以下の乳白色
粒、黒色光沢粒、1.5ミ リ以下の半透明
光沢粒を多量に含む。

外面は風化の

為、調整不明

縦・横方向
のナデ
ナデ

斜・横方向の
ナデ、
指押え

鹸 橙
(10YR 8ノ /4)

浅黄橙(10YR 8

/4)に ぶい黄
橙00YR 7/D

4ミ リ以下の褐・黒・灰・灰白色の砂粒
を含む。

一笠
横ナデ
ナデ ナ デ

浅黄橙(10YR〔

/41 にぶい黄
橙(10YR 7/0

浅黄橙
(10YR 8/4)

試

む
。

む
。

り以下の褐・黒・灰色の砂粒を多 く含
2ミ リ以下の黒色・透明の光沢粒を合

一亜 横ナデ
民化の為、
調整不明

橙
(7.5YR 7/6)

橙
(7.5YR 7/6)

2ミ リ以下の微細な褐・乳白・灰色の砂粒、
黒・透明・半透明の光沢粒を多く含む。

円形浮文

一亜 後の
ヽ
ロ

キ

デ

ヶ

ガ

ナ

ハ
ミ
ヽ

諄方向のナデ
ミガキ

燈(75YR
7/6、 6/6) 閉Ｍ

聯鰤翻
3ミ リ以下の灰・褐色の砂粒、2ミ リ以下
の黒・半透明の光沢粒を含む。

一笠
横ナデ
斜・縦 方 向
のハケロ

ナデ、横ナデ、
斜方向の
ハケロ

淡黄
(25Y
8/4、 8る)

淡黄
(2.5Y
8/4、 8/31

4ミ リ以下の褐・灰・黒・赤褐色の砂粒
を含む。

櫛描波状文
二重口縁

一亜

横ナデ、ナデ

斜方向の
ハケロ

黄ナデ 浅黄橙
(75YR 3/3)

浅黄橙
(10YR 8/′3)

1～ 4ミ リ大の褐色粒、3ミ リ以下の褐・

黒色の砂粒、1ミ リ大の黒・透明の光沢粒
を含む。

櫛描波状文
二重日縁

一亜

横ナデ、ナデ

縦方向の
ハケロ

デナ

デ

横

ナ
浅黄橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の灰褐・褐・黒色の砂粒、透明
の光沢粒、1ミ リ大の黒色光沢粒を含む。

長頸壷

一亜
横ナデ

縦方向の
ハケロ

ナ デ

にぶい黄橙(10Y

R7/4)1こ ぶい
橙(7.5YR7/4)

渋黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の灰褐・褐・黒色の砂粒、2ミ リ
以下の透明・黒色光沢粒を含む。

長頸壷

―-30-一



第 4表 出土土器観察表 (4)

イ
引
請

種別 器種
土

点

出

地

法量 (m) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外 面 内  面

弥 生 一霊 丁寧な横ナデ
縦方向の指
ナデ

魔
に5YR 6/61

橙
に5YR 6/81

05～ 6ミ リ大の乳白色粒、2ミ リ以下
の赤褐色粒、3ミ リ大の黒色光沢粒
を含む。

職 帯、貼付権
円浮文の上にヘラ

状L瓢こよる押圧

一亜

廣ナデ、丁寧な

横ナデ、一部ヘ

ラミガキ

縦方向の指
ナデ

置
に5YR 7/61

に和満
175YR r。/31

3ミ リ以下の乳 白色・半透明の砂粒 、

微細な光沢粒を含む。

臓 帯、貼付楕
円浮文の上にヘラ

状工熙こよる押圧

一亜 蹟ナデ 横ナデ
橙
175YRし/0

橙
に
'rR 7ん

4ミ リ大の灰白粒、05～ 4ミ リ大の乳白色

粒、2ミ リ以下の赤褐色粒、透明光沢粒
を含む。

貼付突帯

織霊 横ナデ
掏

‐
ス 指りず、

斜方向のヘラ状
]課J―デ

橙
にⅣRe/⑥

橙
にⅣR7/61

05～ 4ミ リ大の乳白色粒、 15～ 4

り大の褐色粒、微細な砂粒を含む。
貼付突帯

一亜
横ナデ
ナデ

横ナデ
橙
に

'′

R7/6
ⅣR7/61

麟
17Ⅳ R 8/4)

4ミ リ以下の灰・褐色の砂粒、2ミ リ以下の黒

色の砂粒、2ミ リ大の透明光沢粒を含む。
穿孔

1 一亜 ナ デ ナ デ
浅黄橙
ほFrR、′ヽ

黄灰
(2.5Y6/1)

4ミ リ以下の赤褐色粒、3ミ リ以下の

灰色粒、2ミ リ以下の透明・黒色等

光沢粒、乳白色粒 を含む。
風化気味

十亜
ナデの上
一部ハケロ

ナ デ
にル蠅
(10YR 6/31

浅黄橙
(10YR 8/3)

5.5ミ リ以下の褐色、3ミ リ以下の乳白・

黒色の粒、2.5ミ リ以下の半透明・黒色等

光沢粒を含む。

底部にヘラ

記号

十亜
ハケロ
ナデ

ナ デ
に熱蠅
(10YR 7ハ

Ｍ
Ｍ

触
鰤
廠

5ミ リ以下の褐色粒、4ミ リ以下の灰色

粒、3ミ リ以下の乳白色粒、黒色光沢粒

を含む。

内面に黒斑

士霊
ハケロ
ナデ

ハケFI

ナデ
韻 橙
(10YR 8/3)

灰白
175YR 8/2

5ミ リ以下の褐灰色粒、3ミ リ以下の赤褐

色粒、半透明・透明光沢粒を含む。

高不 横ナデ 隣ナデ
灘
に
'rR 8/41

浅黄橙
(10YR 8/4)

5ミ リ大の灰色粒を、4ミ リ以下の灰・褐・

黒色の砂粒、2ミ リ以下の透明・黒色の砂

粒を含む。

内面に黒変

鉢
ナデ
横ナデ

ミガキ
浅黄橙

り眺協)

出Ｍ酬

ＹＲ

‐‐０

‐ＯＹ

帥
雛
酬

2ミ リ以下の褐・赤褐・灰・黒色の砂粒、
1ミ リ以下の透明・黒色光沢粒を含む。微

細な砂粒が多い。

一部風化著 し
い為、F13整 不
明

鉢 横ナデ 横ナデ B5YR7/0
浅黄橙
(10YR 8/3
8/4)

4ミ リ以下の灰・褐色の砂粒、2ミ リ以下
の乳白・灰白色の砂粒、透明・黒色光沢粒
を含む。

風化気味

鉢
ナデ
指押え

ナデ
ヘラケズリか

浅黄橙(75YR

l絆R助♂
い飩麟囲＜７．５Ｙ

0.5～ 4ミ リ大の褐・灰・黒色の砂粒を多 く

含む。2ミ リ以下の透明・半透明・黒色光

沢粒を含む。

脚付 き鉢
内面に黒変
風化気味

鉢 ナ デ
ナデ

指押え 惨為8/→ 溶為8/め
3ミ リ以下の褐・灰・黒・乳白色の砂粒
を含む。

外面一部褐色
に変色

100 器台
縦方向の
ハケロ

ナ デ 殉膨
脚田順

盟訛 6/0

2ミ リ以下の灰・褐色の砂粒、1ミ リ以下

の微細な光沢粒を含む。徴細な砂粒が

多い。

三条の浅 く細
い沈線

彙霊 デ
デ
ナ

ナ
横

ナ デ
橙
(7.5YR 7/6 3.5YR 7/6)

3ミ リ大の白い鉱物粒、2ミ リ以下の褐色
・半透明の砂粒を含む。

丹塗 り

第 5表  土 器 片 加 工 円 盤 計 測 表

口
嗜
請

種別
土

区

出

地

緩

(all)

櫛

(cm)

謗 重量

(夕 )

調 整 色 調
土 備  考

外 面 内 面 外 面 内 面

弥 生
風化 の為 、
調整不明

ナ デ 霧5YR 7/0 署識 7ん

3ミ リ以下の橙色粒、25ミ リ以下の灰色粒、
2ミ リ以下の黒・乳白色泄、1.5ミ リ以下の黒

色・半透り]・ 透明光沢粒等を多量に含む。
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イアウト
番号

出土
地点

器 種
最大長
(cm)

最大幅
(clll)

最大厚
(clll)

量
＞

重
＜

石 材 備 考

SAl 砥 石 22.1 13.9 4.35 2220.0 砂 円石

SAl
SA6 石 包 丁 43.3 凝灰質頁岩

SAl 石 鏃 1.95 凝灰質頁岩

SA2 砥 石 18.3 1290.0 砂 【石

SA2 石 鏃 凝灰質頁岩

SA3 ヨ
率 片 0.35 凝灰質頁岩 石鏃の素材剥片

SA4 景1 片 凝灰質買岩

SA6 砥 石 10.0 91.0 凝灰質頁岩

SA7 砥 石 12.75 4.29 413.5 砂 ］石

SA7 ユ
率 片 2.35 0.15 凝灰質頁岩 石鏃の素材景1片

砥 石 11.0 277.9 砂 ］石

紡 錘 車 2.85 凝灰質頁岩

石包丁片 凝灰質頁岩

第 6表  遺 跡 出 土 石 器 観 察 表

第 7表  竪 穴 住 居 観 察 表

遺構
番号

平 面 形 棟 方 位
規 模 (cm) 床面積

(ピ )

柱穴数
柱穴状態 (cm)

備 考
長 軸 短 軸 深 さ 平均径 平均深

SAl 方 形 N36° E 13.7 23.3 42^-52 28.7

SA2 円 形 N66° E 40.3 36⌒-43 22.5 突出壁を持つ

SA3 不定形 N84°  W 577 13.3 23.7 29^-35 16.8
突出壁ベッド

状遺構を持つ

SA4 方 形 N82°  W 600 16.1 29.0 24⌒-31 12.6

SA5 不定形 N87°  W 775 52.9 5 38-56 47.9
ベッド状遺構を

持つ

SA6 N19° E 13.3 15.1 31^-36 29.8
青1平により、平面形
未確認炭化材出土

SA7 不定形 N84° E 24.3 5 30-V38 26.2 削平により、
平面形未確認
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り付けている。大分県に多くみられる土器で安国寺式と呼ばれるものである。88。 89は 胴部に

貼 り付け突帯を巡らすカメの胴部である。88は 2条、89は 3条の突帯が見られるが、それぞれ

これ以上の突帯が巡つていた可能性も否定できない。90は 頸部に穿孔のある小型のツボである。

この穿孔は焼成前に開けられたものと考えられる。91は 本遺跡では大型のツボの底部である。

平底で厚みがある。92は小型のツボの底部である。底部外面にヘラ状工具により十字に線刻が

施されている。線刻は勢いのある線で描かれており、胴部下部にまで延びている。93は ツボの

底部である。外面にFEl隔の広いハケメが見られる。94は ツボの底部である。平底であるが底部

外面はやや外側に丸みを帯びているので、安定が悪かつたと考えられる。95は 高不の杯部であ

る。薄手で口唇部が四角く調整されている。96は 大型の鉢である。日唇部は四角 く調整されて

おり、日縁部は緩やかに外反する。胴部中央が屈曲するため外面に稜線を持つ。内面の稜線は

不明瞭である。97も 鉢である。こちらは日縁部が開く器形のため胴部の屈曲による稜線は内面

側に明瞭に見られる。98は 脚台付き鉢である。遺存状態が良かったため概報にも掲載 した資料

である。本遺跡では脚台付きの遺物はこの 1点だけである。日唇部は四角 く平坦に調整されて

いる。胴部の張りはあまり強くないが、脚台の脚部は比較的夕ヽ側に延びている。99は鉢である。

胴部の張りは弱く薄手で回縁部の調整が粗い。頸部の屈曲もわずかである。100は 器台である。

外面には全体的に縦方向のハケメが見られるが、下端部にはヘラ状工具による横方向の沈線が

3本見られる。101は小型のツボの口縁部である。日唇部は四角く平坦に調整されている。日唇

I 

Шσ∝ L

139.Om

第25図  SBl 実 測 図
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第26図 SB2実 測 図

部と口縁部の内・外面に赤色顔料が塗布されている。102は 土器片を円盤状に加工したものであ

る。薄手の土器を素材としており用途は不明である。103は 砂岩の砥石である。表側は砥石とし

ての使用痕が明瞭であるが、裏側は敲石としての使用痕が見られる。104は 薄手の紡錘車と考え

られる。石材は凝灰質頁岩である。表 。裏両面に研磨時の擦痕が見られることから使用時も厚

さ約 5 mmで あったと考えられる。105は 石包丁である。最大長2.8cmし かなく、横長の形を呈す

る。石材は凝灰質頁岩である。表 。裏両面ともに節理が多く見られ、使用時の表面は上下両端

にわずかに残存するだけである。

第 8表 掘立柱建物観察表

構
号

遺
番 雛

側
方 向

桁  行 梁  行
方 位 床面積

柱 穴 状 態
備 考

実長 (clll) 柱間 (clll) 実長 (clll) 柱問(cm) 柱数 (個 ) pit径 (c ll) pit深 (clll)

SBl E～W 292 N77.5° W 26^-36 14--52 二面庇

SB2 S～ N N12° W 5 60^V86 16--66
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第27図 時期不明土坑実測図

第 5節 中世の遺構

中大五郎第 1遺跡では 2軒 の掘立柱建物が確認 されているが、いずれも完全な形ではない。

それに伴う遺物は無い。

SBl(第 25図 )

調査区の中央部E-3グ リッド付近に位置する。棟方向は東西で北と西側に庇を持つ。

SB2(第 26図 )

調査区の中央部南側に位置する。棟方向は南北である。柱穴の遺存状態が悪いため建物の規

模等が不明である。柱穴の平面形が方形であることや中大五郎第 2遺跡で掘立柱建物が検出さ

れていることなどから弥生時代の柱穴である可能性 も否定できない。

第 6節 時期不明の遺構 (第27図 )

中大五郎第 1遺跡では、 2基の時期不明土坑が検出された。この土坑は調査区中央部の遺構

の集中する場所に位置 しているが、遺構確認面から遺構の底までの深 さが浅 く、遺構内からの

出土遺物 も無かったので遺構の営まれた時期を決定することができなかった。
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第 7節  ま と め

中大五郎第 1遺跡は前記したとおり弥生時代を中心とする遺跡である。これより当遺跡から

出土した弥生土器について若千の考察を加える。

弥生土器はカメ 。ツボ 。高杯 。器台 。鉢が出土しており、このうち比較的個体数が有 り、器

形の分かるものの多いカメについてタイプ分けしたい。カメ以外の器種は出土数が少なく分類

の資料とならないためである。

タイプI:胴部に突帯が巡るもの。

a:突帯にキザミロを持つもの。

b:突帯にキザミロを持たないもの。

タイプⅡ:胴部に突帯が巡らないもの。

a:口唇部が四角く調整されており、その中央部がわずかに窪むもの。底部は

平底かやや上げ底になる。器形の成形及び器壁の調整が丁寧なものが多い。

bi口唇部が丸く仕上げられており、底部は上げ底になり、外方につまみ出さ

れる。器形の成形及び器壁の調整は粗雑なものが多い。

これらの遺物の時期設定であるが、石川悦雄氏(D、 吉本正典氏(aら の研究により弥生時代後期

に属するものと考えられる。タイプⅡbは タイプⅡaよ りも後出するものである。 したがって

大まかな時期を区切るとするとタイプⅡaは弥生時代後期前半、タイプⅡbは弥生時代後期後

半に比定できるであろう。

この結果から、各遺構の時期差について考えてみたい。SAlは第 8図 1・ 2を 見る限 りで

は後期後半の時期が比定されるだろう。SA2は第10図 15は古い様相を呈しているが、12・ 14・

16は新しい様相を呈している。これを1軒の家の中に古いものと新 しいものが共存する状態で

あるとすれば新しい時期、後期後半が考えられる。SA2の平面形について考えたとき、日向

地方に特徴的な問仕切住居であるが、間仕切 り自体が小型化している。このことからも後期後

半の時期が考えられる。SA3～ SA7は出土遺物が極端に少ないため時期決定が困難である。

SLlは第19図 48・ 49等 より後期前半の可能性が考えられる。SL3は遺物で時期を考える上

で若千の問題がある。第21図 52の カメは後期前半の特徴を良く表した遺物であるがそれと共伴

する53の カメは全体的な器形の成形の具合や調整方法などを観察すると52に 比べて非常に雑で

ある。これだけを見ると後期前半の時期が考えられる52よ りも新しい時期が考えられるが底部

が平底であることから、精製の土器である52と 粗製の上器である53が時期を同じくして作成さ

れ使用された可能性も考えられる。その判断については資料数の少ない現段階においては不可

能である。後世の研究者に判断を委ねたい。

以上のことから、SAl・ SA2と SLl・ SL3の 間には時間差が考えられる。これは

SAlが SL3と 近接 していることからも判断できる。この状態でこの 2基 の遺構は同時に存

在したとは考えられないからである。このように遺構の分布状況からSA4と SA5、 SA6
とSLlは同時には存在 しなかった可能性がきわめて高いと考えられる。

中大五郎第 1遺跡は遺構確認面が御池ボラを多く含む層の上面であるために弥生時代の遺構
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の深さが 5～ 15cm程度ときわめて浅いので遺構内出土遺物が非常に少ない。この少ない遺物に

考察を加えて時期決定の一助とするのはやや危険かもしれないが、遺構内から出土 した遺物に

ついてはより床面に近い遺物である害1合が多いというメリットも否定できないものである。

以上のような状況により中大五郎第 1遺跡の位置付けは今後の研究に委ねたい。

中大五郎第 1遺跡は黒色土中に中世の文化層が希薄ではあるが遺存 していたと考えられる。

試掘調査でその存在が把握されなかったため、また期間的・予算的余裕 も無かったため調査す

ることが無かった。このような状況に対してどう対処して行 くか今後の課題である。

最後に報告書作成に当たり宮崎県埋蔵文化財センターの整理作業員のみなさんに大変お世話

になった。また、宮崎県文化課石川悦雄氏、同 。谷口武典氏、同・吉本正典氏には多大なるご

教示を賜った。ここに記して謝したい。

(言主)

1)吉本正典「日向の庄内式併行期の土器」『考古学ジャーナル』363 1993

2)山 中悦雄「宮崎平野における弥生土器編年試案」『研究紀要』No.8 宮崎県総合博物館

1983

石川悦雄「日向における外葉系の上器の伝播とその地域性 (1)一 瀬戸内。畿内系土器の

流入とその展開一」『研究紀要』No.9 宮崎県総合博物館 1984
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図版 5
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第 1節 調査区の設定と概要

中大五郎第 2遺跡は、第 1遺跡の西側約50mの所に位置 し、平成 3年 10月 22日 から平成 4年

2月 2日 まで調査 を行なった。第 2遺跡の調査面積は6000ぷで調査期間の関係から、御池ボラ

直上まで重機で剥いで調査を行なった。調査方法はグリッド法で行ない、10mの メッシュに区

画 した。その結果検出された遺構は、弥生時代の竪穴住居跡 6軒 。周溝状遺構 3基 。棟持ち型

掘立柱建物 1軒 。土坑 1基等である。弥生時代の竪穴住居は方形プランが主体であるが SA3

は、円形の花弁状住居で掘 り込みは他の遺構に比べ浅かった。 SA5は 、半分 しか検出できて

いないが方形の花弁状住居 と思われる。中近世の遺構は、掘立柱建物 1軒 。土坑 1基 などであ

る。 SC2は 、SB8の 敷地内にあり北方向に土師器の碗が並べ られていることから土墳墓 と

考えられる。また、SBl～ SB7・ SB9は 、時期を確定できる遺物等が検出できていない

ことから時期不明としたい。遺物は、全体的に広がってはいなくて遺構毎に集中部がみられた。

第 2節 層  序

本遺跡の基本層序は、 I層 が耕作土で乾燥すると白っぼくなる。 I層 の厚さは、平均40cm程

度である。Ⅱ層が黒色土層で御池ボラが少量交 じり粒が細かくパサパサ している。 Ⅱ層の厚 さ

は平均30cm程度で遺物包含層である。Ⅲ層が黒褐色土層で御池ボラの含有率が高 く粒が多少粗

くなっている。Ⅲ層の厚さは40cm程度である。この層になると遺物の破片 も大 きいものがみ ら

れるようになる。Ⅳ層は褐色土層でボラの含有率が非常に高 くなっている。Ⅳ層の厚 さは20cm

程度である。中大五郎第 2遺跡の掘立柱建物以外の遺構はほとんどこの面で検出 している。 V

層は御池ボラ層である。

第28図 中大五郎 第 2遺跡土層図
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第29図 中大五郎第 2遺跡遺構分布図

第 3節 弥生時代の遺構と遺物

1.竪穴住居跡

SAl

SAlは 、長軸6.8m× 短軸4.5m。 深さ28cmの長方形型の方形プランで主柱穴は、 2本柱であ

る。Plは、長軸35cm× 短軸34cm。 深さ40cmで P2は、長軸30cm× 短軸26cm。 深さ37cmで ある。

また、住居跡内土坑が 5基あり、順に± 1は 、長軸46cm× 短軸44cmで深さ34cmで ある。± 2は 、

長軸25cm× 短軸20cmで深さ6 cmで ある。± 3は 、長軸30cm× 短軸28cmで深 さ37cmで ある。± 4

は、長軸32cm× 短軸24cmで深さ15cmである。± 5は、長軸52cm× 短軸46 cmで 深 さ31cmで ある。

その外に壁面に壁帯溝がみられ幅12cm深 さ35cmで ある。
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第31図 中大五郎第 2遺跡 SA3実 演1図

SA2

SA2は 、長軸6.Om× 短軸4.5m・ 深さ12.5cmの 長方形プランで主柱穴は、 2本柱である。 P

lは 、長軸21cm× 短軸19cm。 深さ51cmで ある。P2は、長軸31cm× 短軸29cmで深 さは58cmで あ

る。住居跡内に土坑が 6基ある。順に± 1は 、長軸50cm× 短軸37cm。 深さ18cmである。± 2は 、

長軸53.5cm× 短軸53cmで深さ19.5cmで ある。± 3は、長軸39cm× 短軸35cm・ 深 さ15.5 cmで ある。

± 4は 、長軸32cm× 短軸30cm。 深さ27cmで ある。± 5は、長軸55cm× 短軸 53cm。 深 さ28cmで あ

る。± 6は、長軸57cm× 短軸52cm。 深さ28cmで ある。その外に幅10cmで 深 さ 3 cmの 浅い壁帯溝

もみられる。

SA3

SA3は 、長軸9.3m・ 短軸 9m・ 深さ16cmの 本遺跡唯一の円形花弁状住居跡である。検出面

―-56-一
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第33図  中大五郎第 2遣跡 SA60SLl実 測図
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は黒色土の除去の段階では検出できず、御池ボラの強 くなる基本土層の第Ⅲ層から検出で きた。

主柱穴は、5本柱で、Plは、長軸33cm× 短軸31cmで深さ42.5cmで ある。 P2は、長軸 30cIII×

短軸28cm。 深さは43.5cmで ある。P3は、長軸33cm× 短軸30cm・ 深さは36.5cmで ある。 P4は 、

長軸36cm× 短軸34cm。 深さは39cmで ある。 P5は、長軸31cm× 短軸27cm。 深 さ40.5 cmで ある。

この住居跡 も住居跡内土坑をもっているが、住居の花弁の突出部分に全部で 9基 あった。± 1

は、長軸45cm×短軸44cm。 深さ24.5cmで ある。± 2は、長軸53.5cm× 短軸52cm。 深さ19.5 cmで あ

る。± 3は 、長軸44cm× 短軸38cm。 深さ20.5cmで ある。± 4は 、長軸55cm× 短軸53cm。 深 さ23

cmで ある。± 5は、長軸66cm× 短軸53cm・ 深さ40.5cmで ある。± 6は 、長軸39cm× 短軸36cm。

深さ21.5cmで ある。± 7は、長軸60cm× 短軸56cm・ 深さ30.5cmで ある。± 8は、長軸47cm× 短軸

34cm。 深さ18cmで ある。± 9は 、長軸44cm× 短軸40cm。 深さ16cmである。その外に幅13cmで深

さ 5 cmの 浅い壁帯溝 もみられる。

SA4

SA4は 、長軸4.85m× 短軸3.87m。 深さ22cmの不整形プランで主柱穴は 2本柱である。Pl

は、長軸26cm× 短軸25cm。 深さ44cmで ある。P2は、長軸30cln× 短軸26cm・ 深 さ41cmで ある。
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他に中央土坑がみられる。この土坑は、長径1.96m× 短径1.9m。 深さ10cmと わ りと浅い。壁帯

溝等は検出されなかった。

SA5

SA5は 、長軸5.45m× 短軸3.80m・ 深さ13cmの方形の花弁状住居跡で主柱穴は、 1本 しか確

認できなかった。Plは、長軸39cm× 短軸37cm。 深さ31cmで ある。また、住居跡内土抗 を 4基

確認 した。± 1は 、長軸77cm× 短軸67cm。 深さ44cmで ある。± 2は 、長軸47cm× 短軸44cm。 深

さ18cmで ある。± 3は 、長軸29cm× 短軸27cm。 深さ14.5cmで ある。± 4は 、長軸38cm× 短軸36

clll。 深さ14clllで ある。他に長軸1.4m× 短軸1.21m。 深さ12cmの 中央土坑がある。壁帯溝等は検

出できていない。

SA6

SA6は 、長軸5.5rn× 短軸 4mの隅丸方形プランで、調査区外にかかる部分があるために一

部分 しかできなかった。主柱穴は 2本柱で、Plは、長軸41cm× 短軸33cmで深さは42cmで ある。

P2は、長軸40cm× 短軸33cmで深さは 9 cmあ る。ほかに幅12cmで深さ 6 cmの 壁帯溝がある。

2.周溝状遺構

SLl

SLlは 、長軸5.85m× 短軸5.28mの 方形プランで、周溝は、幅が70cmで深 さは51 cmで ある。

周構に囲まれたところに 2つ の柱穴部分があるが掘 り込み等は、検出で きなかった。 したがつ

て、周溝墓ではないと思われる。出土土器が他の周溝状遺構より多 く、その多 くは周溝の東倶1

部分に集中していた。

SL2

SL2は 、長軸7.70m× 短軸7.60mの方形プランで周溝は幅130cm・ 深さ18.9clllで ある。 SL

2は遺構の東側部分に遺物が集中してみられ二重回縁の櫛描波状紋や高杯 。甕等が出土 してい

る。

SL3

SL3は 、長軸5.55m× 短軸5.601xlの 方形プランで周溝は、幅66cmで深さは12.4cmで ある。他

の 2基に比べ遺物の数が少なかった。

3.棟持ち型掘立柱建物

S B10

S B10は 、棟持ち型の掘立柱建物でPlが直径23cmで深さ 6 cmで ある。 P2は 、長軸32cm。

短軸30cmで深さ15cmで ある。P3は、長軸30cm。 短軸26cmで深 さ10cmで ある。 P4は、長軸

29cm・ 短軸28cmで深さ13cmである。P5は、長軸16cm。 短軸15cmで深 さ10cmで ある。 P6は、

長軸33cm。 短軸31clllで深さ10.5cmで ある。P7は、長軸32cm。 短軸29cmで深さ10.5cmで ある。 P

8は 、直径26cmで深さが12cmで ある。

SC2

SC2は 、方形のプランでとても浅 く深さは、10cm程度である。
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4.弥生時代の遺物

SAl出 土の遺物

甕 (1～ 10)

1は 口径が35.5cmで 、口縁部が短 く緩やかに外反 し口唇部は下方に摘み出している。外面は、

ナデと横ナデ調整が施 してあり、内面はナデ調整である。色調は、黄橙である。胎土は、4 mm大

の褐色粒で 3 mm以 下の灰 。黒 。乳白色 。半透明の砂粒を含んでいる。また、外面に煤が付着 し

ている。 2は 、日縁部が直線的に斜め方向に外反 し、日唇部は平坦気味にしあげているもので

ある。回径は、24.8cmで ある。外面は横ナデ・ナデ 。指押さえ 。縦方向のハケロの調整がみ ら

れ、内面に縦 。横方向のナデ 。指押さえ 。斜め方向のハケロがみられる。外面の色調は浅黄橙

とにぶい黄橙 とにぶい橙である。内面はにぶい黄橙 と褐色灰である。胎土は、 5 mm以下の黄色

粒・4.5mm以 下の褐色粒 。3 mm以 下の赤褐色粒 。2.5mm以 下の半透明の黒色等光沢粒・乳白色の粒

を含んでいる。外面に煤が付着 していて内面に炭化物が付着 している。 3は 、完形品で口縁部

から口唇部にかけては、 2に近いもので口径は、22.8cm・ 器高35.6cmで 、調整は、外面に横ナデ

やナデが施され、内面にナデや指ナデが施されている。色調は外面がにぶい橙やにぶい褐であ

る。内面が浅黄橙 と灰黄褐である。 6 mm以 下の褐色粒 。4 mm以下の赤褐灰 。白色 。半透明光沢

粒 。3.5mm以下の黒色光沢粒 。3 mm以 下の黄色粒を含む。なお底部は、上げ底である。 4は 、口

縁部の形状は 1に近い。外面はナデ調整で内面は横ナデ調整である。色調は内外面 とも橙であ

る。胎土は、 3 mm以 下の灰色 。赤褐色粒・0.hm以下の半透明光沢粒 。淡黄色粒 を含んでいる。

5は 、甕で口径は、20.3cmで ある。調整は外面にナデ調整で内面に横ナデ調整がみられる。色

調は、外面はにぶい橙で内面はにぶい黄橙である。胎土は 3 mm以 下の赤褐色・黒 。灰白色の砂

粒 を含む。 6は、甕で回径は18.2cmで 調整は外面に横ナデ・斜め方向のハケロ 。斜め方向のハ

ケロの後横方向のハケロを施 している。内面が横 。斜め方向のハケロが施 してある。色調は外

面が赤橙で内面は橙である。胎土は 5 mm大の灰褐 。茶色粒・1.5mm以下の乳白色 。茶色の砂粒 。

3 mm大の半透明の光沢粒を含んでいる。また、外面に一部煤がついている。 7は 、甕で口径は

21.2cmで 調整は、横・斜め方向のナデで内面に横・縦 。斜め方向のナデがみられる。色調は内

外面 とも橙で胎土は 4～ 7 mmの 暗褐色粒 。3 mm以 下の灰色 。黒 。暗褐色・半透明の光沢粒 を含

んでいる。 8は甕の回縁部から胴部で頸部に刻目突帯を持っている。口径は28.8cmで 外面の調

整は横ナデと縦・横方向の指ナデを施 している。内面は斜め・横方向の指ナデと指押さえの後、

斜め方向の指ナデが施されている。色調は外面が浅黄橙で内面が淡橙である。 7～ 4 mmの 灰・

褐色粒を多 く含み、 3 mm以 下の灰白 。灰・褐色・半透明の砂粒、黒い光沢粒 も含んでいる。 9

は、上げ底の底部で底径は8.5cmで調整は外面が斜め方向のナデの後縦方向の工具ナデと指ナデ

とナデが施 してある。内面は斜め 。横方向の指ナデと指押さえの後斜め方向の指ナデが施 して

ある。色調は、外面が橙 と浅黄橙で内面が浅黄橙である。 4 mm大の灰白色粒 。3 mm以 下の褐 。

灰白・黒 。赤褐色の砂粒、黒色の光沢粒を含む。10は 、甕の底部で底径 は6.05cmで ある。調整

は外面に縦方向のナデが施され内面はナデと指押さえが施 してある。色調は内外面 とも浅黄橙

である。 4 mm大の褐灰・褐色粒・ 3 mm以 下の茶・灰白 。灰色 。半透明の砂粒 。透明の光沢粒 を

―一-62-一
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第36図 中大五郎第 2遺跡 SAl出 土土器実瀬1図 (1)
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第37図 中大五郎第 2遺跡SAl出土土器実測図 (2)

-64-



ぽ`4ゞ轟築ンL_型帥
第38図 中大五郎第 2遺跡 SAl出 土遺物実波1図 (3)
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第39図 中大五郎第 2遺跡SA2出土土器実測図
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第40図 中大五郎第 2遺跡SA2～ SA6出土土器実測図
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第42図 中大五郎第 2遺跡 SLl出 土土器実測図 (2)
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第43図  中大五郎第 2遺跡 SLl出 土土器実演1図 (3)

-70-



＼

へ

≫
礼

第44図 中大五郎第 2遺跡SLl出土土器実測図 (4)
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第45図 中大五郎第 2遺跡SLl出土土器実測図 (5)
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第46図 中大五郎雛 遺跡 SLl出 土土器実測図 (6)
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第47図 中大五郎第 2遺跡SL2出土土器実測図 (1)
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第48図 中大五郎第 2遺跡SL2出土土器実測図 (2)
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第49図 中大五郎第 2遺跡SL2出土土器実測図 (2)
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第50図 中大五郎第 2遺跡SL3・ SC2・ 包含層出土土器実測図
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第51図 中大五郎第 2遺跡包含層出土土器実測図 (1)
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第52図 中大五郎第 2遺跡包含層出土土器実預1図 (2)
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第53図 中大五郎第 2遺跡出土包含層土器実測図 (3)

含み上げ底である。

壺 (11～ 22)

11は 、頸部がほぼ直立的に長 く伸び口縁部で若干外反 している長頸壺で口径は10.5 cllで ある。

調整は外面に縦方向にヘラ磨 きやミガキが施され、内面は横 。縦 。斜め方向に粗いヘラ磨 きが

施 されている。12は 、頸部が極小 さいもので内外面 とも横ナデ調整が施 されている。色調はに

ぶい橙 と橙では胎土は 4 mm大の茶 。灰褐色の粒を含んでいる。13は 頸部が短 く外反する壺で口

径は11.4cmで ある。調整は外面は、横 。縦・斜め方向のナデ内面は横ナデ 。ナデ調整である。

色調は内外面ともに橙である。胎土は、 3 mm以 下の灰褐・黒 。灰白色の砂粒を多 く含む。また、

2 mm以下の透明の光沢粒を含んでいる。14も 頸部が短 く緩やかに外反する壺で口径は、15.3mm

で調整は外面が横 。斜め方向のナデで内面が横 。斜め方向のナデや指押 さえが施 してある。色

イ

／
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―
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4図 中大五郎第 2遺跡SA30SA50SL2出 土石器実測図 (1)

調は外面が橙 と黄橙で内面は灰白である。15は 、頸部が14よ りさらに大 きく外反するもので回

径は10.2cmで ある。外面の調整は、横ナデと縦 。斜め方向の工具ナデが施 してある。内面は、

横ナデやナデ、縦方向の指ナデや斜め方向の正具ナデなどがみられる。色調は外面が橙で、内

面が橙 とにぶい橙である。胎土は、 5 mm以 下の褐色粒・ 3 mm以 下の赤褐色 。して灰白色粒 を含

み他に 2 mm以下の黒色光沢粒 も含んでいる。16は 、日縁部が二重口縁部になっていて外面部に

嘴

4
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櫛描波状紋を施すもので、外面に縦 。斜め方向のハケロを施 し内面は横ナデやナデを施 してい

る。色調は内外面ともに浅黄橙である。17も 二重回縁部で回唇部に櫛描波状紋 を施 しているタ

イプのものである。頸部が緩やかに外反しているもので口径は12.2cmで 調整は、外面に横ナデ

や工具ナデを施 していて内面は指押さえや工具ナデが施 してある。色調は内外面 ともに浅黄橙

である。胎土は、 3 mm以下の赤褐 。灰 。黒色 。灰色 。半透明の砂粒を多 く含んでいる。 18も 壷

で外面に櫛描波状紋をもつもので、調整は外面に横ナデやナデ調整が施 され外面に横ナデや斜

め方向のナデを施 している。色調は外面がにぶい橙 と橙で内面は浅い黄橙である。

表 9 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (1)

イ
引
請

種別 器種
出土

地 点

法 量 (m) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径
音
同 外  面 内  面 外  面 内  面

1 弥 生 甕 SAl 35.5

ナデ・横ナデ
(翻

'I11リ

ヨし,11
あり)

ナ デ 苺橙
(75YR 7//8)

黄橙
(10YR 8/6)

4ミ リ大の褐色粒・3ミ リ以下の灰・黒
乳白色・半透明の砂粒を含む 外面にスス付着

弥 生 甕 SAl 248
横ナデ・ナデ
指岬さえ、縦方向
のハケロ

灘,横方向のナデ
脂押さえ
鱗め方向のハケR Ｍ帥回

にぶい苗燈
00YR 7/4)
掲灰(10YR 4/1)

5ミ リ以下の黄色粒、45ミ リ以下の褐色粒、
3ミ リ以下の赤褐色粒、2.5ミ リ以下の半透
明、黒色等光沢粒、乳白色粒を含む

外面にスス付着
内面に炭化物付
着

弥生 甕 SAl 22.8
黄ナデ・ナデ
l■顛 あり)

ナデ・指ナデ
l■顛 あり)

3い橙IⅣ R1/31

3い澄IⅣ R731

懺 l10YR3/4)

磁 l10YRИ )

黒褐l10YR3/1)

褐
明

３¨̈輛
外面にスス付着
あげ底

4 弥 生 甕 SAl ナ デ 横ナデ 橙
(5YR 6//6)

橙
(5YR 6//6)

3ミ リ以下の灰色・赤褐色粒、0.5ミ リ以下
の半透明光沢粒、淡黄色乳粒を含む

5 弥 生 甕 SAl 20.3 ナ デ 隣ナデ
にぶい橙
(5YR 7/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/′3)

3ミ リ以下の赤褐・黒・灰 白色の砂粒
を含む 外面にスス付着

6 弥 生 甕 SAl
版 斜加 サ
臥斜方向のハケロ
¨ ハケロ

横・斜方向の
ハケロ

赤橙
(10YR 6ノ /6)

燈
(25YR 6/6)

5ミ リ大の灰褐・茶色粒、1.5ミ リ以下
の手L白・茶色の砂粒、3ミ リ大の半透
明の光沢粒を含む 鵜捌

に

に

着

緬
師
腑

7 弥生 甕 SAl 横・斜方向の
ナデ

肢・縦・斜方
向のナデ

橙
(2.5YR 6/6)

橙
(25YR 6/8)

4～ 7ミ リの暗褐色粒、3ミ リ以下の灰
白・黒・暗褐色、半透明の砂粒、透明
の光沢粒を含む

外面にスス付着
外面 風化知末

弥 生 甕 SAl 横ナデ、縦・横
方向の指ナデ

浅黄橙
(75YR 8//4)

淡橙
(5YR 8/4)

7～ 4ミ リの灰・褐色粒を多 く含む
3ミ リ以下の灰白・灰・褐色、半透明の
砂粒、黒い光沢粒 を含む

刻み目突帯

弥 生 甕 SAl
斜方向のナデの修
縦方向の工具ナラ
指ナスナデ

横・斜・縦方向
のナス 指ナデ

橙は5YR 7/61

浅黄橙
175YR 8/6)

浅黄橙
(75YR 8ノ /4)

4ミ リ大の灰白色粒、3ミ リ以下 の褐
灰・灰白・黒・赤褐色の砂粒、黒色の光
沢粒を含む

あげ底

弥 生 甕 SAl 縦方向のナデ
ナデ ナデ・指椰さえ浅黄橙

(10YR 8/3)
浅黄橙
(10YR 8/′3)

4ミ リ大の褐灰・褐色粒、3ミ リ以下の
茶・灰白・灰を半透明の砂粒、透明の
光沢粒を含む

あげ底

弥 生 彙亜 SAl
ヘ向

キ

キ

方

ガ

ガ

縦

ミ

ミ

士
ぞ
フ

斜

ヘ
・縦
嘲

着

横
向

ミ

灰端
(10YR 5/2)

褐灰
(10YR 4/1)

3～ 4ミ リ大の淡橙の粒
1ミ リ以下の透明の光沢粒、黒い灰 白
の砂粒を含む

弥 生 SAl 横ナデ 横ナデ
にぶい橙
(5YR 7/4)

橙
(5YR 7/6)

4ミ リ大の茶・灰褐色の粒 を含む

弥 生 一霊 SAl
横・縦・斜方向
のナデ
鰤 あり)

横ナデ、ナデ
澄

樅群畳lジ8

橙
(7.5YR 7/6)

粒
光

砂
の

の
明

色
透

自

の
灰
下黒．以瑯む。２ミ聯

軸一̈
外面にスス付着

弥 生 十亜 SAl 横・斜方向の
ナデ

鵬̈̈
登仏5YRレ0
黄橙
に5YR 7/81

灰白
(7.5YR 8/1)

4ミ リ以下の橙・灰・白色の粒、 3ミ リ

妙T8言
明の光沢粒、赤褐・黒色粒 を

弥生 一亜 SAl 10.2
黄ナデ・縦・斜
万向の工具ナデ

廣ナデ・ナデ
麟方向の指ナデ
鮮方向の工具ナデ

躍
(5YR 7/6)

橙(5YR7/′ 6)

にぶい橙
(5YR 7/4)

赤
光

の
色

下
黒

以
の

り
下

ミ
以

粒
沢

色

ヽ

褐
粒

褐̈色．灰白色̈弥 生 七霊 SAl 縦・斜方向の
ハケロ 横ナデ、ナデ 浅黄橙

(10YR 8/4)
鹸 橙
(75YR 8/4)

3ミ リ以下の赤褐・灰・黒色、半透明の
砂粒、透明・黒色の光沢粒 を含む

二重口縁
櫛描波状文

弥 生 SAl デ
デ
ナ

ナ
具

横

工
指押 さえ
工具ナデ

蟻 橙
にOYR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8/3)

3ミ リ以下の赤褐・黒・灰色、半透明の
砂粒を多 く含む

二重口縁
櫛描波状文

Йl生 一亜 SAl デナ
デ

横

ナ
横ナデ
斜方向のナデ

にハ澄
僻 R7/41
燈は5YR 7/61

浅黄橙
(75YR 8/4)

櫛描波状文

弥 生 一笠 SAl
横ナデ
縦方向 の ノ

ケロ

横ナデ
棚 力わ サラ

登15YR 7/61
憲證15YR 8/0

110YR 8/41

浅黄橙
に
'rR 8/4)(10YR 8/41

3ミ リ以下の灰褐・黒・灰白,半透明の
砂粒 を多 く含む。 2ミ リ以下 の黒色
透明の光沢粒 を少 し含む

二重
「

l縁

櫛描波状文
内面風化著しし

弥 生 /1ヽ 型壷 SAl ナデ・縦・斜
方向のハケロ

ナデ・指押さえ朧鵬l例
明黄褐
(10YR 7/6)

05～ 3ミ リの淡黄・茶・灰・灰色粒を多
く含む

外面にスス付着
メしだそ
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表10 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (2)

″
川
請

種別 器種
出土

地点

法 量 (clll) 調 整 rla色
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥 生 SAl
横・斜方向のハ

ケロ、縦方向の
ナデの後ミガキ

縦方向の指ナス
縦・横・斜加
のハケ日

橙
(5YR 7/6)
(75YR 7ノ/6)

にぶい橙
(75YR 7/4)

3ミ リ以下の赤褐・茶・淡橙色の砂粒
を多 く含む

内面…黒変
外面に黒斑

弥 生 一亜 SAl 横・斜方向の
ハケロ、ナデ

風化著 しい

為FJ4整不明

韻 橙
(7.5YR 8/4)

(10YR 8/4)

褐灰
(10YR 4/1)

3ミ リ以下の灰 由・褐・黒色、半透明
の砂粒 を多 く含む。 2ミ リ以下の黒
色透明の光沢粒 を含む

内面…全面剥離

弥 生 高ネ SAl 廣ナデ・ミガキ
黄ナデ、工具ナデ
D後 ミガキ

橙
(5YR 7/6)

橙
(5YR 7/81

2ミ リ以下の茶・灰・灰自の砂粒、1ミ リ
以下の黒色、透明の光沢粒を含む

弥 生 高杯 SAl 32.8
横・斜方向のナデ
丁寧なミガキ

黄・縦方向の
ミガキ、ナデ

橙(5YR6/6)

浅黄橙(10YR8/4

橙loWR6/6)
にぶい黄橙
(10YR7/→

4ミ リ大の褐色粒、3ミ リ以下の褐・

灰・黒色・半透明の砂粒、黒 い透明の

光沢粒 を含む

暗紋、四方透かし

裾部の一部に炭
化物付着

弥 生 高杯 SAl 横・縦方向の
ミガキ

ミガキ
薩方向のナデ

浅黄橙
(10YR 8/4)

褐灰
(10YR 4/1)

3ミ リ以下の茶・黒・灰褐色の砂粒
黒色、透明の光沢粒を少 し含む

弥 生 高杯 SAl
撫 縦方向のミ
ガキ
旗 縦扉ゅリデ

ナス横・斜
方向のナス指サデ

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

黄橙(10YR 3/6)

飾橙(75YRレG
浅黄橙
15YR 8/4)

3ミ リ以下の灰褐・灰・褐色の砂粒、
半透明の光沢粒 を多 く含む

外面に風化気味
三方透かし

弥 生 高杯 SAl 褒方向のミガキ絞りの後ナデ

指摘lさ え、ナデ
橙仏WRレ③
傷YR7/61

にぶい橙
(5YR 7/4)

3ミ リ以下の黒・灰・茶色の砂粒、透
明・黒色の光沢粒を含む

四方透か し

弥 生 高不 SAl ミガキ・ナデ ナデ・ミガキ
登(5YR 7/6)
(75Y R 7/6)

灘 00YR 7/4

橙
(5YR 7/6)

3ミ リ以下の褐・黒色半透明の砂粒、
透明・黒色の光沢粒を含む。微細 な

砂粒が多い

外面に黒斑
四方透か し

弥 生 高杯 SAl ミガキ・横ナデ横方向のミガキ
登125Y6/81
傷YR7/61

燈(25YR6/81
にぶい黄橙
(10Y R 7/4)

2ミ リ以下の赤褐・灰・黒色、半透明
の砂粒を含む

透かし(四方 ?)

弥 生 器台 SAl
ハケロの後繊方
向のミガキ、縦方
向のハケロ、ナデ

ハケロ、■具ナデ

縦樹鋤輔 デ

横球城市のミガキ

橙
(75YR 7/6)

浅黄橙
(10YR 8/4)

橙(75YR7/6)

7ミ リ以下の赤褐色粒、4ミ リ以下の灰色粒、3ミ

リ以下の灰自・黒色粒、25ミ リ以下の半透明の

光沢粒、2ミ リ以下の黒色光沢粒を含む
二段の四方透かし

弥 生 計跡 SAl ナデ
縦方向のナデ

縦・斜方向の
ハケロ

黄橙tOYR 8/6)

にぶい節橙
(10YR 7/4)

黄橙(10YR 8/6)

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

2ミ リ以下の赤褐色,褐色・灰色の粒
1ミ リ以下の半透明光沢粒、乳白色の粒を含む

内面に一部黒変

弥 生 離憾 SAl 縦・斜方向の
ミガキ

寵・斜方向の
ミガキ

燈15YR 7//6)

橙仏5YR 7/6)
腱6YR6/6)
證●5YR 7/61

1ミ リ以下の褐色・赤褐色・半透明光沢粒
05ミ リ以下の黒色光沢粒・乳白色粒を含む

弥生 SAl ナ デ
ナデ

指押 さえ

黄橙
175YR7/81

橙OⅣ R7/0

橙
(75YR 7/6)

3ミ リ以下の褐灰・灰 白・赤褐色粒、
黒色光沢粒、 2ミ リ以下の黒色粒、
半透明光沢粒 を含む

丸底

弥 生 SAl ナ デ
ナデ
指押 さえ

浅黄橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8//4)

2ミ リ以下の灰白色粒
1ミ リ以下の黒色粒・赤褐色粒・半透
明黒色等光沢粒 を含む

弥 生 一亜 SAl デ
さ

ナ
押

横
指

横ナデ

指押さえ
縦方向に工具痕

浅黄橙
(75YR 8/′ 6)

黄橙
(10YR 8/′6)

2ミ リ以下の灰色・黒・半透明の微
細な砂粒を多 く含む

黒い透明の光沢粒を含む

弥 生 甕 SA2
ナデ、横ナデ

縦・斜方向の工

顛

ナ デ

趨
にⅣR8/41

(10YR8/4)

灘糧颯ⅣR8/61

い 蠅
tOYR 7/4)

5ミ リ以下の灰褐色粒、45ミ リ以下の灰色粒、4

ミリ以下の赤褐色粒、35ミ リ以下の黒色粒、25
ミリ以下の半透明光沢粒、乳自色粒を多く含む

外面にスス付着
あげ底

弥 生 甕 SA2 横・斜方向の
ナデ

横・斜方向の
ナデ

橙
(75YR 7/6)

橙
(7.5YR 7/6)

4.5ミ リ以下の赤褐色粒 、 4ミ リ以下
の黒色・灰色の粒、3ミ リ以下の半透
明・透明光沢粒・乳白色粒 を多 く含む

外面…黒変

弥 生 甕 SA2 諄・動的ミ着
横力市pミ ガキ
ハケロ峰 、横・

斜加 ミガキ

橙
(5YR 6/8)

黒褐
(75YR 3/1)
橙(5YR7/8)

2ミ リ以下の茶・灰褐色・灰色の砂粒
内面…黒変

弥 生 甕 SA2 27.震
指押さえ
横・縦方向のナデ

謄斜方向のナデ
I具による上方「
のナデ指押さえ

浅黄橙
(15YR 8/6)

黄橙(10YR 8/61

浅黄橙
(10YR 8/4)

橙(7.5YR 7/6)

6ミ リ以下の灰色粒、4ミ リ以下の乳白色泄
5ミ リ以下の褐色・赤褐色の粒
2ミ リ以下の黒色光沢粒を多量に含む

あげ底

弥 生 十亜 SA2
横ナデ・ハケロ
指ナデ
底部に工具痕あり

脂ナデ
橙
(75YR7′/6)

置
(75YR7/6)

7ミ リ以下の赤褐色粒
2.5ミ リ以下の褐色粒・半透明光沢粒
15ミ リ以下の黒色・透明等光沢粒・乳白色潜

1 弥生 彙笠 SA2
横ナデ

斜方向のケズリ
に近いナデ

隣ナデ
浅黄橙
(75YR 8/6)

橙
175YR 7/6)

4ミ リ大の赤褐色の粒
3ミ リ以下の半透明・透 llBの 光沢粒
灰色・黒・茶色の砂粒を含む

ヘラ記号

2 弥 生 一霊 SA2 ナデ
エ具痕あ り

横方向の指ナデ
指押さえ

浅黄橙
(75YR 8/4)

黄橙
(10YR 8//6)

4ミ リ以下の茶・灰・褐色・半透明
の砂粒 を含む

二重口縁
櫛描波状文

弥 生 高杯 SA2 縦方向のミガキ
ナデ
指ナデ

韻 橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8/4)

25ミ リ以下の赤褐色粒
2ミ リ以下の灰色粒
lミ リ以下の乳白色粒、半透明黒色等の光沢泄

内・外面に黒斑
二方透かし
外面に黒変

弥 生 鉢 SA2 223
工具による横 ,

斜方向のナデ
ナデ

lJ熟こよ様・漸
向のナス斜ノ詢の
ハケロ、ナデ

浅黄橙
(10YR 8ノ/4)

燈(5YR 7/6)

橙
(75YR 7/6

3ミ リ以下の赤褐色・茶色・灰色の砂
粒 を含む

外面にスス付着

弥 生 甕 SA3
横ナデ
ハケロ
エ具ナデ

横ナデ
橙
12'rR 7/8)

浅黄橙
に5YR 8/4)

橙ぼ
`R7/6)

3ミ リ以下の茶色・灰色・半透明
黒の砂粒
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表11 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (3)
″
“
請

種別 器種
出土

地 点

法 量 (all) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 二一回
器 外  面 内  面 外  面 内   面

弥 生 甕 SA3 斜方向のナデ 斜方向のナデ 浅黄橙
(10YR 8/4)

黄橙
(10YR 8/′6)

2ミ リ以下の灰黒・褐色の砂粒を含む

弥 生 一亜 SA3 横ナデ
エ具ナデ

横ナデ
ナデ

指押 さえ

にぶい橙
(5YR7/4)

明褐灰
に5YR 74)
離 15YR 8/4)

3ミ リ以下の灰白・茶色・乳 白色、半
透明の砂粒を含む。

外面に黒斑
ややあげ底

弥 生 一亜 SA3 斜方向の工具
ナデ

斜方向のナデ

横方向の工具
ナデ

浅黄橙
(10YR 8/4)

褐灰∞YR4/D

灰白
(10YR 8/2)

3ミ リ以下の灰 白・黒 ・茶の砂粒 、2
ミリ以下の透明の砂粒を含む

外面に線亥[

弥 生 一亜 SA3
工具ナデ

指ナデ
ナデ

横・縦方向の
工具ナデ

橙(5YR 7/6)
にぶい橙
(5YR 7/4)

浅黄橙
(75YR 8/4)

3ミ リ以下の茶・灰・灰由の砂粒 、透
明の光沢粒を含む 外面に線刻

弥 生 鉢 SA3
えヽ

デ

　
　
さ

ナ
デ
押

横

ナ
指

ナデ
放射状にハケ
目

橙(7Ⅳ R7/6)

灰褐(7Ⅳ R6/2)

黒褐(7Ⅳ R3/1)

:浜 (10YR 4/1)

t黄 橙175YR 3/0

1ぶ い橙[6YR 7/1)

4ミ リ以下の暗灰・灰白・茶色の砂粒
を含む

弥 生 ミニチュ SA3 ミガキ ナ デ

褐灰付 R4/1)
にぶい赤褐
(2.5Y R5/4)

搬 .5YRン 1

にぶい橙
(25YR 6/4)

2ミ リ以下の乳白色、半透明の砂粒 、
透明の光沢粒を少 し含む 外面に黒斑

弥 生 ミニチュ SA3 555 指ナデ
ナデ

指ナデ 浅黄橙
(75YR8/4)

浅黄橙
(75YR8//4)

3ミ リ以下の灰・茶・半透明の砂粒
を含む

弥生 朧 SA3 ナ デ
灰褐
(5YR4/2)

3ミ リ以下の茶褐色・7L白 色の砂粒 を
含む。

弥 生 甕 SA4 ナデ
横ナデ

指ナデ

斜方向に工具
痕

淡黄
(25YR 8/3)

灰白
(75YR&4)

4ミ リ大の茶色の粒
3ミ リ以下の灰・赤・褐色・茶色の
砂粒を含む

弥生 甕 SA4 黄ナデ ナ デ
浅黄橙
(10YR3/4)

FA白 (10YR&4)
浅黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の灰褐色・茶色の砂粒、透
明の光沢粒を含む。

外面にスス付着

弥 生 甕 SA4 ナ デ ナ デ
,搬
(10YR 8//4)

厳 橙
(7.5YR 8ノ/4) 2ミ リ以下の灰褐・茶色の砂粒を含む

弥 生 甕 SA4 横・縦方向の
ナデ

ナ デ
明褐灰
(7.5YR 7/フ )

灰白
(75YR 8/1)

3～ 5ミ リ大の茶・灰褐色の粒
2ミ リ以下の灰・茶色・灰白・黒 の砂
粒を含む

外面・・・風化気昧

弥 生 甕 SA4 ナデ
(工具痕あり)

ナ デ
にぶい黄橙
(10YR 7/2)

厳 橙
(7.5YR 8/3)

4～ 7ミ リ大の茶・灰褐色の粒
3ミ リ以下の灰 白・茶・半透明の砂
粒を含む

あげ底

弥 生 士亜 SA4 12.3
黄ナデ
簑ナデ (工 具
良あり)

ナデ

縦方向の指ナ
浅黄橙
(7.5YR 8/′ 6)

橙
(75YR 7ノ/6)

2ミ リ以下の灰 白・褐灰・半透明の

砂粒、黒透明の光沢粒を含む

弥 生 士霊 SA4 あらいナデ
ナデ あらいナデ 橙

6YR 7/81
黄橙
(10YR 8/6)

3ミ リ以下の灰白・茶・灰色の砂粒
を多く含む

弥 生 一亜 SA4
横方向の工具ナテ

指ナデ
ナデ

横方向の工

具ナデ
にぶい橙
(10YR 7/3)

明褐灰
(7.5YR 7/2)

3ミ リ以下の褐色・灰白・黒の砂粒を含む 制唇報こスス付着

弥 生 SA4
デ

えヽ

ナ

さ
な
押

デ

粗
指

ナ
ナ デ

黄橙
(10YR 8ノ /6)

厳 橙
(75YR 8/6)

2ミ リ以下の黒 い灰 白・灰色の砂粒
を多 く含む

半透明・黒の光沢粒を含む

弥 生 甕 SA5 ナ デ
横・斜方向の
ナデ

黄灰
(25YR 6/1)

灰黄
(25YR 7/2)

4ミ リ大の褐色の粒
3ミ リ以下の灰白・灰褐色の砂粒を含む

弥 生 甕 SA5
横ナデ
ナデの後斜方
向のハケロ

ナデの後斜方
向のハケロ

黄橙
(75YR 8//8)

浅黄橙
(7.5YR 8/6)

2ミ リ以下の赤褐色・黒・灰色の微細
な砂粒を含む

弥 生 甕 SA5 ナデ、横ナデ
デ

デ

ナ

ナ

横
指

,セ諄橙
(75YR 8/4)

浅黄橙
(75YR 8/6)

3ミ リ以下の灰褐 ・灰 ・茶・黒色 、
半透明の砂粒、黒色の光沢粒を含む

弥 生 一笠 SA5 隣ナデ、ナデ 横ナデ、ナデ
橙
(5YR 7/6)

橙
(5YR 7/8)

3ミ リ以下の灰 白・褐 ・黒色・半透
明の砂粒を含む

弥 生 十亜 SA5
横・斜のナデ
ナデ
指押さえ

ナデ

指ナデ

指押 さえ

浅黄橙
(75YR 8ノ/6)

浅黄橙
(75YR 8ノ/4)

4ミ リ以下の灰・黒・褐色の砂粒 を
含む

あげ底

弥 生 甕 SA6
ナデ

(工具痕あり)

ナデ

ナデ
横徐犠市pェ具
ナデ

離 l10YR8/4)

にあヽ蛾ヽ
00YR 7/4)

離 mYR8/4)
にル蠅
(10YR 7/3)

4.5ミ リ以下の灰色粒、4ミ リ以下の黒褐色
粒、3ミ リ以下の黒色粒、25ミ リ以下の褐
色・赤褐色・黒色光沢粒、2ミ リ以下の黄色粒

外面にスス付着

弥生 甕 SA6
あらいナデ
斜方向のナデ
ナデ

ナ デ
赤黒
(10YR 2/1)

赤褐
(10YR 5//4)

2ミ リ以下の暗赤褐色・子L白 色・半透
明の砂粒 を少 し含む

弥 生 甕 SA6 横・斜方向の
ナデ

横・斜方向の
工具ナデ

黄橙(10YR 8/6)

にぶい黄橙
00YR 7/4)

満貨橙
(7.5YR8/′ 4)

3ミ リ以下の褐色・灰 白・黒・半透明
の砂粒を含む

外面に沈線

一-84-一



表12 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (4)

″
胡
絣

種 別 器種
出 Ji

地 点

法 (clll) 調 整 調色
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

1 弥生 SA6 ナデ

ナデ

指押 さえ

指ナデ

橙
(75YR 7//6)

黄灰
(25Y6/1)

5ミ リ以下の橙色粒、35ミ リ以下の黒色・灰自色
粒、25ミ リ以下の半透明・黒色・光沢粒、2ミ リ

以下の赤掲色・乳白色透明光沢粒を含む

外面にスス付着
内面…一部黒変
メLだモ

弥 生 高杯 SA6 斜方向のナデ
ミガキ

斜方向のナデ
ヘラ磨き

橙
(5YR 7ノ /6)

浅黄橙
(10YR 8/4)

掲灰(10YR 6/1)

3ミ リ以下の灰・褐色、半透明の砂粒
黒の光沢粒を含む。

内面に黒斑

弥生 高不 SA6 ミガキ ガ キ

豊(5YR 7/①

黒褐
(75YR 3/1)

橙
(25YR 6/8)

3ミ リ以下の赤褐・茶・黒の砂粒、透
明、黒の微細な光沢粒 を含む

外面…一部黒斑
風化知味

弥生 高杯 SA6 黄方向のミガキ
黄方向の丁寧な
ミガキ

浅黄橙
(10Y R 3/3)

褐灰鰤 R4/1)

黒褐
(10YR 3/1)

4ミ リ大の黒色粒、3ミ リ以下の灰自・

黒 ,半透明砂粒、黒の光沢粒を含む
外面…黒斑

弥 生 高杯 SA6 従方向のミガキ
疑方向のナデ

黄.斜力∽ハケR
ヨコナデ

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

厳 橙
(10YR 8/4)

4ミ リ大の黒色粒、3ミ リ以 ドの黒褐
色、灰白・黄橙・半透明砂粒を含む

透かし

弥 生 高ネ SA6
キ

デ

ガ

ナ

ミ
隣

ガ キ
橙
(5YR 6/8)

黄橙
(75YR 7ノ/8)

3ミ リ以下の赤褐色、灰色、黒の砂
粒を含む

内面…一部風化

弥 生 SA6 ナ デ ナ デ
にぶい黄橙
(10YR 7/4)

にぶい黄橙
(10YR 6/4)

1ミ リ以下の赤褐色粒 を含む

弥 生 甕 SLl 26.4
横・斜方向の
ナデ

横・斜方向の

ナデ
エ具痕

橙に5YR7/6)

浅黄橙
に5YR 8/6)

橙
(75YR 7/6)

65ミ リ以下α力調旧胞155ミ リ班ド物砲 5ミ リ以下

0コ欧 4ミ リ班下の働じヨ拍色・半透明光沢紘 35

ミリ以下の無は 3ミ リ以
=喋

色光沢粒を多く舗

外面に黒斑
風化気味

弥生 甕 SLl
斜方向のナデ

横、縦方向の
工具ナデ

横・縦・斜方
向のナデ

壼6YR 7/6
7.5YR 7/61

によい暢(15YR 5/4)

橙75YR 7/66/61

黒褐
0.5YR 3/1)

45ミ リ以下の灰色・乳白色粒、35ミ リ以下の褐
色粒、3ミ リ以下の半透明光沢粒、25ミ リ以下
の赤褐色粒、2ミ リ以下の黒色粒を含む

i価 引 翻 措
あげ底

弥 生 甕 SLl
横・縦・斜方
向のナデ (工

販 )

ナデ・斜方向
のナデ

指押さえ

登(5YR 7/9
勲 燈(Ⅳ R7/4)

驚褐6YR3/1)

登(5YR 7/81
え揚(5YR 6/2)

二掲(5YR 3/1)

55ミ リ以下の赤褐色、 4ミ リ以下の

灰色・黒色の褐色粒 、及び半透明褐
色粒 を多 く含む。

タト内面にスス付着
三睡
「

級 あげ底

1 弥 生 甕 SLl 27.7

縦・斜方向の
工具
ナデ・横ナデ

縦・斜方向の
工具ナデ

横ナデ

壼15YR7′る6/61

にぶい赤褐
(5YRし ろ)

橙
(5YR 7/66/6)

3ミ リ以下の褐・灰褐・赤褐・黒の砂粒
微細な黒い透明光沢粒を多 く含む

外面にスス付着
あげ底

弥 生 甕 SLl 横ナデ

縦方向のナデ
工具 ナデ

満 (10YR8/4)

にふ蠅
(10YR 7/4)

浅黄橙
(10YR 8//4)

6ミ リ以下の灰色・灰白色粒、5ミ リ以下の赤
褐色粒、3ミ リ以下の半透明光沢粒を含む

弥 生 甕 SLl 工具ナデ 工具 ナデ
橙(75YR7/6)
明黄褐
(10YR 7/6)

燈(75YR 7/6)
浅黄橙
05YR 8/4)

7ミ リ以下の乳白色、4ミ リ以下の褐、赤

褐色粒、2.5ミ リ以 ドの半透明光沢粒、
黒色光沢粒を含む

外面にスス付着
一部風化著しい

弥生 甕 SLl 34.7〔
ナデ
エ具ナデ

工具ナデ

i鱗斯
劇

にぶい橙
(75YR 7ノ/4)

6ミ リ以下の褐色・赤褐色、45ミ リ以

下の灰褐色、4ミ リ以下の灰 白色、3

ミリ以下の半透明光沢粒 を含む

スス付着
あげ底

弥 生 甕 SLl 2415 路.3[
横・斜方向の
ナデ

横・斜方向の
ナデ

橙
(5YR 7/6
7.5YR 7/6)

橙(5YR7ノ/6)

にぶい赤褐
(5YR 5/3)

3～ 5ミ リ大の灰色・褐色粒、3ミ リ以

下の灰・灰白・黒の砂粒を多 く含む。
3ミ リ以下の透明光沢粒を少 し含む

輛 に嘲隊ス傍

弥 生 甕 SLl
横・縦・斜方
向のハケ日
横ナデ

斜方向のハケ日
ヨコナデ

にル端
(Ⅳ R4/4)
相 15YR4/61

明赤褐
(5YR 5ノ /6)

8ミ リ以下の淡黄色粒、4ミ リ以下の赤褐
色粒、2ミ リ以下の透明光沢粒を含む

輛 1魂豚ス構

弥 生 甕 SLl 横・縦・斜方向の
工具ナデ

横・縦・斜加
工具ナデ

燈(75YR 7/6)

1鍛燈付R6/4)

剛 (5YR 4′ )

橙に5YR 7/61

にぶい黄橙
(10Y R 7/4)

45ミ リ以下の赤褐、4ミ リ以下の灰
色粒、3ミ リ以下の透明・半透明光沢

粒を含む

獅 .¬隊ス備
鰤 ・珊 気翻輔

みlrt

弥生 甕 SLl ナデ

指押 さえ
ナ デ

浅黄橙tOYR 8/4

15YR 3/61

にぶい褐175YR 6/4)

澄(7.5YR 6/61

にぶ曜 15YRシ 1)

浅黄量00YR3/0

6ミ リ以下の赤褐色・褐色粒、4ミ リ以下の黄
灰白色粒、3ミ リ以下の半透明光沢粒、15
ミリ以下の黒色光沢粒を含む

外面にスス付着
師 1調麟 備
あげ底

弥生 甕 SLl 横ナデ
エ具ナデ

斜方向のナデ
エ具ナデ

燈(75YR 7/6)
にぶい黄橙
(10YR 7/4)

橙にⅣR7/61

灰黄褐
(10YR 6/2)

15ミ リ以Ю赤褐・白色私 5ミ リ班下の灰掲灰色の楓45

ミリ以下灰色楓 35ミ リ班
=咲

透ワl光沢触 25ミ リ以下

喋 色光沢私 2ミ リ班
=蝿

明光沢粒を多く舗
外面にスス付着

弥 生 甕 SLl 34.1

横・斜方向の
工具ナデ・横
ナデ

の
横

鰤

一

デ

横

エ

ナ

橙
(5YR 7/6
25YR 6/8)

橙
(25YR 6/8)

6ミ リ灰ドの赤lJI色 、4ミ リ以下の灰自由色

粒・半透明光沢粒、3.5ミ リ以下の黒色粒、
3ミ リ以下の黒色光沢粒を多く含む

獅 .器ス1措
淑渡

1 弥 生 甕 SLl 鱗方向のハケロ
ナデ・1脚ドさえ

横・斜方向の
ハケロ・指ナデ

計(15YR 7/6}
1黄 橙00YR 3/0
こぶい黄橙颯OYR7/1}

橙に5YR 6/61

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

5ミ リ以下の掲色、4ミ リ以下の灰色・半
透明黒色光沢粒、35ミ リ以下の赤褐色

粒を多く含む

刻み目突帯
黒斑

弥 生 甕 SLl ナデ・ヨコナ
隣ナデ

橙(5YR 6/6)
にぶい橙
(5YR 6/4)

魔(5Y Rン 6)

にぶい褐
(75YR 6/3)

3ミ リ以下の褐・黄色粒、2.5ミ リ以下の灰色

粒、2ミ リ以下の半透明光沢粒、15ミ リ以

下の透明・黒色等光沢粒を含む

鰤・嘲隊ス艦
輛・・al鰍

弥 生 甕 SLl
隣方向のハケロ
騰・斜方向の

ナデ
ナ デ

浅黄橙
(75YR 8/6)

黄橙
(75YR 7/8)

4ミ リ以下¢澄色、35ミ リよh‐0灰色・乳自色 3ミ

リ嫉ドα黒・赤褐色粒・半透明光醜 25ミ リ以下
の透明光ツ螂12ミ リ班 喋゙ 色光沢粒を多く含む

夕情静・・alヒ鰈
二部スス付着

弥 生 甕 SLl 横・斜方向の
工具

横・斜方向の
ハケFI

指押さえ

橙に5YR 6/6)

にぶい褐
(7.5YR 5/3)

橙
(75YR7/も

6/61

6ミ リ以下の赤色粒、4ミ リ以下の黄色粒、3

ミリ以下の褐色粒・灰色粒・黒色半透lyl等光
沢粒を含む

矯 ,4豚ス備

弥 生 十亜 SLl
ハケロ
丁寧なナデ

横・斜フリわ
ハケロ
■‐J‐デ・指ナデ

黄橙
(10YR 8/6)

黄橙
(10YR 8/6)

75ミ リ以下の赤褐色、35ミ リ以下の灰色、
3ミ リ以下の黒色・乳白色・半透明光沢粒、2

ミリ以下の黒色光沢粒を多く合む

櫛描波状文
知 に一樹鰯
線刻・二重「 1縁
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表13 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (5)
И
引
翻

種別 器種
出土

地 点

法 量 (clll) 調 整 調色
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥生 一霊 SLl
横ナデ
横・斜方向の
ハケロ

ナデ・横ナデ 橙(Ⅳ R6/6
75YR 6/61

橙
(7.5YR 7/6)

5ミ リ以下の赤褐色・灰色、4.5ミ リ以下
の黒色、2ミ リ以下の白色・半透明光沢
粒を含む

内面風化著しし
二重口縁

弥生 SLl ナ デ
鹸 橙
(75Y R8/4)

i鍛橙
(75YR 8ノ/4)

25ミ リ以下の褐色粒、 2ミ リ以下の
灰色・赤褐色粒・黒色光沢粒を含む

櫛描波状文
二重口縁

弥生 一霊 SLl 21.2 ナ デ
えヽ

デ
さ

ナ
押

横

指

浅黄橙
00YR 8/4)
淡黄仏5Y8/4)

炎黄(10YR 8/4)

海橙l10YR 8/6)

4ミ リ以下の灰・茶・黒・半透明の
砂粒、1ミ リ以下の砂粒を多 く含む。
2ミ リ以 下の黒色透明光沢粒を含む

櫛描波状文
二重回縁

弥 生 一亜 SLi 黄方向のミガキ
嵯方向の工具ナテ

工具ナデ
斜方向のハケロ
指押さえ

明黄褐
(10YR 7/6)

聯褐l10YR 7/6)

搬 (10YR 8/4)

8ミ リ以下の橙色粒、45ミ リ以下の赤褐色粒、35
ミリ以下の灰白色粒、3ミ リ以下の半透明黒色等
光沢粒・褐色粒、25ミ リ以下の自色粒を含む

線刻
130と 同一lll体

と思われる

弥生 十亜 SLl タテ・横ナデ ナ デ

橙(7Ⅳ R6/6)
にぶい橙
(75YR6/4)

橙
(7.5YR 6/6)

5ミ リ以下の赤色粒、4ミ リ以下の褐色粒
3ミ リ以下の灰白色粒・半透明光沢粒、1

5ミ リ以下の黒色光沢粒を含む
外面スス付着

弥生 一亜 SLl ナ デ
ナデ

指押 さえ
橙
(75YR 7/6)

聯 00YR7/6)
こぷい黄橙
10YR 7/4)

3ミ リ以下の灰白・黒・灰・褐色の砂粒
2ミ リ以下の黒色透明光沢粒を含む

外面一部黒変
スス付着

弥生 一笠 SLl 斜方向のハケロ 餅方向のハケロ
登(Ⅳ R7/6

lⅣ R7/6)

これ嘴橙憲ⅣR7/4)

登(5YR 7/6
75YR 7/6)

6.5ミ リ以下の赤色粒、 3.5ミ リ以下
の褐色粒、2.5ミ リ以下の半透明光沢
粒、2ミ リ以下の灰・黒色粒を含む。

弥生 一亜 SLl
斗方向のハケロの

籍方向のミガキ

聯 ス指押さえ

横・斜方向の
ハケロ
斜方向の工具ナデ

橙にⅣR7/61
にぶい橙
(75YR 7/4)

にぶい苗燈
(10YR 7/4)

蠅 l10YR8/4)

5ミ リ以下の赤褐・褐色粒、2ミ リ以下の
黒色光沢粒、1.5ミ リ以下の半透明光沢
粒を多く含む

外面…一部黒変
線刻か、刻み目
婿

1∝ 弥生 高杯 SLl 24.2
黄・縦方向の
ミガキ

黄,斜方向の
ミガヽ 推押さえ

橙
(75YR 7/6) 樽彫

65ミ リ以下の赤褐色、45ミ リ以下の灰白
色、3ミ リ以下の褐色粒、2.5ミ リ以下の半
透明黒色等光沢粒を多く含む

外面…一部黒変

弥生 高杯 SLl 縦方向の ミ
ガキ

ナ デ
i競橙
(7.5YR 8ノ/6)

證15YR 7/6)
黄橙
(10YR 8/6)

65ミ リ以下の赤褐色、35ミ リ以下の灰色粒・半
透明光沢粒、3ミ リ以下の淡黄色、自色泄、25ミ

リ以下の黒色光沢粒を多く含む。
外面…風イヒ気味

l∝ 弥 生 高杯 SLl ナデの上をミ
ガキ 指ナデ 橙

(5YR6/8)

橙(5YR 7/6)
灰黄褐
(10YR 4/2)

5ミ リ以下の赤褐色、3、 5ミ リ以下の褐色粒、
2ミ リ以下の黒色・半透明光沢粒を含む

透かし3ヶ 所
内面…黒斑

弥生 SLl 横ナデ・ナデ ナ デ

橙に5YR 7/61

明黄褐
(10YR 7/6)

橙
(7.5YR 7/6)

5.5ミ リ以下の赤褐色・灰色・褐色粒
4ミ リ以下の黒色光沢粒、 2.5ミ リ以
下の半透明光沢粒を多 く含む

外面…一部黒変

108 弥生 SLl
縦方向の工具
ナデ
ナデ

ナ デ
橙
(75YR 7/6)

橙
(75YR 7/6)

5ミ リ以下の赤褐色粒、25ミ リ以下の褐
色・灰色粒・半透明光沢粒、2ミ リ以下
の黒色光沢粒を含む

109 弥 生 SLl ナデ・横ナデ
ハケロの後ナデ

横ナデ
指押さえ
(工具痕あり)

登(5YR 7/6
75YR 7/6)

橙
175YR 7/6)

4ミ リ以下の褐色粒、3ミ リ以下の灰色粒、2

.5ミ リ以下の乳白色・赤褐色の粒、2ミ リ以
下の半透明・黒色等光沢粒を多量に含む

外面にスス付着

弥生 SLl
ナデ・指押さえ
横・斜のナデ
枷 ミガキ

斜方向のハケロ
登(19rR7/6

ⅣR7/6)
橙
(75YR 6/81

6ミ リ以下の赤褐色粒、35ミ リ以下の半透明光沢粒
3ミ リ以下は 自色粒・透明光瀧 25ミ リ以下の
褐醜 2ミ リリi喋色光沢粒を多鼠壕 、

取ってlヶ所あり)

節 lした,ヨ陽り

弥生 甕 SL2 Z
横・斜加 ナデ

部分的に煤付
着痕

横・斜方向の
ナデ
指事Fさ え

こぷい橙IⅣ R7/1)

こぷい褐15YR 6/3)

[仏 5YR 6/琲

橙像ⅣR6/6)
にぶい橙
(75YR 7/4)

4～ 5ミ リ以下の褐色の粒、3ミ リ以下の
灰褐色・褐色・黒・淡黄橙の砂粒を含む

弥生 甕 SL2 ナデ ? 横ナデ ?

齢 tOYR8/4
にぶい苗橙
(10YR 7/3)

浅競
(10YR8/4)

3ミ リ以下の茶・黒・灰褐色・灰色の砂
粒 を多量に含む。1ミ リ以下の透明・

黒の光沢粒を少 し含む
内 ,外面…同化

弥生 甕 SL2 24.8
ハケ日
ナデ

横・斜方向の
ハケロ

灘ie 5Y8/4)
にぶい黄橙
(10YR 7/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

離 00YR8/0

4ミ リ大の褐色の粒、3ミ リ以下の褐色灰
褐色の砂粒、2ミ リ以下の透明光沢粒
を含む

外面…風化気味

弥 生 甕 SL2 ナ デ ケヽロ
にぶい黄橙
(10YR 7/4)

浅黄伝ⅣR7/3)

にぶい黄橙
(10YR 7/3

7/4)

3ミ リ以下の灰褐色・灰・茶・半透明の
砂粒を含む 外面…スス付着

弥生 甕 SL2
貿・羅・斜加神リデ
I具 による?横方
向の端部痕

工具ナデ 橙
(7.5YR 7/6)

1能 (10YR7/6)

離 (10YR8/4)

4～ 5ミ リ大の茶・灰褐色の粒、3ミ リ以
下の灰・茶・黒の砂粒を含む

外面にわずかに
スス付着

弥生 甕 SL2
ヘラエ具による

饉力向のナデ
隣・斜方向のナデ

方斜縦

ナ

さ

横．帥
脚

慰lⅣ R7/6)い 囀0

YRИ )い澄15YF

7/4)1識 橙IⅣRИ )

|力澄15YR7/4)

にル1尋橙
(10YR 7/4)

3ミ リ以下の褐色・灰・黒・半透明
の砂粒を含む

夕「面に―ギ部品瀬姪
スス付着、あげ底

弥生 甕 SL2 ナ デ ナ デ

浅黄橙
17.5YR 8/6)

黄橙(lllYR 3/6)

黄橙
(75YR 8/8
10YR 8/6)

5ミ リ以下の働鳳圏憲 4ミ リ坂動 ・灰白色・

乳白色硼触 35ミ リ以下の黒鯰 3ミ リ以下の半
透明光瀧 2ミ リ以下の黒色光沢粒を多量に舗

刻み日突帯
外面にスス付着
内面…風化気味

弥生 甕 SL2 ナ デ ナ デ

黄橙(lllYR 8/6)

淡黄(25Y8/4)

橙 (75YR 7/6)

橙
(7.5YR 7/6)

4ミ リ以下の灰色粒、3.5ミ リ以下の褐色粒、
3ミ リ以下の半透明光沢粒・乳白色粒、25
ミリ以下の黒色粒を多量に含む

刻み目突帯

弥生 甕 SL2
ナテ縦方向のナデ
の上から横方向の
ナデ(工具痕あり)

黄方向のナデ 鹸 橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8/4)

4ミ リ以下の赤褐色粒、3.5ミ リ以下の灰
白色粒、3ミ リ以下の褐色粒、2ミ リ以下
の半透明光沢粒を含む

弥生 甕 SL2
横・斜方向のナデ
鐵方向のナデの上
から横方向のナデ

横・斜方向の
ナデ

浅黄橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(75YR 8/4
10YR 8//4)

4.5ミ リ以下の褐色粒、3ミ リ以下の灰白
色粒、2ミ リ以下の半透明光沢粒を含む

外面全体にスス

1措

一-86-一



表14 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (6)

ィ
川
締

種別 器種
出土

地点

法 量 (cm) 調 整 調色
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥 生 甕 SL2
ナデ (斜方向
の工具による
ナ→

横・斜方向の
ナデ

橙にⅣR7/61
黄橙
(7Ⅳ R7/8)

鹸 橙
(7.5YR 8/6)

３ヽ４
艶

り大の褐色の粒、3ミ リ以下の灰
黒・半透明の砂粒を多く含む

外面にスス付着

弥生 甕 SL2 ナデ
部分的ハケロ

隣ナデ
橙●ⅣRル′⑥
褐灰
(10YR 6/1)

橙(Ⅳ R7/6)
浅黄橙
(15YR 8/鋤

5ミ リ以下の赤褐色・灰色の粒を含む

弥 生 甕 SL2
えヽ

デ
押

ナ
指 ナ デ

灰白
(10YR 8/2)

天自(10YR 8/1)

島灰allYR 5/1)
4ミ リ以下の褐色・灰・淡橙の砂粒を含む あげ底

124 弥 生 甕 SL2 腱・斜方向のナデ

指押さえ
横.縦方向のナデ

指押さえ
鹸 橙
(10YR 8/3)

褐灰
(10YR 5/1)

3ミ リ以下の暗褐色・灰 白・半透明の

砂粒 を含む
内面…全体的に

黒変

弥生 十霊 SL2
工具でナデた

後指ナデ

指押さえ

指ナデ
指押 さえ

蠍 5YR 3/4

111a5YR 7/8

え褐にⅣR5/21

,菊誨橙
(7.5YR 8/4)

2～ 4ミ リ大の褐色の砂粒、 2ミ リ以
下の黒・灰色の砂粒、2ミ リ大の透明
の光沢粒を含む

外面…黒変
あげ底

126 弥 生 甕 SL2
ハケロ・ナデ
横ナデ 横ナデ 灘

(10YR 8/3)

にぶい黄橙
(10YR 7/21

4ミ リ以下の茶・灰褐色・灰色 の砂粒 、
2ミ リ以下の透明・黒の光沢粒 を含む

外醐 .燃出の動
外瀬 に■陣 備
あげ底

弥生 甕 SL2
工具による斜
方向のナデ

←→器指ナガ

ナデ
縦方向のナデ

にぶい橙
IⅣR7/4)

灰褐15YR 6/2)

にぶい黄橙
(5YR 7/4)

3ミ リ以下の黒・褐色の砂粒 、 2ミ リ
以下の透明の光沢粒を含む

外面・1穆ξあげ底
[櫛 機̈

1菱 弥 生 十亜 SL2 ナデ・工具に
よるナデ

指ナデ・ナデ
指押さえ

橙
(15YR 7/6)

登に5YR7/6)

炎黄仏5Y8/3)

4ミ リ以下の灰色・褐色・黒色・赤褐色の粒
3ミ リ以下の白色粒、2ミ リ以下の半透明
光沢粒を含む

二重口縁…櫛描
波状文

弥 生 一霊 SL2 ナデ・工具ナデ
ナデ(上薔.Tttrrナ デ)

指ナル指押さえ化静.す

701に斜方向01剛麟

溺證(10YR8/4)

聯鵡(10YRИ )

麟 l10YR8/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/21

3ミ リ以下の赤褐色・褐色・灰・黒の砂粒、
2ミ リ以下の透明・黒の光沢粒を含む

二重口縁…櫛描
波状文

弥生 一亜 SL2 横・縦方向の
工具ナデ

横方向の工具
ナデ
横方向のミガキ

浅黄橙
(10YR 8//4)

浅黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の褐色粒・灰白色粒・半透明光沢粒
1ミ リ以下の黒色光沢粒を含む

二重口縁
99と 同一個体と

思われる

弥 生 一笠 SL2 211.7 横ナデ 横ナデ 黄橙
(75YR 3/8)

i支輔
(10YR 8/4)

4～ 5ミ リ大の褐色の粒、3ミ リ以下の灰
白・灰・黒・灰褐色の砂粒、黒透明の

光沢粒を含む

二重口縁

弥生 士霊 SL2
ナデ・ミガキと思わ
M力 属ヽ砒の為単
働 まヽっきりしない

ナ デ

識橙れⅣR3/4)

こlil噴 橙(IYR 7/1)

登175YR 7/61

麟橙(10YR8/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

4～ 5ミ リ大の灰・黒・褐色の粒、 3ミ リ以下の

灰褐色・黒・赤褐色の砂粒を多く含む。2ミ リ以

下の半透明・黒の光沢粒を含む

風化気味
二重口縁か。

弥 生 一亜 SL2 4

ヨヨナデ・ヘラ状工

夕9こよ様・脚鴨
のナデ

蹟ナデ・指ナデ
ヘラ耀 によ
るナデ

漏證(10YR8/4)

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

灘
(10YR 8/4)

4ミ リ以下の灰色・赤褐色の粒、3ミ リ以

下の乳白色・黒色・褐色の粒、2.5ミ リ以

下の半透明・透明光沢粒を多量に含む

外面…スス付着
瓢

134 弥生 一霊 SL2 )\t'H )\r E
聯 00YR7/6)

にぶい競
(10YR 7/4)

こぶい黄揚(IYRν9
こぶい黄橙(Ⅲ R7/31

2ミ リ以下の半透明・乳 白色の砂粒
を少 し含む

内面…黒変

弥 生 一亜 SL2 計方向のナデ 礎方向のナデ
にぶい橙
(7.5YR7/4)

明褐灰
(7.5YR 7/2)

り以下の灰褐色・茶・黒 の砂粒 、
り以下の黒透明の光沢粒 を含む

ヘラ記号

弥 生 十亜 SL2 螂.3[

黄ナデ・ナデの後
ミガキカ、
ま部…ミガキ

ナデ

個剛苺痕あり)

(5YR 7/6
7Ⅳ R7/6)

にぶい黄橙
(10YR 7ノ /4)

橙(5YR 7/6)

45ミ リ以下の赤褐色粒、4ミ リ以下の灰色・黒色
・褐色の粒、35ミ リ以下の半透明光沢粒・橙色
粒、3ミ リ以下の黒色光沢粒を多量に含む

風化著 しυ

弥 生 一亜 SL2
17‐ `擬ナ詢止か味方髯
嘱鎌脇ミ鵬
躙麟紛融 マ

ナデ,指押さえ
工則こよる横・鐵
斜方向のナデ

橙('rR 7/8)

浅黄燈
(75YR 8/6)

橙(5YR 7/8)
にぶい橙
(75YR 7/3)

7ミ リ以下の褐色粒、35ミ リ以下の赤褐色
粒、2.5ミ リ以下の半透明光沢粒、2ミ リ以

下の透明・黒色等光沢粒を多量に含む
外面に一部黒斑

lI 弥 生 高塔 SL2 22.9

ナデ・横・縦・

斜方向のミガ
キ

横・斜方向の
ミガキ
ナデ・指押さえ

15YR7/87/6}灘

6YR 6/6

15YR6/0杯

攪僻R7/61

にぶVヽ黄橙(IYR,4)

黙 15YR 7/1

4ミ リ以下の赤褐色粒、2.5ミ リ以下の灰色粒
2ミ リ以下の透明光沢粒を含む

暗紋
三方透か し

弥 生 高不 SL2 横・斜方向の
ミガキ

横・斜方向の
ミガキ

(5YR 7/6
75YR 7/6)

臓(5YR eる )

にぶい橙
(75YR 7/4)

3～ 6ミ リ褐色の粒、2ミ リ以下の透明・黒の

光沢粒を少し含む。2ミ リ以下の褐色・灰色
の砂粒を含む

弥 生 高杯 SL2 横ナデ
丁寧なナデ

ナデ
ミガキ

黄橙
(10YR 8/6)

登175YR 7/6)
輔 00YR8/4)

尋反00YR 4/1)

3ミ リ以下の褐色粒・半透明光沢粒、
1.5ミ リ以下の黒色光沢粒を含む

内面…一部黒斑
則 鰍

弥 生 高不 SL2
ミガキ

隣ナデ
ナデ(部 分Ю

ナデ
指押さえ

臓
(5YR 7/8)

登(5YR 7/8
7ⅣR7/61

5ミ リ以下の赤褐色粒、2ミ リ以下の

半透明・黒色等、光沢粒 を含む
鰤 …■レス備

弥 生 高杯 SL2 ナ デ ナ デ
浅黄橙
(10YR 8ノ/4)

厳 橙
(10YR 8/3)

3ミ リ以下の灰褐色・灰。白・黒・半透
明の砂粒、透明の光沢粒を含む

弥 生 高杯 SL2 21.5 黄方向のナデ 蹟方向のナデ 澄
(7Ⅳ R7/6)

橙
(7Ⅳ R7/6)

4ミ リ以下の灰褐色粒、3ミ リ以下の赤褐
色粒、25ミ リ以下の黒色光沢粒、2ミ リ
以下の半透明光沢粒・灰色粒を含む

透かし
裾部に沈線

144 弥 生 鉢 SL2 ナデ・横・縦・

斜方向のナデ
横・縦・斜方
向のナデ

橙
(75YR 7/6)

燈(2Ⅳ R6/6)
證17ⅣR7/6)

3ミ リ以下の茶・灰褐色・灰・半透明の砂粒
25ミ リ以下の透明・黒の光沢粒を含む

外面の広範囲
に黒斑

弥 生 SL2 荒いナデ
ハケロ

荒いナデ
ハケFI

黄橙17Ⅳ R 7/81

聯 l10YRИ )

朧 鰤 R6/2)

橙に5YR 7/61

灰黄褐
(10YR 6/2)

5ミ リ以下の褐色粒、25ミ リ以下の黒色

光沢粒、4ミ リ以下の灰色・赤褐色の粒
3ミ リ以下の乳白色粒・半透明光沢粒

丸底

―-87-―



表15 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (7)

″

川
紛

種別 器種
出土

地 点

法 (cm) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥 生 甕 SL2 32.8
横・斜方向の
ナデ 横ナデ

浅黄橙
(10YR 8//4)

艦00YR 8/4)

黄澄tOYR 3/0
におい黄楡船YR7/31

3ミ リ以下の褐色・灰・灰褐色 ,半 透明
の砂粒を含む

内面は風化知来

弥 生 甕 SL3 ナデ
エ具ナデ

ナデ

横ナデ
浅黄橙
(10YR 8//4)

淡黄仏5Y8/4)

暗灰黄
仏5Y5/幼

3ミ リ以下の灰褐・赤褐 ・褐・褐灰
色の砂粒、2ミ リ以下の半透明、透
明の光沢粒を含む

1/Nllll調 朧

弥生 甕 SL3
ナデ

斜方向の工具
ナデ

横・斜方向の
ナデ

月掲(75YRレも)

唐褐15YR 3/3)

麟褐(10YR7/61

黄橙(10Y R 8/6)

浅苺壼
(10YR 8/4)

5ミ リ以下の赤褐 ・灰褐・灰色の砂
粒、 1～ 2ミ リの半透明の光沢粒 を

少 し含む。

弥生 甕 SL3
横・斜方向の
ナデ
ナデ

工具ナデ
黄橙
(10YR 8//6)

浅黄橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の黒・灰・褐色・灰自の砂粒を多
く含む
2ミ リ以下の黒・透明の光沢粒を少し含む。

弥 生 士亜 SL3 ナ デ
ナデ
(工具痕あり)

黄橙(IⅣ R ν③
浅黄橙
(10YR 8/41

齢橙(Ⅳ R8/4)

にぶい黄橙
(10YRИ )

4ミ リ以下の赤褐・褐灰色の砂粒
3ミ リ以 下の灰・灰褐・灰白色の砂粒
2ミ リ以下の透明・黒色の光沢粒を含む

弥 生 一霊 SL3 斜方向のハケロ
の後ナデ、ナデ

指押さえ
ハケFI

澄(75YRンO
にぶい橙05YRみ4)

にふ1黄量仙YR1/1)

浅黄橙
(10YR8/′ 4)

2ミ リ以下の赤褐・橙・灰・褐灰色の砂粒
2ミ リ以下の黒色の光沢粒を含む

外面にスス付着

弥 生 甕 SC2 蹟ナデ 隣ナデ
橙
(5YR 7/6)

黄橙
(10YR 8/6)
橙(5YR7/6

2ミ リ以下の灰・褐色・黒・半透明の砂
粒を含む。

外面にスス付着

弥 生 甕 SC2
粗いナデ・指
押さえ
(工具痕あり)

ナデ

(工具痕あり)

指押さえ

にぶ峨澄ωYRられ)

にぶ罐30YRιる)

認證(ⅣR8/3)

掲灰l10YR 6/1)

掲灰(10YR 4/1)

4～ 5ミ リ以下の褐・赤褐色粒
3ミ リ以下の灰・褐色砂粒を含む

外面全体にスス付着
あげ底

154 弥生 甕
横・斜方向の
ナデ(工 具痕
あり)

横・斜方向の
ナデ(工 具痕
あり)

橙(5YR7/6)
にぶい黄橙
(lllYR7/4)

橙
(5YR 7/6)

5ミ リ以下の褐色・赤褐色粒
4ミ リ以下の灰色・手L白 色粒
2ミ リ以下の黒色・半透明等光沢粒を含む

弥 生 甕
ナデ
横・斜方向の
ナデ

ナデ

横・斜方向の
ナデ

橙
(5YR 7//8)

淡壼辞 R8/4)
浅黄橙
(75YR 8/6)

4～ 5ミ リ大の褐色の粒
3ミ リ以下の灰・褐色・黒い半透明の砂粒
2ミ リ以下の透明の光沢粒を含む。

弥 生 甕 横ナデ 蹟ナデ
にふ嘴橙
(10YR 7/36/31

にぶヤ1黄暢10YR3/1}

にぶ1噴橙10YR1/3)

65ミ リ以下の褐色粒、35ミ リ以下の半透
明光沢粒、3ミ リ以下の白色粒を含む

弥 生 甕 ナ デ ナ デ
厳 橙
(10YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8ノ /4)

4ミ リ以下の黒褐・赤褐色粒
35ミ リ以下の灰白色粒
2ミ リ以下の半透明・黒色等光沢粒を含む

弥生 甕
ナデ
斜方向のナデ

ナデ
(■具痕あり)

橙
(5YR 7ノ /8)

橙(ⅣR7/6)
にぶし蠅

3～ 4ミ リ大の灰褐色の粒
2ミ リ以下の褐色・灰褐色・半透明の

砂粒を含む
外面にスス付着

弥 生 甕
ナデ

(工具痕)

横ナデ・斜方
向のナデ
(■具痕)

橙
(5YR 7/6)

i叢橙
(10YR 8/4)

3ミ リ以下の褐色粒、2ミ リ以 ドの黒
色粒・半透明・透明・黒色等光沢粒 を

含む。

弥 生 甕
ナデ (縦・斜
方向のハケ日)

ナデ (横・斜
方向のハケ日)

にぶい黄橙
(10YR 7/3)

!競橙腋 R勁
にぶい黄橙
(10YR 7/4)

4ミ リ以下の赤褐色粒、2.5ミ リ以下の灰
色・乳白色粒、2ミ リ以下の半透明光沢粒
を含む。

弥 生 甕
ナデ

榔 にミガキ)

ミガキ
橙(7Ⅳ R6/6)
にぶい褐
(7Ⅳ R「o/3)

灰褐
(5YR 4//2)

2ミ リ以下の赤褐・灰色粒
1ミ リ以下の光沢粒 を含む

弥 生 甕 ナ デ
『ア

デ

ナ

ナ
横

にぶし澄
(Ⅳ R7/4)
離 lb■ R8/4)

灰自伝ⅣR8/21

にぶい橙
(ⅣR7/4)

25ミ リ以下の褐・黒・灰色・半透明光
沢粒、2ミ リ以下の透明光沢粒、15ミ リ
以下の黒色光沢粒を合む

弥 生 甕 ナ デ ナ デ

1脚 l101R7/6)

にぶい黄橙
(10YR И )

にふ蠅
(OrR 6/37//り

1.5ミ リ以下の褐色粒・黒色・半透明等
光沢粒及び、微細な淡黄色粒を含む

164 弥 生 甕 ナ デ ナ デ

:聯 l10YR%)
にぶい黄橙
(10YR 6/3)

に1ヽ 熾ヽ
(10YR 6/37/tl

15ミ リ以下の褐色粒・黒色・半透明
等光沢粒
微細な淡黄橙を含む

弥 生 甕 ナ デ ナ デ

登(テFR7/6)
登17,FR7ハ )

細喝15YR3/1)

浅黄橙
(10YR 8/rl)

25ミ リ以下の褐色粒
2ミ リ以下の半透明・黒色等光沢粒
を含む

外面にスス付着
あげ底

弥 生 甕 ナ デ ナ デ
瞬

И
Ⅳ

Ⅳ
i蛾 (25Y8/3)

級 仏Ⅳ6/1)

3ミ リ以下の褐色・乳白色・半透明・黒・灰
褐色の砂粒を多く含む。
2ミ リ以下の透明の砂粒を含む

内.夕婦砂:に剛ヒ知来
外面に一部黒斑

弥 生 甕 ナ デ
ナデ
(工具痕あり)

にぶい赤褐
(Ⅳ Rシ1)

暗赤褐(Ⅳ Rンυ

橙(5YRe/も )

橙175YR6/6)

4ミ リ以下の赤褐色粒
2.5ミ リ以下の半透明光沢粒・白色粒
を含む

刻み目突帯
外面にスス付堵

1便 弥 生 甕

縦方向のナデ

指ナデ
ナデ・指押さえ

縦横牟防向の
ナデ

指押さえ

にぶいま橙
(10YR7/4)

橙(Ⅳ R7/0

明褐灰
(75YR 7/2)

4～ 5ミ リ大の褐色の粒
3ミ リ以下の灰・褐色・灰白の砂雅
2ミ リ以下の透明の光沢粒 を含む

底部付近に粘土の
たるみ

llllll調 翻躊み抵

弥 生 甕
斜方向の工具
ナデ

紡 向のナデ
にぶし澄
(75YR6/4)
橙(75YR7//6)

黒褐
(10YR 2//2)

3ミ リ以下の灰 ・黒 ・褐色・半透明
の砂粒 を含む

弥 生 甕
粗なナデ
ナデ ナ デ

證
(5YR 7/6)

燈(Ⅳ R7/6)
賜灰
僻 R4/1)

4ミ リ大の灰褐色・暗褐色の粒
3ミ リ以 ドの灰褐色・灰白・褐色・乳 白
色・黒の砂粒・透明の光沢粒 を含む

あげ底
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表16 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (8)

口
引
紛

種別 器種
出土

地 点

法 量 (clll) 調 整 色 調
土 備  考

日径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥生 甕 ナ デ ナ デ

い 激ⅣRИ
I力難

ωYR7/4

浅黄橙
(7.5YR 8/4)

3ミ リ以下の灰褐色・灰 ・赤褐色・

黒・半透明の砂粒、黒・透明の光沢

粒を含む

弥 生 士亜

ナデ
(縦方向の工
靭 あり)

ナ デ

満鍛05YR3/0
聯萩IⅣ R7/11

橙2Ⅳ R7/6)

にぶい橙
(75YR 7/4)

掲灰(10YR 4/1)

3ミ リ以下の赤褐色・黒・半透明

灰褐色の砂粒
2ミ リ以下の黒い光沢粒を含む

あげ底

弥 生 一亜 ナ デ ナ デ
競
15YR 8/4)

橙
(5YR 7/6)

3ミ リ以下の灰・褐色・黒の砂粒を多量に含む

2ミ リ以下の半透明・透明・黒の光沢粒を含む

弥 生 一亜 痕
デ
具

ナ
エ えヽ

デ
押

ナ
指

韻 橙
(75YR 8/4)

!簸橙
(7.5YR 8/6)

4～ 5ミ リ大の灰褐色の粒
3ミ リ以下の灰・黒・灰 白・褐色の

砂粒を多量に含む。
外面にスス付着

弥 生 奮亜 ナ デ ナ デ
橙
(75YR 7/6)

橙
17,rR 7ノ4)

3ミ リ以下の灰色・褐色粒
2ミ リ以下の半透明光沢粒を含む

弥 生 一霊 ナ デ
厳 橙
(10YR 8/4)

にぶい橙
(75YR 7/′ 4)

4ミ リ以下の褐色粒、3ミ リ以下の灰色粒
2ミ リ贋下の黒色・半透明等光沢粒を含む

櫛描波状文
二重 |¬縁

弥 生 一亜 ナデ ナ デ
にぶい橙
(5YR 7/4)

麟
(10YR 8/3)

離 15YR 8/4)

6ミ リ以下の褐色粒、2ミ リ以下の乳白色

粒・半透明・黒色等光沢粒を含む。
櫛描波状文
二重口縁

弥 生 一亜

横ナデ

縦・斜方向の

工具ナデ

I裸けデ・ナデ

指押さえ
橙
(Ⅳ R И 7/6)

仄白に5YR 8/2)

澤橙
l10YRン 3)

4ミ リ以下の赤褐色粒
35ミ リ以下の灰色粒、25ミ リ以下の半透明光沢

粒、2ミ リ以下の黒色光沢粒・乳自色粒を含む

弥 生 一亜 横ナデ
デ

黎ご

ナ
押

廣

脂
厳 橙
(10YR 8/4)

淡黄
(25YR 8/4)

35ミ リ以下の灰色・赤褐色粒
1.5ミ リ以下の半透明光沢粒を含む

18C 弥 生 一笠 蹟・縦のナデ
横・斜方向の
ナデ

橙仏ⅣR7る )

にぶい橙
(Ⅳ R7/4)

灰掲(10YR rO/1)

にぶい橙
(15YR 7/4)

3～ 4ミ リ大の灰褐色の粒を少 し含む

微細な砂粒・光沢粒を多 く含む。
内外面に黒斑

弥 生 一亜
横・縦'卸詢
のミガキ、ナデ

横・縦・斜加
のナスリ‐デ

にぶtヽ責橙靱YR7/4}

によい橙15YR 7/4)

浅黄澄05YR И)

こぶセ噴燈輸YR7/1)

こぶい橙75YR 7/1)

職燈仙YR 3/4)

55ミ リ以下の灰色粒、5ミ リ以下の赤褐色粒、35

ミリ以下の黒・褐色粒、25ミ リ以下の透明光沢

粒、2ミ リ以下の黒色光沢粒を多く含む

二重日縁
櫛描波状文
外面に黒斑

弥 生 一霊 ナ デ 横ナデ
輔 (10YR8/4)

磁 (10YR6/2)

褐灰
(10YR 6/1)

4ミ リ以下の灰・灰白・黒・褐色の砂粒を含む
刻み目突帯
外面…部分的に黒変

t83 弥 生 黄ナデ、ナデ ナ デ
浅黄橙
(75YR 8//4)

満貨橙
(10YR 8/4)

0.5～ 4ミ リ大の赤褐色粒 を少 し、2ミ

リ以下の褐・黒 ・灰・灰褐色の砂粒
を多 く含む

貼付突帯

184 弥 生 一霊 隣ナデ 横ナデ
既
(5YR 7/6)

褐灰
(5YR 5/1)

3ミ リ以下の灰・黒色・半透明の砂粒・

透明の光沢粒 を含む。
線刻

弥 生 一亜

蘭・斜加 ミノ虐キ
渤mハ狙齢
ミガ主ナデ

震方向のミガキ

餅方向のハケR
雖 旬冗浦指市トラ

嚇らはⅣR%)
橙(Ⅳ Rしう

7Ⅳ R7ノ46)

橙17Ⅳ R6/8)
にぶい橙
(5YR 7/3)

6ミ リ以 下の褐色粒、3ミ リ以下の赤褐色

粒、25ミ リ以下の半透明光沢粒を含む。
内面…風化気味

弥 生 奮亜

横・縦・斜方
向のナデ
エ具痕あり

横・斜方向の
ナデ

燈2Ⅳ R7/O
澱橙05YR8/4
販 00YR 4/1)

灰白(10YR 8/2)

掲灰(10YR 5/1)

橙25YR 7/6)

4～ 5ミ リ大の灰褐色・暗褐色の粒
3ミ リ以下の灰・黒・褐色・暗褐色の砂

粒を多 く含む

弥 生 ナ デ
デ
押

ナ
指

ん

い

褐

師
腋

壼(「rR 6/6)

にぶい橙
(5YR 6/4)

3ミ リ以下の褐色粒を含む

188 弥 生 高杯

ナデ

指押さえ

斜方向のハケ日

ナデ
指押さえ

にぶい黄橙
(10YR 7/4)

灰自仏5YR 7/1)

黄灰25YR 5/1)

3ミ リ以下の灰・褐色・灰白の砂粒
2ミ リ以下の透明の光沢粒 を含む

弥生 高不 ナ デ ミガキ
1蛾橙
(10YR 8/3)

浅黄橙
(10YR 8/′3)

5ミ リ以下のう練絶
4ミ リ以下の灰色・黒色の粒
2ミ リ鱗F蠅 ・黒籠」幸洸」尋立・紬 雛 を舗

外面は全体的に風化
内面は風化気味

弥 生 高不
黄ナデ
嵯方向のミガキ縦方向のミガキ

漱證(10YR8/4)

…杯部…脚部

籟橙(IlfR И)

i{WR7/1)瑯 薔
鍮橙紅It7/0・ 樹部

5ミ リ以下の赤褐色の粒、3ミ リ以下の赤褐

色・灰・黒・褐色・半透明の砂粒を含む
四方透かしか。

弥 生 高杯

横ナス横・斜方向
のハケロ
横縦鋤 書ンリミ/it

横・斜方向の
ミガキ

離
(10YR 8/4)

7Ⅳ R8/4)

淡黄lyИ )

麟侶Ⅳ/21

にぶい黄橙(Ⅳ R,4)

3ミ リ以下のlal・ 赤褐色粒・半透明の光沢雅、
2ミ リ以下の黄・灰白色粒・黒色光沢粒を含む

暗紋

弥 生 高杯 ミガキ
ナデ・ハケ日の後
ミガキ、ハケロ

橙
(5YR 6ノ /6)

にぶい橙
(Ⅳ R7/4)
橙仏5YR 6/0

3ミ リ以下の暗褐・灰 白色の砂粒

黒色光沢粒を少 し含む

弥 生 高杯
ナデ・横ナデ

指押さえ
ナデ・横ナデ
指押さえ

橙
(5YR 6/6)

橙
籠RИ ∽ )

4.5ミ リ以下の褐色粒
3ミ リ以下の赤褐色粒
1ミ リ以下の乳白色粒を含む

弥 生 高不 横ナデ
隣・縦方向の
ナデ

橙
(25YR 6/6)

黄灰
(25YR 4/1)

2ミ リ以下の赤褐色・灰色粒
1.5ミ リ以下の黒色光沢粒を含む

内面…黒変

弥 生 鉢 ナ デ ナ デ

燈(75YR7/6)

黄橙(10YR8/6)

灰褐05YRしの

灘雉15YR8/61

灘 00YR8/4

朧 l10YR5/2)

3ミ リ以ドの赤褐色・褐色・灰・黒の砂粒
1ミ リ以ドの微細な砂粒・光沢粒を多く含む

内外面共に風化気味
内夕I面共に一部黒変
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表17 中大五郎第 2遺跡出土弥生土器観察表 (9)

口
引
翻

種別 器種
出土

地点

法 量 (gll) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥生 椀 13.3 蹟ナデ
デナ

デ

横

ナ

明褐灰(ⅣR7/勧

にぶい橙
(5YR 7/3)

にぶい橙
(75YR 7/4)

3ミ リ以下の灰褐色・黒・半透明の

砂粒、黒・透明の光沢粒 を含む
外面に黒斑
スス付着

弥生 鉢
斜方向のナデ
エ具痕

縦・斜方向の
ナデ
エ具痕

浅黄橙
(7.5YR 8/4)

浅黄橙
(10YR 8/3)

3ミ リ以下の灰・褐色・半透明の砂
粒 を含む
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胎土は 2 mm以下の灰色 。茶色の砂粒を含んでいる。19も 二重回縁の櫛描波状紋をもつタイプで、

口径は18.3cIIIで ある。調整は、外面に横ナデと縦方向のハケロを施 してある。内面は横ナデや

一部斜め方向のナデ調整が施されている。胎土は、 3 mm以 下の灰褐 。黒 。灰白 。茶色半透明の

砂粒を多 く含む。また、 2 mm以 下の黒色 。透明の光沢粒を含んでいる。20は 、小型の壷で底部

は、丸底である。胴部が丸 く張 り、頸部から口縁部にかけて緩やかに外反するものである。口

径が5.8cmで 器高が12.4cmで ある。外面の調整はナデや縦・斜め方向のハケロがみ られ内面は、

ナデや指押さえがみられる。21は 、壷で胴部が丸 く張 りをもつタイプで外面の調整は、横・斜

め方向のハケロ 。縦方向のナデの後 ミガキが施され、内面は縦方向の指ナデ縦・横 。斜め方向

のハケロを有する。色調は、外面が橙で内面が手屯い橙になっている。胎土は、 3 mm以下の赤褐 。

茶 。淡橙の砂粒を多 く含んでいる。22は 、壺の底部で平底のタイプである。底径は、7.4cmで あ

る。外面の調整は、縦 。斜め方向のハケロやナデを施されている。色調は外面が浅黄橙で内面

が褐灰である。胎土は、 3 mm以 下の灰白 。褐 。黒色 。半透明の砂粒を多 く含んでいる。

高杯 (23～ 29)・ 器台 (30)・ 台付鉢 (31)。 高台付碗 (32)・ ミニチュア (33・ 34)壺 (35)

23は 、高杯の口縁部で口径は、22.5cmで ある。内外面の調整は横ナデや ミガキ・横ナデや正

具ナデの後 ミガキが施されている。内外面の色調は橙である。胎土は 2 mm以 下の茶 。灰・灰白

の砂粒、 l mm以下の黒色・透明の光沢粒がみられる。24は 、高杯の完形品で口縁部が大 きく外

反するもので底部はラッパ状を呈 している。内外面の調整は横 。斜め方向のナデや ミガキ等が

施 してある。色調は、外面が橙 と浅黄橙で内面が橙 とにぶい黄橙である。胎土は、 4 mm大 の褐

色粒・ 3 mm以下の褐 。灰・黒色 。半透明の砂粒 。黒 。透明の光沢粒を含む。25は 、高杯の脚部

で調整は、外面が横 。縦方向のミガキで内面が縦方向のナデとミガキである。色調は外面が浅

黄橙で内面が褐灰である。胎土は 3 mm以 下の茶 。黒・灰褐色の砂粒 。黒色 。透明の光沢粒 を少

し含んでいる。26は 、高杯で脚部に三方透かしをもつもので口縁部が外反するが24よ りも短め

である。27は、高杯で調整は外面が縦方向のミガキで内面が指押さえとナデ調整が施 されてい

る。色調は、外面が橙で内面がにぶい黄橙である。 3 mm以 下の黒 。灰 。茶色の砂粒で透明 。黒

色の光沢粒を含む。28は 、高杯の脚部で調整は内外面は、ナデやミガキなどである。色調は外

面が橙 と浅黄橙で内面が橙である。 3 mm以 下の褐 。灰 。黒色 。半透明の砂粒である。透明・黒

色の光沢粒 を含む。微細な砂粒が多い。29は 、高杯で脚部がラッパ状 を呈 したものである。調

整は、 ミガキや横方向のミガキをもつものである。色調は内外面ともに橙 を呈する。胎土は 2

mm以下の赤褐・灰 。黒色 。半透明の砂粒を含む。30は 、器台の底部でラッパ状 を呈 している。

調整は、外面がハケロの後、縦方向のミガキで縦方向のハケロをほどこしているものである。

色調は外面が橙で内面が浅黄橙や橙を呈 しているものである。 7 mm以 下の赤褐色粒、 4 mm以下

の灰色粒、 3 mm以下の灰白・黒色粒 。2.5mm以 下の半透明光沢粒 。2 mm以下の黒色光沢粒 を含ん

でいる。31は、台付鉢で口唇部が外反 している。調整は、外面がナデや縦方向のナデで内面が

横 。斜め方向のナデ調整である。色調は、外面が黄橙 と鈍い黄橙である。胎土は、 2 mm以下の

赤褐色 。褐色 。灰色の粒 。l mm以 下の半透明光沢粒または、乳白色の粒を含む。32は 、高台付

碗で外面の調整は縦・斜め方向のミガキで内面は縦 。横方向のミガキがある。色調は内外面 と
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もに橙である。胎土は l mm以下の褐色 。赤褐色 。半透明の光沢粒である。0.5mm以 下の黒色光沢

粒や乳白色粒を含んでいる。33は 、ミニチュアの鉢で丸底で口径が8.8cmで器高が5.5cmで ある。

調整は、外面がナデで内面はナデと指押さえである。色調は外面が黄橙 と橙で内面が橙である。

34も ミニチュアの鉢である。国径が3.3c■lである。外面の調整は、外面はナデ調整で内面はナデ

と指押さえである。内外面の色調は浅黄橙である。胎土の状況は、 2 mm以 下の灰自色粒で l mm

以下の黒色粒 。赤褐色粒 。半透明の黒色等光沢粒を含んでいる。35は 、 3つ 日の壺で外面の調

整は横ナデと指押さえである。内面は横ナデと指押さえと縦方向の工具跡がみられる。

SA2出 上の遺物

甕 (36～ 39)

36は 、甕の完形で胴部の張 りが少なく口縁部が くの字に外反するもので口径が22.3cmで内外

面の調整は、横 。縦方向のナデ調整が施されている。色調は内外面ともに橙である。37は 、甕

の口縁部から胴部で口縁部が くの字口縁が外反するもので胴部の張 りが少ない。調整は、外面

が斜め 。縦方向のミガキや横方向のミガキがみられる。色調は内外面 ともに橙である。胎上の

状況は、4.5mm以 下の赤褐色粒 。4■m以下の黒色 。灰色の粒で 3 mm以 下の半透明 。透明光沢粒 。

乳白色粒を多 く含んでいる。38は 、甕の口縁部から胴部で口径は13.2cmで 調整は外面が斜め 。

縦方向のミガキで内面が横方向のミガキとハケロの後、横・斜め方向のミガキが施されている。

39は 、甕で回径が25.4cmで 底径が7.5cmで 器高は、29.2cmで 口縁部が区の字に外反するものであ

る。調整は、外面に指押さえや横・縦方向のナデを持ち、内面に横 。斜め方向のナデと正具に

よる上方向のナデや指押さえが施 してある。色調は外面が浅黄橙 と黄橙で内面が浅黄橙 と橙で

ある。胎土の状況は、 6 mm以 下の灰色粒 と4 mm以下の乳白色粒で 5 mm以 下の褐色 。赤褐色の粒

や 2 mm以 下の黒色の光沢粒を多量に含んでいる。

壺 (40～ 42)。 高杯 (43)。 鉢 (44)

40は 、壷の完形品で頸部があまり絞まらず緩やか気味に立ち上がるものである。口径が8.45

cmで底径は、18.95clllで 器高は10.05clllで ある。外面の調整は横ナデとハケロで指ナデが施 してあ

り、底部に工具痕 もみられる。内面は指ナデが施 してある。色調は内外面 ともに橙である。41

も壷の完形品で頸部が40よ りも絞まり気味で口縁部が外反するタイプのもので胴部が丸 く張っ

ている。日径が8.4clllで底径が4.4cmで 器高が18.5cmで ある。調整は、横ナデや斜め方向のナデを

外面に横ナデを内面に施 してある。色調は浅黄橙が外面で黄橙が内面である。胎土は、 4 mm以

下の赤褐色の粒や2.5mm以 下の褐色粒 。半透明の光沢粒や灰色・黒 。茶色の砂粒 を含む。42は 、

壺の口縁部で二重口縁の櫛描波状紋である。調整は、外面がナデ調整 と工具痕が施 され、内面

は、横方向の指ナデと指押さえが施されている。色調は、外面が浅黄橙 と内面が黄橙である。

4 mm以下の茶 。灰 。褐色 。半透明の砂粒を含んでいる。

43は 、高杯の脚部でラッパ状を呈 している。底径は20,75mmで 調整は、縦方向の ミガキを外部

にナデや指ナデを内面に施 している。色調は内外面ともに浅黄橙である。胎土は2.5mm以 下の赤

褐色粒で 2 mm以 下の灰色粒や l mm以 下の孝L白色粒や半透明 。黒色等の光沢粒 も含まれている。
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44は 、鉢で口径が23.3cmで 底径が8.4cm。 器高が17.8cnlで 調整は、外面に工具による横 。斜め方

向のナデや内面は工具による横 。斜め方向のナデや斜め方向のハケロがみられる。色調は浅黄

橙や橙が外面に施され、内面に橙が施されている。 3 mm以 下の赤褐色 。茶色 。灰色の砂粒 を含

んでいる。

SA3出 上の遺物 甕 (45～ 46)。 壺 (47～ 49)。 鉢 (50)。 ミニチュア (51～ 52)。 紡錘車 (53)

45は 、甕の口縁部で回径が21.6cmで 調整は、外面に横ナデやハケロエ具ナデを施 してあ り、

内面は横ナデ調整である。色調は、外面が橙で内面は浅黄橙 と橙である。胎土は、 3 mm以下の

茶色 。灰色 。半透明・黒の砂粒を含んでいる。46は 、甕の口縁部で調整は、内外面 ともに斜め

方向のナデである。色調は、外面が浅黄橙で内面が黄橙である。 2 mm以 下の灰黒 。褐色の砂粒

を含んでいる。47は、壷の完形で口径が8.5cmで底径が2.lcmで ある。器高は14.lcmで ある。胴部

が丸 く張 りやや直線的に立ち上がるものである。調整は、外面が横ナデや工具ナデで内面が横

ナデや指押さえ等である。色調は外面が鈍い橙で内面が明褐灰で淡橙である。胎土は、 3 mm以

下の灰白 。茶色 。乳白色 。半透明の砂粒を含んでいる。48は 、壺の胴部で丸い張 りをもつ もの

である。調整は、斜め方向の工具ナデや内面は、斜め方向のナデや横方向の工具ナデが施 して

あり、色調は外面が浅黄橙や褐灰で内面は灰白である。胎上の状況は 3 mm以 下の灰白 。黒 。茶

の砂粒や 2 mm以 下の透明の砂粒を含む。49は 、壺の胴部から底部で平底である。調整は外面が

工具ナデや指ナデ 。ナデが施されていて内面は、横 。縦方向の工具ナデが施 されている。色調

は外面が橙 と鈍い橙で内面が浅黄橙である。胎土は、 3 mm以 下の茶 。灰 。灰自の砂粒・透明の

光沢粒を含んでいる。50は 、鉢の完形で平底のタイプである。日径が18.7cmで 底径が5.5 cm。 器

高が8.8cmで ある。調整は、外面が横ナデやナデ 。指押さえが施されている。内面にナデや放射

状にハケロがみられる。色調は外面が橙 。褐灰・黒褐で内面が褐灰 。浅黄橙 。鈍い橙である。

胎土は、 4 mm以下の暗灰 。灰白 。茶色の砂粒を含んでいる。51は 、ミニチュアの鉢で回径が6.6

cmで底径が2.2cmで ある。また、器高が4.7cmで ある。内外面の調整は外面がミガキで内面がナデ

である。52も ミニチュアで口径5.55cm・ 2.05cm。 3.3cmで ある。調整は内外面が指ナデやナデ調

整が施 してある。色調は内外面ともに浅黄橙である。胎土は 3 mm以 下の灰・茶 。半透明の砂粒

が含まれている。53は 、紡錘車で外面の調整はナデで色調は外面が灰褐である。 3 mm以下の茶

褐色 。乳白色の砂粒 を含んでいる。

SA4出 上の遺物

甕 (54～ 58)。 壷 (59)。 高台付碗 (60)。 高杯 (61)。 ミニチュア (62)

54は 、甕の口縁部で緩やかに外反するタイプである。調整は外面にナデや横ナデを内面に指

ナデや斜め方向に正具痕等がみられる。色調は外面が淡黄で内面が灰白である。胎上の状況は、

4 mm大 の茶色の粒 。3 mm以 下の灰 。赤 。褐色 。茶色の砂粒を含んでいる。 55も 甕の口縁部で内

外面の調整は、横ナデとナデ調整で色調は外面が浅黄橙で内面はそれに灰白が含 まれている。

胎上の状況は 3 mm以下の灰褐色 。茶色の砂粒 。透明の光沢粒を含んでいる。 56も 甕の口縁部で

調整は内外面 ともにナデ調整で色調 も内外面ともに浅黄橙である。胎土は 2 mm以 下の灰褐 。茶
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の砂粒を含んでいる。57は 、甕の胴部から底部で平底のタイプである。底径が8.8clllで外面の

調整は横 。縦方向のナデ調整が施されている。外面の色調は明褐灰と内面の色調は灰白である。

3～ 5 mm大の茶・灰褐色の粒 。2 mm以 下の灰 。茶色 。灰白・黒の砂粒を含んでいる。58は 、甕

の底部で上げ底である。底径は、5。 icmで 調整は内夕ヽ面 ともにナデ調整が施されている。色調は

外面はにぶい黄橙で内面が浅黄橙である。 4～ 7 mm大の茶 。灰褐色の粒・ 3 mm以 下の灰白。茶 。

半透明の砂粒を含んでいる。59は 、壺の口縁部でくの字に大 きく外反するもので、口径が12.3

cmで ある。外面の調整は、横ナデと工具痕をもつ縦ナデである。内面はナデと縦方向の指ナデ

が施 してある。色調は外面が浅黄橙 と内面が橙である。胎土の状況は 2 mm以 下の灰 白 。褐灰 。

茶 。半透明の砂粒や黒 。透明の光沢粒を含んでいる。60は 、高台付碗の底部から脚部で、調整

は、内タト面 ともに荒いナデを施 している。色調は外面が橙で内面が黄橙である。 3 mm以 下の灰

白 。茶 。灰色の砂粒をおおく含んでいる。61は 、高杯の回縁部で調整は、横方向の工具ナデや

横ナデを外面に横方向の工具ナデを内面に施 してある。62は 、ミニチュアの甕で上げ底である。

日径が2.2cm。 底径が2.65cm。 器高が5.9cmでタト面の調整は荒いナデや指押さえやナデ調整を施 し

ている。内面はナデ調整である。色調は外面が黄橙で内面が浅黄橙である。胎土は 2 mm以 下の

黒い灰白・灰色の砂粒 を多 く含んでいる。

SA5出 上の遺物

甕 (63～ 65)。 壺 (66)・ 鉢 (67)

63は 、甕の口縁部で口唇部にかけて緩やかに外反するタイプである。外面の調整はナデ調整

で内面に横 。斜め方向のナデ調整が施されている。色調は、外面が黄灰で内面が灰黄である。

4 mm大の褐色の粒が 3 mm以 下の灰白 。灰褐色の砂粒を含んでいる。64は 、甕の口縁部で口唇部

がゆるく外反 しているタイプのもので調整は外面が横ナデやナデの後斜め方向のハケロが施 さ

れている。色調は、黄橙が外面で内面は浅黄橙である。65は 、甕の口縁部で調整は、外面がナ

デや横ナデ調整が施されている。内面は横ナデや指ナデ調整がある。色調は、内外面 ともに橙

である。 3 mm以下の灰褐 。灰 。茶 。黒色 。半透明の砂粒 。黒色の光沢粒を含まれている。66は 、

壺の回縁部で口唇部が外反するものである。内外面の調整は、横ナデやナデ調整を施 している。

色調は内外面 ともに橙である。胎土の状況は 3 mm以 下の灰白 。褐・黒色・半透明の砂粒 を含ん

でいる。67は 、鉢で上げ底である。国径は、11.9cm・ 5.8cm・ 1lcmで ある。調整は外面が横 。斜

めのナデと指押さえで内面がナデと指ナデと指押さえである。色調は内外面 ともに浅黄橙であ

る。胎上の状況は 4 mm以下の灰・黒 。褐色の砂粒を含んでいる。

SA6出 上の遺物 甕 (68～ 70)。 壺 (71)。 高杯 (72～ 76)。 ミニチュア (77)

68は 甕で胴部が張 り、くの字に外反するものである。底部は平底である。口径が23cmで底径

が41cmで器高が19.3cmで ある。調整は、内外面にナデや横方向の工具ナデが施 されている。色

調は内外面ともに浅黄橙 とにぶい黄橙である。胎上の状況は、4.5mm以下の灰色粒・ 4 mm以 下の

黒褐色粒・ 3 mm以 下の黒色粒・2.5mm以 下の褐色粒 。赤褐色 。黒色光沢粒 。2 mm以 下の黄色粒が

含まれている。69は 、甕の胴部で調整は外面に荒いナデや斜め方向のナデや内面はナデ調整で
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ある。色調は内外面 ともに赤褐である。 2 mm以 下の暗赤褐色 。乳白色・半透明の砂粒が含 まれ

る。70は 、甕の胴部で内外面の調整は縦 。斜め方向のナデや工具ナデである。色調は外面が黄

橙 とにぶい黄橙で内面が浅黄橙である。胎土の状況は 3 mm以 下の褐色 。灰色・黒 。半透明の砂

粒を含んでいる。また、外面に沈線が施されている。71は 、壷の胴部から底部で平底である。

調整は、外面にナデ調整が施され内面にはナデや指押さえ 。指ナデがみられる。色調は外面が

橙で内面が黄灰である。胎上の調整は、 5 mm以 下の褐色粒・3.5mm以下の黒色 。灰白色粒 。2.5mm

以下の半透明 。黒色 。光沢粒 。2 mm以 下の赤褐色 。乳白色・透明光沢粒 を含んでいる。72は 、

高杯の杯の部分で調整は、外面に斜め方向のナデやミガキが施され、内面は斜め方向のナデや

ヘラ磨 きが施されている。色調は、外面が橙で、内面が浅黄橙が褐灰である。 3 mm以下の灰 。

褐色 。半透明の砂粒・黒の光沢粒を含んでいる。73は 、高杯の口縁部で内外面の調整は、 ミガ

キが施されている。色調は外面は橙 と黒褐で内面は橙である。胎土の状況は、 3 mm以下の赤褐・

茶 。黒の砂粒 。透明・黒 。の微細な光沢粒を含んでいる。74は 、高杯の胴部で調整は、外面に

横方向のミガキが施 され、内面に横方向の丁寧なミガキが施されている。色調は浅黄橙 と褐灰

が外面で内面が黒褐である。胎上の状況は、 4 mm大の黒色粒 。3 mm以下の灰白・黒 。半透明砂

粒・黒の光沢粒を含んでいる。75は 、高杯の脚部で透かしをもっている。外面の調整は縦方向

のミガキや縦方向のナデが施されていて内面の調整は横斜め方向のハケロや横ナデが施 されて

いる。色調は外面が鈍い黄橙で内面が浅黄橙で 4 mm大の黒色粒 。3 mm以 下の黒褐色・灰 白 。黄

橙・半透明砂粒を含んでいる。76も 高杯の脚部で底径が21.7cmで内外面の調整は、 ミガキや横

ナデが施 してある。内夕ヽ面の色調は橙や黄橙である。胎土の状況は、 3 mm以 下の赤渇色 。灰色・

黒の砂粒を含んでいる。77は 、ミニチュアの高杯の脚部で内外面の調整はナデ調整である。色

調は内外面 ともににぶい黄橙である。胎土は l mm以下の赤褐色粒を含んでいる。

SLl出 上の遺140

甕 (78～ 94)

78は 、甕の完形で胴部が少 し張 り口縁部が くの字に外反するもので口径が26.4cmで 底径が8.6

cmで器高が33.lcmで ある。調整は内外面に横 。斜め方向のナデや工具痕がある。色調は外面が

橙 と浅黄橙である。胎土は、6.5mm以 下の赤褐色 。5.5mm以 下の灰色・ 5 mm以 下の黄色 。4 mm以 下

の褐色 。乳白色 。半透明光沢粒 。3.5mm以下の黒色・ 3 mm以 下の黒色光沢粒を含んでいる。 79も

甕の完形で口縁部は口径は、22.8cm。 底径は5,3cm。 器高は、29.75cmで ある。調整は、外面に斜

め方向のナデ調整 と横 。縦方向の工具ナデが施されている。内面には、横 。縦 。斜め方向のナ

デ調整が施されている。色調は、外面が橙 とにぶい褐 。内面が橙 と黒褐である。胎土の状況は、

4.5mm以 下の灰色 。乳白色粒・3.5mm以 下の褐色粒・ 3 mm以 下の半透明光沢粒・2.5mm以 下の赤褐

色粒 。2 mm以下の黒色粒が含まれる。80は 、甕の完形で口径は25。 7cm。 底径は5.9cm・ 器高は、

31cmで ある。外面の調整は縦・横 。斜め方向のナデ調整が施され、内面にはナデ 。斜め方向の

ナデや指押 さえ等が施されている。色調は、外面が橙・にぶい橙・黒褐で内面は橙で、灰褐 。

黒褐である。胎上の状況は、5.5mm以 下の赤褐色 。4 mm以下の灰色 。黒色の褐色粒及び半透明の
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褐色粒を含んでいる。81は 、甕の完形で口径は22.65cm。 底径は5.6cm。 器高は、27.7 cmで 、調

整は、縦斜め方向の工具ナデや横ナデを施 している。内面は縦・斜め方向の工具ナデや横ナデ

を施 している。色調は、外面に橙やにぶい赤褐で内面は橙である。胎土の状況は 3 mm以下の褐 。

灰褐 。赤褐黒の砂粒・微細な黒い透明光沢粒を多 く含んでいる。82は 、甕の口縁部で、日径は

14.8cmで ある。調整は外面が横ナデや斜め方向のナデで、内面は、正具ナデが施 してある。色

調は、外面が浅黄橙 とにぶい黄橙で内面は浅い黄橙である。胎土の状況は、 6 mm以下の灰色・

灰白色粒 。5 mm以 下の赤褐色粒 。3 mm以 下の半透明光沢粒を含んでいる。83は 、甕の口縁部で、

日径が17.lcmで ある。調整は内外面 ともに工具ナデである。色調は、外面が橙 と明黄褐で内面

が橙 と浅黄橙である。胎土の状況は、 7 mm以下の乳白色 。4 mm以下の褐 。赤褐色粒 。2.5mm以 下

の半透明の光沢粒 。黒色光沢粒を含んでいる。84は 、甕の完形で胴部が少 し張 り口縁部が くの

字に外反するタイプである。国径が28,lcm。 底径が6.2cm。 器高が34.75cmで ある。内外面の調整

は、ナデや工具ナデが施され、色調は、内外面ににぶい橙や橙・黄橙である。 6 mm以下の褐色・

赤褐色粒4.5mm以 下の灰褐色 。4 mm以下の灰白色 。3 mm以 下の半透明光沢粒を含む。85は 、甕の

完形で上げ底のタイプである。日縁部の外反部が84よ りも小さいようである。日径が24.1 5cm・

底径が5.4cm・ 器高が33.35cmで 内外面の調整は、横 。斜め方向のナデ調整を施 している。内外面

の色調は、褐灰や橙 。にぶい赤褐である。胎上の状況は 3～ 5 mm大 の灰色 。褐色粒 。3 mm以 下

の灰 。灰白 。黒の砂粒を多 く含んでいる。また、 3 mm以下の透明光沢粒 を少 し含んでいる。86

は、甕の口縁部から胴部で口径が17.2cmで 内外面の調整横 。縦 。斜め方向のハケロや横ナデを

施されている。内外面の色調は、にぶい赤褐 。赤褐 。明赤褐で 8 mm以下の淡黄色粒 。4 mm以 下

の赤褐色粒 。2 mm以 下の透明光沢粒を含んでいる。87は 、甕の完形で口径は24.7cm。 底径は7.8cm。

器高は、33.lcmで ある。内外面の調整は横 。縦 。斜め方向の工具ナデが施 されている。内外面

の色調は橙やにぶい黄橙 。灰褐色などがみられる。4.5mm以 下の赤褐色・ 4 mm以 下の灰色粒 。3

mm以下の透明 。半透明光沢粒を含んでいる。88も 甕の完形で上げ底で口縁部の反 りが短いもの

である。日径が18.3cln。 底径が5.85cmで 器高が23.8cmで ある。内外面の調整は、ナデや指押 さえ

で内外面の色調は、浅黄橙 。にぶい褐 。橙などである。胎土の状況は 6 mm以 下の赤褐色 。褐色

粒 。4 mm以下の黄色 。灰白色粒 。4 mm以下の半透明光沢粒 。1.5mm以下の黒色光沢粒 を含んでい

る。89は 、甕の口縁部から胴部にかけてのもので、日径は24.3 cmほ どになる。内外面の調整は

横ナデ 。工具ナデ 。斜め方向のナデである。また、内外面の色調は橙・鈍い黄橙 。灰黄褐であ

る。5.5mm以 下の赤褐 。白色粒 。5 mm以 下の灰褐色・灰色の粒 。3.5mm以 下の半透明光沢粒 。2.5

mm以下の黒色光沢粒 。2 mm以 下の透明光沢粒を含んでいる。90は 、甕の完形で口径が28.l cmで

底径が6.9cm・ 器高は34.15cmで 、内外面の調整は、横 。斜め方向の工具ナデや横ナデが施 してあ

る。内外面の調整は橙で、胎土の状況は 6 mm以 下の赤褐色 。4 mm以 下の灰色 。白色粒 。半透明

光沢粒 。3.5mm以 下の黒色粒・ 3 mm以下の黒色光沢粒を多 く含んでいる。91は 、甕の完形で口唇

部が外反 していて張付刻目突帯を頸部に施 している。胴部の張 りが少なく底部は平底気味であ

る。口径が30.4cmで 底径が7.85cm。 器高が47.2clnで外面の調整は、斜め方向のハケロやナデや指

押 さえなどがある。内面の調整は、横 。斜・め方向のハケロや指ナデがみられる。色調は内外面
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に橙やにぶい黄橙・浅黄橙などがみられる。胎上の状況は、 5 mm以下の褐色 。4 mm以下の灰色 。

半透明 。黒色光沢粒 。3.5mm以 下の赤褐色粒を含んでいる。92は 、甕で回縁部が短めに外反 して

いて、胴部が丸 く張るタイプである。口径が13cmで、器高が16.5 cmで ある。内外面の調整はナ

デや横ナデである。また内外面の色調は、橙やにぶい橙・にぶい褐である。胎土の状況は、 3

mm以下の褐 。黄色粒 。2.5mm以 下の灰色粒 。2 mm以 下の半透明光沢粒 。1.5mm以下の透明 。黒色等

光沢粒を含んでいる。93は 、甕の完形で胴部の張 りが少ないもので底部は平底のタイプである。

日径がll.5clIIで 底径が3.8cmで 器高が10。 7cmで内外面の調整は、横方向のハケロと横 。斜め方向

のナデ調整 。ナデなどである。内外面の調整は、浅黄橙 と黄橙である。胎土の調整は、 4 mm以

下の褐色 。3.5mm以 下の灰色 。乳白色 。3 mm以 下の黒 。赤褐色粒 。半透明の光沢粒2.5mm以 下の透

明光沢粒 。2 mm以 下の黒色光沢粒を多 く含んでいる。94は 、甕の完形品で平底で口縁部の外反

が少なく、胴部の張 りが少ないタイプのものである。日径が15.2cmで底径が3.4cm。 器高が16.1

cmの もので、内外面の調整は、横 。斜め方向に工具ナデが施されている。 また、横 。斜め方向

のハケロや指押さえが施されている。内外面の色調は橙やにぶい褐で胎上の状況は 6 mm以 下の

赤色粒 。4 mm以下の黄色粒 。3 mm以 下の褐色褐色粒 。灰色粒 。黒色 。半透明等光沢粒を含む。

壺 (95～ 103)

95か ら98は 、二重口縁で、櫛描波状紋 と線刻を施 してある。95は 、口径が10.8cmで 底径が4.8

cmで器高が24.3cmで ある。内外面の調整は、ハケロ 。丁寧なナデや横・斜め方向のハケロ 。横

ナデ 。指ナデ等が施されているものが多いようである。内外面の色調は、黄橙やなどの色 をし

ている。99～ 103は 、壺の胴部から底部のもので、99。 100・ 102・ 103は 胴部が丸 く張っていて

平底のタイプである。それに対 して101は 、胴部が著 しく張っているものである。内外面の調整

などはナデや斜め方向のハケロや指押さえ等が施 してある。内外面の色調は、橙やにぶい黄橙

等が多い。

高杯 (104～ 106)

104は 、高杯の完形で杯の口縁部が大 きく外反するもので脚部がラッパ状を呈するものである。

日径が32.4cm底 径が19.8cm・ 器高が24.2cmで 内外面の調整は、横 。縦方向のミガキや横・斜め方

向のミガキや指押 さえなどが施されている。内外面の色調は橙や浅黄橙・黒などである。6.5mm

以下の赤褐色 。4.5mm以 下の灰白色 。3 mm以 下の褐色粒 。2.5mm以 下の半透明黒色等光沢粒を多 く

含む。105は 、杯の下方の部分から脚部の部分で脚部がラッパ状を呈 しているものである。底径

が19.2cmで 内外面の調整は、縦方向のミガキとナデ調整がみられる。内外面の色調は浅黄橙 と

黄橙 。橙である。胎土の状況は6.5mm以 下の赤褐色・3.5mm以 下の灰色粒 。半透明光沢粒 。3 mm以

下の淡黄色 。白色粒 。2.5mm以 下の黒色光沢粒を含んでいる。106は 、高杯の脚部で透か しを 3

カ所 もっている。内外面の調整は、ナデの上をミガキ 。指ナデを施 している。内外面の色調は、

橙 と灰黄褐色である。胎土の状況は、 5 mm以下の赤褐色 。3.5mm以 下の褐色粒 。2 mm以下の黒色 。

半透明の光沢粒を多 く含む。
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脚台付鉢 (107～ 108)

107は 、口縁部が大 きく外反するタイプのもので底部がラッパ状を呈するものである。口径が

18.8cmで 底径が11.2cm。 器高が15。 95cmで内外面の調整は横ナデやナデ調整で内外面の色調は橙

と明黄褐色である。胎上の状況は、5.5mm以下の赤褐色 。灰色・褐色粒 。4 mm以下の黒色光沢粒 。

2.5mm以下の半透明光沢粒を多 く含む。108は 、107よ り胴部が張 り口縁部の反 りが小 さいもので

ある。内外面の調整は、ナデ 。縦方向の工具ナデなどが施されている。 また、内外面の調整は

橙が多い。胎上の状況は、 5 mm以 下の赤褐色粒 。2.5mm以 下の褐色粒 。灰色粒 。半透明光沢粒・

2 mm以 下の黒色光沢粒を含む。

鉢 (109)。 甑 (110)

109は 、鉢の完形で平底のタイプである。国径が15.3cmで 底径が5.lcm 。器高が12.8cmで 内外

面の調整はナデや横ナデ・ハケロの後ナデ 。指押さえが施 してある。内外面ともに色調は橙で、

胎土の状況は、 4 mm以下の褐色粒 。3 mm以下の灰色粒 。2.5mm以 下の7L白色赤褐色の粒 。2 mm以

下の半透明黒色等光沢粒を多量に含んでいる。110は 、甑で把手が 2カ 所あり、底部に穿孔があ

る。日径が14.lcmで 底径が4.95cm・ 器高が15.7cmで ある。内外面の調整はナデや指押さえやハケ

目などがみられる。色調は橙である。胎土の状況は、 6 mm以 下の赤褐色粒・3.5mm以 下の半透明

光沢粒 。3 mm以 下の灰白粒 。2.5mm以 下の褐色粒 。2 mm以下の黒色光沢粒を多 く含む。

SL2出 上の遺物

鶏 (111～ 127)

111は 、甕の口縁部から胴部で、日縁部が大 きく外反するタイプである。日径は、24cmで 内外

面の調整は、横 。斜め方向のナデ調整や指押さえが施されている。内外面の色調は、にぶい橙 。

にぶい褐 。橙などである。 4～ 5 mm大 の褐色の粒・ 3 mm以下の灰褐色 。褐色 。黒 。淡黄橙の砂

粒を含んでいる。112は 、甕の口縁部で111と 同様に大 きく外反 している。内外面の調整は、ナ

デや横ナデで色調は浅黄橙 とにぶい黄橙である。胎土の状況は、 3 mm以 下の茶・黒 。灰褐色 。

灰色の砂粒を多量に含み、 1■m以下の透明・黒の光沢粒を少 し含んでいる。113は 、日径が24.8

cmで 内外面の調整はハケロや横・斜め方向のハケロやナデが施されている。内外面の色調は淡

黄やにぶい黄橙 。浅黄橙である。胎土の状況は、 4 mm大の褐色の粒 。3 mm以 下の褐色 。灰褐色

の砂粒・ 2 mm以 下の透明の光沢粒を含んでいる。114は 、甕の口縁部で口縁部が緩やかに外反す

るタイプである。日径が18.5cmで 内外面の調整は、ナデやハケロが施されている。内外面の色

調はにぶい黄橙 と浅黄である。胎上の状況は、 3 mm以 下の灰褐色・灰 。茶・半透明の砂粒 を含

む。115は 園縁部が緩やかに外反するタイプのものである。口径は20.8cmで ある。内外面の調整

は、横 。縦・斜め方向ナデや工具ナデ 。工具による横方向の端部痕などの調整を施 している。

色調は橙や浅黄橙 。明黄褐色である。 4～ 5 mm大の茶・灰褐色の粒 。3 mm以 下の灰・茶 。黒の

砂粒を含む。116は 、甕の完形で口径が16cmで底径が5.2cmで器高が19.lcmの少 し上げ底気味のタ

イプで口縁部の外反は、短いものである。内外面の調整はヘラエ具による縦方向のナデと横 。
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斜め方向のナデ 。指押さえである。内外面の調整は、橙やにぶい橙 。にぶい黄橙からなってい

る。胎土の状況は、 3 mm以 下の褐色 。灰 。黒 。半透明の砂粒を含んでいる。117は 、甕の口縁部

から胴部で内外面の調整はナデ調整である。貼付突帯を有 している。内外面の色調は浅黄橙 と

黄橙である。胎土の状況は、 5 mm以 下の褐灰色粒 。4 mm以 下の赤褐色 。灰白色 。乳白色の粒 。

3.5mm以 下の黒色粒・ 3 mm以 下の半透明光沢粒 。2 mm以 下の黒色光沢粒を多量に含んでいる。118

は、貼付突帯をもつもので回縁部が大 きく外反 している。内外面の調整はナデ調整で、内外面

の色調は黄橙や橙などである。 4 mm以下の灰色粒 。3.5mm以 下の褐色粒 。3 mm以 下の半透明光沢

粒 。7L白色 。2.5mm以 下の黒色粒を多量に含んでいる。119は 、甕の口縁部で内外面の調整はナ

デ 。縦方向の上から横方向のナデと横方向のナデがみられる。色調は、浅黄橙で胎土の状況は

4 mm以下の赤褐色粒 。3.5mm以 下の灰白色粒・ 3 mm以 下の褐色粒 。2 mm以 下の半透明光沢粒 を含

んでいる。120は 、日縁部で119が緩やかに外反するのに対 して120は 、外反が大きい。内外面の

調整は、縦 。斜め方向からのナデの上から横方向のナデと横 。斜め方向のナデ調整を施 してい

る。内外面の色調は浅黄橙である。胎土の状況は、4.5mm以 下の褐色粒 。3 mm以 下の灰白色粒 。

2 mm以下の半透明光沢粒を含んでいる。121は 、日縁部から胴部にかけてのもので口縁部が大 き

く外反している。内外面の調整は、ナデや横 。斜め方向のナデを施 している。内外面の色調は

橙 と黄橙 。浅黄橙である。胎土の状況は、 3～ 4 mm大の褐色の粒 。3 mm以 下の灰褐色・黒・半

透明の砂粒を多 く含む。122は 、日縁部から胴部にかけてのところで122は 、121に 比べて外反が

少ない。内外面の調整は、ナデや横ナデ 。部分的ハケロ等が多い。また、内外面の色調は橙や

浅黄橙 。褐灰などである。胎土の状況は、 5 mm以下の赤褐色 。灰色の粒を含む。123は 、底部で

底径4.7cmで 内外面の調整はナデや指押さえが施されている。内外面の色調は灰白と褐灰である。

124は 、底径5.9cm底 部で内外面の調整は縦・横・斜め方向のナデと指押さえなどが施 してある。

内外面の色調は浅黄橙 と褐色灰である。胎土の状況は、 3 mlll以 下の暗褐色 。灰白 。半透明の砂

粒を含む。125は 、底径5.7cmの 内外面の調整は、工具で撫でた後指ナデや指押 さえなどが施 し

てある。内外面の色調は浅黄橙 。明褐灰 。褐灰である。126は 、底径は、5.2cmの 内外面の調整

は、ハケロやナデ・横ナデが施されている。内外面の色調は浅黄橙やにぶい黄橙がみ られる。

胎土の状況は、 4 mm以下の茶 。灰褐色 。灰色の砂粒 。2 mm以下の透明・黒の光沢粒 を含んでい

る。127は 、底部で上げ底タイプである。底径が 5 cmで 内外面の調整はナデや縦方向のナデ 。指

ナデ等が施 されている。内外面の色調は、にぶい橙・灰褐で胎土の状況は、 3 mm以下の黒・褐

色の砂粒・ 2 mm以下の透明の光沢粒を含んでいる。

壺 (128～ 137)

128は 、二重口縁の壷で櫛描波状紋を施すタイプである。胴部が大きく張っているものでもあ

る。内外面の調整は、ナデや工具ナデや指押さえ 。指ナデ等が施されている。内外面の色調は

橙や浅黄などである。胎土の状況は、 4 mm以下の灰色・褐色・黒色 。赤褐色の粒 。3 mm以 下の

白色粒 。2 mm以下の半透明の光沢粒を含む。129は 、二重口縁の櫛描波状紋を施すタイプで内外

面の調整は、ナデや工具ナデ 。指ナデ 。指押さえなどが施されている。内外面の色調は浅黄橙
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と明黄褐色 。にぶい黄橙等である。 3 mm以 下の赤褐色 。褐色 。灰 。黒の砂粒 。2 mm以下の透明・

黒の光沢粒を含んでいる。130は 、日径12.2mの 二重回縁の壺で内外面の調整は横 。縦方向の工

具ナデや横方向の工具ナデや横方向のミガキがみられる。内外面の調整は浅黄橙で、胎土の状

況は 3 mm以 下の褐色粒 。灰白色粒 。半透明の光沢粒 。l mm以下の黒色光沢粒 も含んでいる。131

は、二重回縁で内外面の調整は横ナデで内外面の調整は黄橙 と浅黄橙である。胎上の状況は、

4～ 5 mm大 の褐色の粒 。3 mm以 下の灰白・灰・黒 。灰褐色の砂粒・黒 。透明の光沢粒 を含んで

いる。132ま では、壺の口縁部で口縁部が大 きく外反するタイプのものである。内外面の調整は、

横ナデやミガキ・ナデなどが施されている。内外面の色調は、黄橙や浅黄橙・にぶい黄橙であ

る。胎土の色調は、 4 mm以下の灰色 。赤褐色の粒 。3 mm以 下の乳白色 。黒色 。褐色の粒 。2.5mm

以下の半透明光沢粒 も含んでいる。133は 、壺の底部で底径が 4 cmの ものである。内外面の調整

は横ナデやヘラ状工具による横 。縦方向のナデ調整 。指ナデが施されている。内外面の色調は

浅黄橙 とにぶい黄橙である。胎土の状況は、 4 mm以下の灰色 。赤褐色の粒 。3 mm以下の乳白色 。

黒い櫓 。褐色の粒・2.5mm以 下の半透明光沢粒を多 く含む。134は 底径3.9cmの 壺の底部で、内外

面の調整はハケロがみられる。内外面の調整は明黄褐 。にぶい黄橙である。胎土の状況は 2 mm

以下の半透明 。乳白色の砂粒を少 し含む。135は 、壺の底径4.9 cmの 底部で平底のものである。

胴部は丸 く張っている。内外面の調整は、縦・斜め方向のナデなどが施 されている。色調は明

黄橙 。にぶい黄橙などである。136は 、口径15.7cm。 底径6.15cm・ 器高が43.35cmの 壺の完形で内

外面の調整は横ナデやナデ・ ミガキなどが施されている。内外面の色調は、橙 とにぶい黄橙で

ある。胎土の状況は4.5mm以 下の赤褐色粒 。4 mm以下の灰色 。黒色 。褐色の粒 。3.5mm以下の半透

明光沢粒 。橙色粒 。3 mm以 下の黒色光沢粒を多量に含む。137は 、壺の完形で口縁部の外反が少

なく胴部が張 り気味のタイプである。両方 ともに平底のタイプである。内外面の調整は、横ナ

デやミガキ斜め方向のナデなどがみられる。内外面の色調は橙やにぶい黄橙等がみられる。胎

土の状況は、 7 mm以下の褐色粒 。3.5mm以下の赤褐色粒 。3 mm以 下の灰色粒 。2.5mm以下の半透明

光沢粒 。2 mm以下の透明・黒色等光沢粒を多量に含んでいる。

高杯 (138～ 142)

138は 、高杯の完形で回径が25cm・ 底径15.45cm・ 器高が22.9cmで 三方透かしをもっているタイ

プである。脚部がラッパ状を呈 している。内夕ヽ面の色調は、ナデや横 。縦・斜め方向の ミガキ

や指押さえなどが施されている。内外面の色調は橙やにぶい黄橙 。黒褐色である。胎土の状況

は、 4 mm以下の赤褐色粒 。2.5mm以下の灰色粒・ 2 mm以 下の透明光沢粒 を含んでいる。139は 、

日縁部がやや外反するタイプのものである。口径は、29.4cllで 内外面の調整は、横・斜め方向

のミガキである。また、内外面の色調は橙やにぶい黄橙である。 3～ 6 mmの 褐色粒 。2 mm以 下

の透明・黒の光沢粒で少 し含む。 2 mm以 下の褐色灰色の砂粒を少 し含んでいる。140は 、日縁部

が大 きく外反するものである。日径は、42.6cmで 横ナデや丁寧なナデやミガキ等を施 している。

内外面の色調は、黄橙や橙 。浅黄橙 。褐灰などである。胎上の状況は、 3 mm以下の褐色粒 。半

透明光沢粒 。1.5mm以下の黒色光沢粒を含んでいる。141は 、高杯の脚部で、 ラッパ状を呈 して

―-101-



いる。底径は、18.6cmで 内外面の調整は、 ミガキや横ナデ 。指押 さえなどが施 こされている。

内外面の色調は、橙である。胎上の状況は、 5 mm以下の赤褐色粒・ 2 mm以 下の半透明 。黒色等 。

光沢粒を含んでいる。142は 、脚部でラッパ状を呈 している。底径が9.4cmで 内外面の調整はナ

デ調整で内外面の色調は、浅黄橙である。胎上の状況は、 3 mm以 下の灰褐色 。灰 。白・黒 。半

透明の砂粒 。透明の光沢粒を含んでいる。143は 、脚部でラッパ状を呈 したものである。底径は、

21.5cmで 内外面の調整は、横方向のナデである。色調は橙である。胎土の状況は、 4 mm以下の

灰褐色粒 。3 mm以 下の赤褐色粒 。2.5mm以 下の黒色光沢粒 。2 mm以 下の半透明光沢粒 。灰色粒 を

含んでいる。

鉢 (144～ 146)

144は 、浅い鉢である。日径は、24.3cmで 底径6.2cmで器高は、8.05cmで ある。内外面の調整は、

ナデや横 。縦 。斜め方向のナデが施されている。内外面の色調は橙である。胎土の状況は、 3
mm以下の茶 。灰褐色 。灰 。半透明の砂粒・2.5mm以 下の透明・黒の光沢粒を含んでいる。145は 、

鉢の完形で口縁部がやや直線的に立ち上がるものである。日径は、11.9cmで 器高は9.75cmで 底部

は丸底である。内外面の調整は、荒いナデやハケロがみられる。内外面の色調は黄橙や明黄褐 。

灰黄褐 。橙等である。胎土の状況は、 5 mm以 下の褐色粒 。2.5mm以 下の黒色光沢粒 。4 mm以 下の

灰色 。赤褐色の粒 。3 mm以 下の乳白色粒 。半透明光沢粒である。146は 口唇部がやや外反 してい

るものである。日径は、32.8cmで 内外面の調整は横 。斜め方向のナデやなどである。内外面の

色調は、浅黄橙 。黄橙 。にぶい黄橙等である。胎上の状況は、 3 mm以下の褐色灰 。灰褐色 。半

透明の砂粒を含む。

SL3出 上の上器

甕 (147～ 149)

147は 、甕で内外面の調整はナデや工具ナデや横ナデが施されている。内外面の色調は、浅黄

橙 と浅黄 。暗灰黄である。胎上の状況は、 3 mm以下の灰褐色 。赤褐色 。褐色・褐灰の砂粒 。1

～ 2 mmの 半透明の光沢粒を多 く含んでいる。148は 、甕で斜め方向の工具ナデや横 。斜め方向の

ナデが施 してある。内外面の色調は、明褐色 。暗褐色 。明黄褐色 。黄橙 。浅黄橙である。胎土

の色調は、 5 mm以 下の赤褐色・灰褐色 。灰色の砂粒 。1～ 2 mmの 半透明の光沢粒を含んでいる。

149は 、甕の口縁部で日唇部が外反 しているものである。内外面の調整は、横 。斜め方向のナデ

や工具ナデが施されている。色調は浅黄橙や黄橙などである。 3 mm以下の黒・灰 。褐色 。灰色

の砂粒を多 く含む。

壺 (150～ 151)

150は 、壺の頸部から胴部にかけてのところである。内外面の調整は、工具ナデを含むナデ調

整である。内外面の色調は、黄橙や浅黄橙 。にぶい黄橙等である。胎上の状況は14mm以下の赤

褐色 。灰褐色の砂粒 。3 mm以 下の灰 。灰褐色・灰白色の砂粒 。2 mm以下の透明 。黒色の光沢粒

を含んでいる。151は 、壺の胴部から底部で平底のタイプで胴部の張 りは少ない。内外面の調整

は、斜め方向のナデとハケロ・指押 さえからなるものが多い。色調は、黄橙や浅黄橙 。にぶい
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黄橙 。橙からなっている。胎土の状況は、 2 mm以下の赤褐色 と橙 。灰 。褐色灰色の砂粒 を含ん

でいる。

SC2出 上の遺物

152は 、甕の口縁部である。内外面の調整は、横ナデで内外面の色調は橙 と黄橙である。胎土

の状況は、 2 mm以下の灰 。褐色 。黒 。半透明の砂粒を含んでいる。153は 、甕の完形で回唇部が

やや外反するタイプのものである。内外面の調整は、荒いナデと指押 さえなどである。内外面

の色調はにぶい黄橙や浅黄橙などである。胎上の状況は、 4～ 5 mm以下の褐色 。赤褐色粒・ 3

mm以下の灰 。褐色砂粒を含んでいる。

包含層出上の上器

甕 (154～ 173)

154と 155は 、甕の口縁部から胴部にかけてのところで口縁部が大 きく外反するタイプのもの

である。内外面の調整は、横 。斜め方向のナデやナデ調整が施 してある。色調は、橙やにぶい

黄橙 。浅黄橙などがある。

156～ 159は 、甕の回縁部でくの字に大 きく外反するタイプのものである。内外面の調整は横

ナデや工具痕を含む斜め方向のナデがみられる。また、内外面の色調は浅黄橙やにぶい黄橙 。

橙等である。160～ 165は 、甕の回縁部で口縁部の外反は少ないものである。内外面の調整は、

ナデや横ナデ調整が多 く、色調はにぶい黄橙や浅黄橙 。橙 。灰白・灰褐等が多いようである。

166～ 168・ 169～ 173は 、甕の底部で168と 170。 172は 、上げ底である。内外面の調整は、縦や斜

め方向ナデや指押さえが施されている。内外面の調整は、橙やにぶい黄橙 。褐灰などである。

壺 (174～ 188)

174と 175・ 178は 、壺の回縁部で口縁部がほぼ内側に立ち上がるタイプのものである。内外面

の調整は、ナデや工具痕などがあり、内外面の調整は浅黄橙や橙である。176。 177・ 181は 、二

重回縁壺の櫛描波状紋を施すタイプである。180は 、長頸壺の口縁部で口縁部がわずかに外反 し

ている。内外面の調整は、横ナデや工具ナデまたは、指押さえなどが施されているものである。

内外面の色調は浅黄橙やにぶい黄橙や褐色灰などがみられる。182～ 184は 、壷の頸部から胴部

にかけてのところで182と 183は 、張付突帯をもつもので184は 、線刻がある。内外面の調整は、

横ナデやナデが多 く色調は浅黄橙や橙や褐灰などがみられる。185は 、壺の胴部から底部で平底

のタイプである。186は 、胴部に丸い張 りをもつタイプで、187は 、頸部で188は 平底の底部であ

る。内外面の調整は、横ナデやナデ・ミガキなどが施されている。内外面の調整は、浅黄橙や

褐色灰にぶい橙 。明褐などである。

高杯 (189～ 194)

189～ 191・ 194は 、高杯の杯部で口縁部が大 きく外反するタイプである。192～ 193は 、脚部で

193は 、ラッパ状を呈 している。内外面の調整は、横ナデやナデ調整などを施 してあり斜め方向

のナデや工具痕もみられる。内外面の色調は浅い黄橙や橙 。明褐色などである。
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碗 0鉢 (195・ 197・ 196)

195と 197は 、鉢で内外面の調整は横ナデやナデ調整で色調は浅黄橙が多いようである。196は

碗である。

SA30SA50SL2出 上の石器

1は、石包丁で 2個の穿孔を有している。 2は、磨製石鏃である。 3は 、砥石で全体的に研

かれている。 4も 砥石である。 5は、磨製石斧で 6は、軽石製品である。

第20表 中大五郎第 2遺跡出土土器観察表

″
川
請

種 別 器 種
出土

地 点

法 量 (clll) 調 整 色 rJH

土 備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

1 十軍 SB8 ナ デ
ナデ
指押え

天白 (10YI
3/2)浅黄七
(7.5YR 8/4)

灰白
(75YR 8/2)

4ミ リ以下の褐・赤褐・灰・黒色の砂粒
を多 く含む。2ミ リ以下の半透明・透
明・黒色の光沢粒 を含む。

外面…一部黒変
メL[モ

2
師

皿

土

質
SCl 横ナデ 横ナデ 浅黄橙

(7.5YR 8/3)
浅黄橙
(10YR 8/3)

1ミ リ以下の褐・灰色の砂粒を少し含む8 糸切 り底

3 SCl 隣ナデ 横ナデ
浅黄橙
(75YR 8/3
10YR 8/31

天白 (7.5YR
3/21 厳 橙
(7.5YR 8//3)

1ミ リ以下の褐・赤褐・黒色の砂粒 を
少 し含む。

糸切 り底

第21表 中大五郎第 2遺跡出土石器観察表

Иアウト
番 号

グリッ ド 器 種
長
＞

大

硼

最
＜

幅
＞

大

側

最
＜

厚
＞

大

ｍ

最
＜

塁里
ヽ
ノ

重
＜ 石 材 備 考

1 SA3 石 包 丁 5.85 10.1 60.0 頁 岩

2 SA3 磨製石鏃 0.25 先端部欠損

3 SA3 砥 石 14.8 97.0

SA3 砥 石 9.65 3.35 0.95 47.0

5 SA5 磨製石斧 13.3 198.9

SL2 砥 石 15。 75 14.2 5.05 303.4 軽  石
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第 4節 中近世と時期不明の遺構 と遺物

1.中世の掘立柱建物 。近世の土坑

SB8

第55図 中大五郎第 2遺跡 SC

o               lm

10SB8実 測 図
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第56図 中大五郎第2遺跡SB10SB2実 演1図
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第57図 中大五郎第 2遺跡 SB3・ SB4実 測図

― L==139.200m
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第58図 中大五郎第 2遺跡 SB5esB6実 浪1図

-108-



多む心軋軋軋令薇鼈鼈軋勒0_

SC3

褻
堡
堡
濾
磋
褻

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

― L==139.000m             ~

o         lm

第59図 中大五郎第 2遺跡 SB7・ SB90SC3実 測図
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第60図 B80SCl出 土土器実測図

3.時期不明の遺構

SBl

SBlは 、 1間 × 3間 で柱穴数は10個 でpit径 は29～ 49cmで pitの 深さは10cm～ 24cmで ある。床

面積は21.5ピ である。

SB2

SB2は 、 1間 ×4間 で柱穴数は10個 でpit径 は30cm～ 49cmで pitの 深さは、 7 cm～16cmである。

また、床面積は21.45ピ である。

SB3

SB3は 、 2間 × 3間 で柱穴数は、10個 でpit径 は18cm～ 34cmで床面積は24.96mで ある。

SB4

SB4は 、 1間 ×4間で柱穴数は 8 4Elで pit径 は22cm～30cmで pitの 深さは、 9 cm～22cmである。

床面積は17.47ポ である。

SB5

SB5は 、 2間 ×2間 で柱穴数は 8個でpit径 は17cm～ 29cmで pitの 深さは、 5 cm～17cmである。

床面積は23.31」 である。

SB6

SB6は 、 2間 × 3間 で柱穴数は 9個 でpit径 は19cm× 29cmで pitの 深さは、 7 cm～14cmである。

床面積は21.17ポ である。

SB7

SB7は 、 2間 ×4間 で柱穴数は12個 でpit径 は12cm～ 29cmで pitの 深さは 9 cm～ 18cmで ある。

床面積は14.54ぽ である。

SB9

SB9は 、 1間 ×4間 で柱穴数は、10個 でpit径 は28cm× 34cmで pitの 深さは 7 cm～ 13cmである。

床面積は17.16ポ である。

SC3

SC3は 、直径2.5mの竪穴状の遺構で深さは13cmと 浅 く目立った遺物はなく時代 を特定で き

なかった。
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以上は遺構の時期を特定する遺物がなかったのであえて時期不明の遺構 としている。

SEl

SElは 、全長31.9mで幅は、 lmで あるが深さは平均 10.5cmと 浅く埋土 も分けられず包含す

る遺物 もないので時期を特定できなかった。

第 5節 ノ」ヽ結

中大五郎第二遺跡は、弥生時代から中近世に至るまで様々な遺構が検出された複合遺跡であ

る。宮崎県教育委員会が平成 2年度に下大五郎遺跡 。平成 5・ 6年度に山ノ田第一遺跡など、

ここ数年間に丸谷町周辺で発掘調査が多 く行われている。その中で多 くは、弥生時代の後期か

ら古墳時代初頭までと中世の遺構遺物が多 く検出されている。本遺跡で もこの時代 を中心に検

出されている。ここでは、この時代を中心に考察 してみたい。

弥生時代～吉墳時代初頭

弥生時代～古墳時代初頭の中大五郎第二遺跡は、竪穴住居跡が 6軒検出されている。住居跡

の形態は、円形の花弁状住居が 1軒 と方形住居が 4軒 で、残 りの 1軒 は不整形の ものである。

住居跡の埋土は黒色上にボラ混 じりの上で床面に近づ くにしたがってボラの合有率が多 くなる。

住居跡の中には、主柱が炭化 したと思われるものもあった。一般的に住居跡の残 りはよく、住

居跡内土墳をもつものもあった。住居跡の時期であるが SAlは 、小型丸底壺 を有 しているこ

とから弥生時代終末～古墳時代初頭に比定できる。 SA2・ SA3・ SA4。 SA5。 SA6

は、弥生時代の後期から弥生時代終末と考えられる。住居跡の外には、周溝状遺構が 3基検出

されているが、SLlと SAl出 上の遺物が接合できることからSAlと 同時期であろうと考

えられる。 SL2・ SL3も 同様であろう。 S B10は 、棟持ち柱をもつ掘立柱建物で弥生時代

後期から終末にかけてのものだと思われる。

中 0近世

中大五郎第二遺跡では中 。近世の遺構が検出されているがSB8は 、東西に庇をもっている。

もう1カ 所有ると考えられたが検出することはできなかった。 SClは 、 SB8の 敷地内にあ

るが、遺物が近世のものであることから、屋敷が廃絶されてから土墳を掘 った可能性が考えら

れる。他に明確な出土遺物がないために時期不明とした掘立柱建物が 8軒ほどあるがそのおお

くは、 2間 ×4間 か 1間 ×4間 が多いようである。

以上簡単ではあるが本遺跡の調査結果をまとめてみた。最後に本遺跡の周辺では数多 くの遺

跡が存在 し、ここ数年間に、県や都城市で発掘調査が行われてきた。その中で、丸谷川を望む

低位段丘上に立地 している本遺跡を含む一連の遺跡群は弥生時代後期～古墳時代初頭の集落跡

である。また、丸谷川に開訴 された低地部に谷ノロ遺跡、下川原遺跡があるが中世以降の水田

跡が検出されている。 しかし、まだ弥生時代の水田等は、検出されていない。 これからの調査

に期待がもてると思われる。

―
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中大五郎第2 SAl土 器出土状況(1)

中大五郎第2 SAl土 器出土状況(3)

中大五郎第2 SAl土 器出土状況(2)

中大五郎第2 SA2土 器出土状況(1)
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中大五郎第2 SA2土 器出土状況(2) 中大五郎第2 SA3土 器出土状況(1)

中大五郎第2 SA3土 器出土状況(2) 中大五郎第2 SA3出 土土器
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中大五郎第2 SA3土 器出土状況(3) 中大五良Б第2 SCl出 土土師器

中大五郎第2 出土土器 中大五郎第2 SLi土 器出土状況(1)
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中大五郎第 2 SLl土 器出土状況 (2)
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中大五郎第2 SL2土 器出土状況(1)
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中大五郎第 2 SL2土 器出土状況 (2) 中大五郎第 2 SA2検 出状況
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中大五郎第 2 SA3検 出状況 中大五郎第 2 SA5検 出状況
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中大五郎第 2 SL3検 出状況 中大五郎第 2 SAl完 掘状況
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中大五郎第2 SA2完 掘状況 中大五郎第2 SA3完 掘状況―
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中大五郎第2 SA4完 掘状況 中大五郎第2 SA6完 掘状況


